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このドキュメントでは次の表記規則を使用します。
規則 | 意味 |
---|---|
太字 | 太字は、操作に関連するGraphical User Interface要素、または本文中で定義されている用語および用語集に記載されている用語を示します。 |
斜体 | イタリックは、ユーザーが特定の値を指定するプレースホルダー変数を示します。 |
| 固定幅フォントは、段落内のコマンド、URL、サンプル内のコード、画面に表示されるテキスト、または入力するテキストを示します。 |
この章ではWebLogic Serverアプリケーションと基本概念について概説します。
この章の内容は以下のとおりです。
このドキュメントは、Java Platform, Enterprise Edition 6を使用してWebLogic Server E-コマース・アプリケーションをビルドするアプリケーション開発者を対象としています。Web技術、オブジェクト指向プログラミング技術、およびJavaプログラミング言語について読者が精通していることを前提としています。
WebLogic Serverアプリケーションは、Javaプログラマ、Webデザイナ、アプリケーション・アセンブラによって作成されます。プログラマとデザイナは、アプリケーションのビジネス・ロジックとプレゼンテーション・ロジックを実装するモジュールを作成します。アプリケーション・アセンブラは、WebLogic Serverにデプロイ準備完了のアプリケーションにモジュールをアセンブルします。
WebLogic Serverは、Java Platform, Enterprise Edition (Java EE)バージョン6.0技術を実装しています(http://www.oracle.com/technetwork/java/javaee/overview/index.html
を参照)。Java EEは、Javaプログラミング言語に基づいた多層エンタープライズ・アプリケーションを開発するための標準プラットフォームです。Java EEを構成する技術は、いくつかのソフトウェア・ベンダーによって共同開発されました。
Java EEプログラミング・モデルの重要な点は、メタデータ・アノテーションが導入されたことです。アノテーションを使用すると、コンテナ内でのアプリケーション・コンポーネントの動作、依存関係インジェクションのリクエスト方法などをJavaクラス自体の中で指定でき、アプリケーションの開発プロセスを簡略化できます。アノテーションは、エンタープライズ・アプリケーションの以前のバージョン(Java EE 1.4以前)で必要とされたデプロイメント記述子にかわるものです。
その焦点は、開発を容易にすることであり、Java EE 5から始まりJava EE 6でも引き継がれています。記述する必要があるコードが少なくなりました。定型コードの多くは削除され、可能なかぎりデフォルト値が使用され、アノテーションを広範に使用することによって、デプロイメント記述子の必要性が低減されています。
WebLogic Server Java EEアプリケーションは、標準化され、モジュール化されたコンポーネントに基づいています。WebLogic Serverでは、これらのモジュール用にあらゆるサービスが用意され、細かなアプリケーションの動作を、プログラミングを必要とせずに自動的に処理します。Java EEでは、モジュールの動作とパッケージ化が汎用的で移植性の高い方法で定義されています。このため、実行時構成はモジュールを実際にアプリケーション・サーバーにデプロイするときに行います。
Java EEには、Webアプリケーション、EJBモジュール、Webサービス、エンタープライズ・アプリケーション、クライアント・アプリケーション、およびコネクタのデプロイメント仕様が含まれています。Java EEでは、どのようにアプリケーションをターゲット・サーバーにデプロイするかは指定されておらず、標準のモジュールまたはアプリケーションをパッケージ化する方法のみが指定されています。この仕様では、モジュールのタイプごとに必要なファイルとそれらのディレクトリ構造上の格納場所が定義されています。
Javaはプラットフォームに依存しないので、任意のプラットフォームでコードの編集とコンパイルを行い、別のプラットフォームで稼働する開発用WebLogic Serverでアプリケーションをテストできます。たとえば、WebLogic ServerアプリケーションをWindowsまたはLinuxが動作しているPCで開発する場合、そのアプリケーションが最終的にどこにデプロイされるかを考慮する必要はありません。
詳細は、http://www.oracle.com/technetwork/java/javaee/tech/index-jsp-142185.html
のJava EE仕様を参照してください。
WebLogic Server Java EEアプリケーションは、WebLogic Server上で動作する以下のモジュールまたはアプリケーションのいずれかを含みます。
WebLogicアプリケーションには、以下のWebLogic固有のモジュールを含めることもできます。
WebLogic ServerのWebアプリケーションには、以下のファイルが含まれています。
web.xml
デプロイメント記述子(WARファイルの内容を記述するJava EE標準のXMLドキュメント)。 weblogic.xml
デプロイメント記述子(WebアプリケーションのWebLogic Server固有の要素が格納されるXMLドキュメント)。 サーブレットはWebLogic Serverで実行されるJavaクラスであり、クライアントからリクエストを受け取り、そのリクエストを処理して、必要に応じてクライアントにレスポンスを返します。HttpServlet
は主に、Webブラウザのリクエストに応えて動的なWebページを生成するために使用します。
JavaServer Pages (JSP)は、JavaコードをWebページに埋め込むことができる拡張HTMLで記述されたWebページです。JSPでは、HTMLに似たタグを使用して、タグ・ライブラリと呼ばれるカスタムJavaクラスを呼び出すことができます。appc
コンパイラは、JSPをコンパイルし、サーブレットに変換します。WebLogic Serverでは、サーブレット・クラス・ファイルが存在しないか、またはJSPソース・ファイルよりもタイムスタンプが古い場合にJSPが自動的にコンパイルされます。「wlappcを使用したモジュールおよびアプリケーションのビルド」を参照してください。
サーバーでのコンパイルを避けるために、あらかじめJSPをコンパイルし、サーブレット・クラスをWebアプリケーション(WAR)ファイルにパッケージ化することもできます。サーブレットおよびJSPでは、Webアプリケーションと共にデプロイするヘルパー・クラスがさらに必要な場合があります。
以下のドキュメントを参照してください。
Enterprise JavaBeans (EJB) 3.1テクノロジは、コンポーネントベースのビジネス・アプリケーションを開発およびデプロイするためのサーバー側コンポーネント・アーキテクチャです。EJBテクノロジを使用することで、Java EE 6テクノロジに基づいて、安全でポータブルな分散トランザクション・アプリケーションを迅速かつ容易に開発できます。
EJB 3.1仕様では、プログラミングおよびパッケージ化モデルの変更が簡素化されています。前のバージョンのJavaインタフェースを使用する必要がなくなり、プレーンな従来型Javaオブジェクトに注釈付けし、EJBコンポーネントとして使用できるようになりました。EJBモジュールをWebアプリケーションの内部に直接配置できるようになり、簡素化はさらに進みました。これにより、WebコンポーネントおよびEJBコンポーネントを格納するアーカイブを作成して、それらをEARファイルに結合する必要はなくなりました。
WebLogic ServerでEJBを使用する方法については、次を参照してください。
エンタープライズBeanの利点、エンタープライズBeanの種類、ライフサイクルなどのEJBの概念を学習するには、次のWebサイトを参照してください。
http://jcp.org/en/jsr/summary?id=318
) http://download.oracle.com/javaee/6/tutorial/doc/bnblr.html
)の「エンタープライズBeans」の章 http://www.oracle.com/technetwork/articles/javaee/javaee6overview-part3-139660.html#ejbeasy
) コネクタ(別称リソース・アダプタ)にはJava、および必要に応じてエンタープライズ情報システム(EIS)と対話するために必要なネイティブ・モジュールが含まれています。WebLogic Server環境にデプロイされたリソース・アダプタを使用すると、Java EEアプリケーションでリモートEISにアクセスできるようになります。WebLogic Serverアプリケーションの開発者は、HTTPサーブレット、JavaServer Pages (JSP)、Enterprise JavaBeans (EJB)、およびその他のAPIにより、EISのデータとビジネス・ロジックを使用する統合アプリケーションを開発できます。
WebLogic Serverにリソース・アダプタをデプロイするには、まずWebLogic Server固有のデプロイメント記述子であるweblogic-ra.xml
ファイルを作成して構成し、これをデプロイメント・ディレクトリに追加する必要があります。WebLogic Serverへのリソース・アダプタのデプロイは、スタンドアロン・モジュールまたはエンタープライズ・アプリケーションの一部として行えます。「エンタープライズ・アプリケーション」を参照してください。
コネクタの詳細は、『Oracle WebLogic Serverリソース・アダプタのプログラミング』を参照してください。
エンタープライズ・アプリケーションは、1つまたは複数のWebアプリケーション・モジュール、EJBモジュール、およびリソース・アダプタで構成されています。また、クライアント・アプリケーションが含まれていることもあります。エンタープライズ・アプリケーションは必要に応じて、エンタープライズ・アプリケーションの標準Java EEデプロイメント記述子であるapplication.xml
ファイルによって定義できます。
Java EEプログラミング・モデルの重要な点は、メタデータ・アノテーションが導入されたことです。アノテーションを使用すると、コンテナ内でのアプリケーションの動作、依存関係インジェクションのリクエスト方法などをJavaクラス自体の中で指定でき、アプリケーションの開発プロセスを簡略化できます。アノテーションは、エンタープライズ・アプリケーションの以前のバージョン(1.4以前)で必要だったデプロイメント記述子にかわるものです。
Java EEアノテーションの使用により、標準のapplication.xml
およびweb.xml
デプロイメント記述子は省略可能になりました。Java EEプログラミング・モデルでは、EJB、サーブレット、WebアプリケーションおよびJSPなどのWebコンテナにJDK 6.0アノテーション機能が使用されます(http://download.oracle.com/javaee/6/api/
を参照)。第8章「Java EEアノテーションと依存関係インジェクションの使用」を参照してください。
WebLogic Server固有の拡張機能が含まれているアプリケーションの場合は、さらにweblogic-application.xml
ファイルでも定義されます。クライアント・モジュールを含むエンタープライズ・アプリケーションには、client-application.xml
デプロイメント記述子とWebLogic実行時クライアント・アプリケーション・デプロイメント記述子も備わっています。付録A「エンタープライズ・アプリケーションのデプロイメント記述子の要素」を参照してください。
本番用と開発用の両方の場合において、エンタープライズ・アプリケーションの一部として、スタンドアロンのWebアプリケーション、EJBおよびリソース・アダプタもパッケージ化およびデプロイすることをお薦めします。それにより、アプリケーション開発を大幅に容易にするOracleの分割開発ディレクトリ構造を使用できるようになります。第4章「分割開発ディレクトリ環境の作成」を参照してください。
エンタープライズ・アプリケーションは、Webアプリケーション・モジュール、EJBモジュール、およびリソース・アダプタで構成されています。これは次のようにパッケージ化できます。
wlpackage
Antタスクを使用すると、JARユーティリティを使用することなくEARを作成できます。これは分割開発ディレクトリ構造のみを対象としています。「wlpackageを使用したアプリケーションのパッケージ化」を参照してください。 .ear
の付いたjar
ユーティリティを使用してアプリケーションをJARアーカイブ・ファイルとしてパッケージ化することを選択できます。アーカイブ・ファイルは配布がしやすく、占める領域が少なくてすみます。EARファイルには、アプリケーションのすべてのJAR、WAR、およびRARモジュール・アーカイブ・ファイル、およびバンドルされたモジュールを記述するXML記述子が格納されます。「wlpackageを使用したアプリケーションのパッケージ化」を参照してください。 省略可能なMETA-INF/application.xml
デプロイメント記述子には、各Webアプリケーション、EJB、およびコネクタ・モジュールの要素のほか、セキュリティ・ロールやアプリケーション・リソース(データベースなど)を記述するための追加の要素があります。この記述子が存在する場合、WebLogicデプロイヤは、この記述子からモジュールのリストを選択します。ただし、この記述子が存在しない場合、コンテナはPOJO (プレーンな従来型Javaオブジェクト)クラスで定義されるアノテーションから、モジュールを推測します。付録A「エンタープライズ・アプリケーションのデプロイメント記述子の要素」を参照してください。
Webサービスは、分散型Webベース・アプリケーションのモジュールとして共有され、使用されます。これらのサービスは一般的に、カスタマ・リレーションシップ・マネージメント・システム、注文処理システムなどの既存のバックエンド・アプリケーションと連携します。Webサービスは別々のコンピュータ上に常駐でき、多様なテクノロジを使用して実装できますが、HTTPなどの標準のWebプロトコルを使用してパッケージ化されトランスポートされます。そのため、Web上のどのようなユーザーでも簡単にアクセスできます。
Webサービスは、最低限、次のモジュールから構成されています。
WebLogic Webサービスおよびサポートされている標準の詳細は、『Oracle WebLogic Server WebLogic Webサービスの紹介』を参照してください。
JMSおよびJDBCの構成は、それぞれweblogic-jms.xsd
およびjdbc-data-source.xsd
スキーマに準拠するXMLファイルによって定義されたモジュールとして格納されます。これらのモジュールは、標準のJava EEモジュールに類似しています。管理者はグローバルなシステム・リソースとして、Java EEアプリケーションと共にパッケージ化されるモジュール(パッケージ化されたリソース)として、またはグローバルに使用可能なスタンドアロンのモジュールとして、JMSおよびJDBCモジュールを作成したり管理したりできます。
JMSおよびJDBCリソースのモジュール形式のデプロイメントを利用すると、エンタープライズ・アプリケーション・ファイル(EARファイルなど)やJMSまたはJDBCのスタンドアロン・モジュールを開いたり、JMSやJDBCの手動による膨大な再構成を行わずに、アプリケーションと必要なJMSまたはJDBC構成を、ある環境から別の環境に(たとえば、テスト環境から本番環境に)移行できます。
アプリケーション開発者は、エンタープライズ・レベルのIDEまたはXMLファイルの編集に対応した開発ツールでアプリケーション・モジュールを作成し、そのJMSまたはJDBCモジュールをアプリケーションの一部としてパッケージ化して、そのアプリケーションをデプロイするためにWebLogic管理者に渡します。
詳細は、次を参照してください:
WebLogic診断フレームワーク(WLDF)では、WebLogic Serverインスタンスおよびサーバー・インスタンスにデプロイされたアプリケーションから診断データを生成、収集、解析、永続化できます。サーバー・スコープの診断では、一部のWLDF機能は、ドメインの構成の一部として構成されます。その他の機能は、サーバー(またはクラスタ)をターゲット指定できるシステム・リソース記述子として構成されます。アプリケーション・スコープの診断では、診断機能は、アプリケーションのリソース記述子として構成されます。
アプリケーション・スコープのインストゥルメンテーションは、診断システム・モジュールに類似した診断モジュールとして構成およびデプロイされます。ただし、アプリケーション・モジュールは、アプリケーション・アーカイブでパッケージ化されたweblogic-diagnostics.xml
というXML構成ファイルに構成されます。
アプリケーション用にインストゥルメンテーションを構成する詳細な手順については、「アプリケーション・スコープのインストゥルメンテーションの構成」を参照してください。
WebLogic Serverでは、外部診断記述子を使用できるため、診断記述子をインポートしていないアプリケーションに診断機能を統合することも可能です。この機能では、デプロイメント・ビュー、およびアプリケーションまたはモジュールのデプロイメントがサポートされ、デプロイメント・プラン(plan.xml
)内に外部診断記述子が宣言されている場合に、その記述子の存在が検出されます。
まず、診断記述子を外部ファイルとして定義し、そのURIをplan.xml
ファイル内で構成します。例:
次に、外部診断記述子ファイルをそのURIに配置します。上のサンプルであれば、記述子ファイルをd:\plan\ META-INF
に配置します。
Bean Validation仕様(JSR 316)では、JavaBeansコンポーネントでデータを検証するためのメタデータ・モデルとAPIを定義しています。サーバーとJava EE 6クライアントの両方でサポートされるため、ブラウザやサーバー・サイドなど複数のレイヤーにデータ検証を配布するかわりに、1箇所で検証制約を定義して、それを様々なレイヤーで共有することができます。また、Bean検証の目的は、Beanを検証することだけではありません。実際には任意のJavaオブジェクトの検証にも使用できます。
Bean検証とJNDI
Java EE 6仕様で規定されている場合、JNDIを使用して、java:comp/Validator
およびjava:comp/ValidatorFactory
という名前でデフォルトのValidator
とValidatorFactory
が配置されます。これら2つのアーティファクトは、スコープ内の検証ディスクリプタを反映しています。
Bean検証構成
Bean検証は、XMLディスクリプタまたはアノテーションを使用して構成できます。
validation.xml
という名前でMETA-INF
ディレクトリにパッケージされます。ただし、WebモジュールではディスクリプタはWEB-INF
ディレクトリにパッケージされます。 Validator
およびValidatorFactory
は、@Resource
アノテーションを使用してリクエストされます。ただし、このアノテーションですべてのソース・ファイルがスキャンされるわけではありません。 Bean検証を構成すると、特定のコンテナ用の標準的な一連のコンテナ管理クラスがスキャンされます。たとえば、EJBの場合、Beanおよびインターセプタ・クラスがスキャンされます。Webアプリケーション・クラスおよびマネージドBeanでも、Validator
およびValidatorFactories
の挿入がサポートされます。
Bean検証をサポートするクラスの詳細は、関連するコンポーネントの仕様に記載されている、依存性の挿入をサポートするクラスのリストを参照してください。
デプロイメント構成は、特定のWebLogic Serverドメインにエンタープライズ・アプリケーションをデプロイするために必要となるデプロイメント記述子の値を定義するプロセスです。アプリケーションまたはモジュールに関するデプロイメント構成は、Java EEデプロイメント記述子、WebLogic Server記述子およびWebLogic Serverデプロイメント・プランの3種類のXMLドキュメントに格納されます。この項では、Java EEおよびWebLogic固有のデプロイメント記述子について説明します。デプロイメント・プランについては、「デプロイメント・プラン」を参照してください。
Java EEプログラミング・モデルでは、EJB、サーブレット、WebアプリケーションおよびJSPなどのWebコンテナにJDK 6.0アノテーション機能が使用されます(http://download.oracle.com/javaee/6/api/
を参照)。アノテーションを使用すると、コンテナ内でのコンポーネントの動作、依存関係インジェクションのリクエスト方法などをJavaクラス自体の中で指定でき、アプリケーションの開発プロセスを簡略化できます。アノテーションは、以前のバージョンのWebアプリケーション(2.4以前)、エンタープライズ・アプリケーション(1.4以前)、およびEnterprise JavaBeans (2.x以前)で必要だったデプロイメント記述子にかわるものです。第8章「Java EEアノテーションと依存関係インジェクションの使用」を参照してください。
しかしながら、デプロイメント記述子は、エンタープライズ・アプリケーションで完全にサポートされます。ただし、Java EE標準のデプロイメント記述子は必須ではありません。たとえば、従来のEJB 2.xプログラミング・モデルを使用したい場合や、後々の開発やデプロイメントの段階でより細かくカスタマイズできるようにしたい場合、メタデータ・アノテーションに加えて(またはメタデータ・アノテーションの代わりに)標準のデプロイメント記述子を作成できます。
モジュールとアプリケーションには、ディレクトリまたはJARファイルの内容を記述したデプロイメント記述子というXMLドキュメントが組み込まれています。デプロイメント記述子は、XMLタグでフォーマットされたテキスト・ドキュメントです。Java EE仕様では、Java EEモジュールおよびアプリケーション用の標準的で移植性の高いデプロイメント記述子が定義されています。Oracleでは、モジュールまたはアプリケーションをWebLogic Server環境にデプロイするときに使用するWebLogic固有のデプロイメント記述子をさらに定義しています。
表1-1に、モジュールとアプリケーションのタイプと、それらのJava EE標準およびWebLogic固有のデプロイメント記述子を示します。
注意: 次の表にリストされているWebLogicデプロイメント記述子のXMLスキーマには、WebLogic固有のすべてのデプロイメント記述子で共有される要素を記述する 最新のスキーマ情報は、 |
表1-1 Java EEとWebLogicのデプロイメント記述子
モジュールまたはアプリケーション | スコープ | デプロイメント記述子 |
---|---|---|
Webアプリケーション | Java EE |
スキーマ: 第9章「Contexts and Dependency Injection for the Java EE Platformの使用方法」を参照してください。 |
WebLogic | weblogic.xml スキーマ: 『Oracle WebLogic Server Webアプリケーション、サーブレット、JSPの開発』のweblogic.xmlデプロイメント記述子の要素に関する項を参照してください。 | |
エンタープライズBean 3.0 | Java EE | ejb-jar.xml
スキーマ: 第9章「Contexts and Dependency Injection for the Java EE Platformの使用方法」を参照してください。 |
WebLogic | weblogic-ejb-jar.xml スキーマ: weblogic-rdbms-jar.xml スキーマ: persistence-configuration.xml スキーマ: 『Oracle WebLogic Server Enterprise JavaBeansのプログラミング』を参照してください。 | |
エンタープライズBean 2.1 | Java EE | ejb-jar.xml
|
WebLogic | weblogic-ejb-jar.xml スキーマ: 『Oracle WebLogic Server Enterprise JavaBeansバージョン2.1のプログラミング』のweblogic-ejb-jar.xmlデプロイメント記述子に関する項を参照してください。 weblogic-cmp-rdbms-jar.xml スキーマ: 『Oracle WebLogic Server Enterprise JavaBeansバージョン2.1のプログラミング』のweblogic-cmp-rdbms-jar.xmlデプロイメント記述子に関する項を参照してください。 | |
Webサービス | Java EE | webservices.xml
|
WebLogic | weblogic-webservices.xml スキーマ: weblogic-wsee-clientHandlerChain.xml weblogic-webservices-policy.xml スキーマ: weblogic-wsee-standaloneclient.xml 『Oracle WebLogic Server WebLogic Webサービス・リファレンス』のWebLogic Webサービス・デプロイメント記述子要素リファレンスに関する項を参照してください。 | |
リソース・アダプタ | Java EE | ra.xml
スキーマ: 第9章「Contexts and Dependency Injection for the Java EE Platformの使用方法」を参照してください。 |
WebLogic | weblogic-ra.xml Schema: http://xmlns.oracle.com/weblogic/weblogic-connector/1.3/weblogic-connector.xsd 『Oracle WebLogic Serverリソース・アダプタのプログラミング』のweblogic-ra.xmlスキーマに関する項を参照してください。 | |
エンタープライズ・アプリケーション | Java EE | application.xml
|
WebLogic | weblogic-application.xml スキーマ: 「weblogic-application.xmlデプロイメント記述子の要素」を参照してください。 | |
クライアント・アプリケーション | Java EE | application-client.xml
スキーマ: 第9章「Contexts and Dependency Injection for the Java EE Platformの使用方法」を参照してください。 |
WebLogic | application-client.xml スキーマ: 『Oracle WebLogic Serverスタンドアロン・クライアントのプログラミング』のJava EEアプリケーション・クライアント(シン・クライアント)の開発に関する項を参照してください。 | |
HTTP Pub/Subアプリケーション | WebLogic | weblogic-pubsub.xml スキーマ: 『Oracle WebLogic Server Webアプリケーション、サーブレット、JSPの開発』のHTTPパブリッシュ/サブスクライブ・サーバーの使用方法に関する項を参照してください。 |
JMSモジュール | WebLogic |
スキーマ: 『Oracle WebLogic Server JMSの構成と管理』のデプロイメント用のJMSアプリケーション・モジュールの構成に関する項を参照してください。 |
JDBCモジュール | WebLogic |
スキーマ: 『Oracle WebLogic Server JDBCデータ・ソースの構成と管理』のJDBCアプリケーション・モジュールのデプロイメントの構成に関する項を参照してください。 |
デプロイメント・プラン | WebLogic | plan.xml スキーマ: 『Oracle WebLogic Serverへのアプリケーションのデプロイ』のWebLogic Serverデプロイメントに関する項を参照してください。 |
WLDFモジュール | WebLogic | weblogic-diagnostics.xml スキーマ: 『Oracle WebLogic Server診断フレームワークの構成と使用』のWLDFアプリケーション・モジュールのデプロイメントに関する項を参照してください。 |
モジュールまたはアプリケーションをパッケージ化する場合は、デプロイメント記述子を格納するディレクトリ(WEB-INF
またはMETA-INF
)を作成し、次にそのディレクトリ内にXMLデプロイメント記述子を作成します。
WebLogic Serverでは、デプロイメント記述子を自動生成するための様々なツールを用意しています。これらについては、これ以降の項で説明します。
EJBGenは、Javadocマークアップを使用してEJBデプロイメント記述子ファイルを生成するEnterprise JavaBeans 2.xのコード・ジェネレータまたはコマンド・ライン・ツールです。Beanクラス・ファイルにJavadocタグでアノテーションを付け、EJBGenを使用してリモート・クラスとホーム・クラスおよびEJBアプリケーション用のデプロイメント記述子ファイルを生成し、EJB.java
および記述子ファイルの編集および管理が必要なファイルを1つに減らせます。『Oracle WebLogic Server Enterprise JavaBeansバージョン2.1のプログラミング』のEJBGenリファレンスに関する項を参照してください。
WebLogic Serverには、Webアプリケーションやエンタープライズ・アプリケーションの標準Java EEデプロイメント記述子とWebLogic固有のデプロイメント記述子の両方を自動的に生成するJavaベースのコマンド・ライン・ユーティリティがあります。
これらのコマンド・ライン・ユーティリティは、ステージング・ディレクトリにアセンブルしたクラスを検証し、サーブレット・クラスなどを基に適切なデプロイメント記述子を構築します。以下のようなユーティリティがあります。
java weblogic.marathon.ddinit.EarInit
- エンタープライズ・アプリケーションのデプロイメント記述子を自動生成します。 java weblogic.marathon.ddinit.WebInit
- Webアプリケーションのデプロイメント記述子を自動生成します。 たとえば、DDInit
では、Webアプリケーションを構成するJSPファイルやその他のオブジェクトを含むc:\stage
というディレクトリを作成したものの、web.xml
およびweblogic.xml
デプロイメント記述子を作成していない場合があります。それらを自動的に生成するには、次のコマンドを実行します。
ユーティリティによってweb.xml
およびweblogic.xml
デプロイメント記述子が生成され、WEB-INF
ディレクトリに配置されます(WEB-INFディレクトリがない場合はDDInit
によって作成されます)。
WebLogic Serverの新しいリリースにアプリケーションを移行する場合は、現行のJava EE仕様とWebLogic Serverのリリースの機能をアプリケーションで利用できるように、必ずデプロイメント記述子をアップグレードしておくことをお薦めします。
Java EEアプリケーションとモジュールのデプロイメント記述子をアップグレードするには、まずweblogic.DDConverter
ツールを使用して、アップグレードした記述子を一時ディレクトリに生成します。アップグレードしたデプロイメント記述子を調べて、その記述子が正しいことを確認したら、新しいデプロイメント記述子ファイルを持つJava EEモジュール・アーカイブまたは展開されたディレクトリを再パッケージ化します。
次のコマンドでweblogic.DDConverter
を呼び出します。
archive_file_or_directory
は、エンタープライズ・アプリケーション、Webアプリケーション、EJB、リソース・アダプタのアーカイブ・ファイル(EAR、WAR、JAR、RAR)または展開されたディレクトリです。
次の表では、weblogic.DDConverter
コマンド・オプションを説明します。
オプション | 説明 |
---|---|
| 記述子が作成されるディレクトリを指定します。 |
-help | 標準の使用方法メッセージを出力します。 |
-quiet | エラー・メッセージを除く出力メッセージをオフにします。 |
-verbose | デバッグで使用する追加出力をオンにします。 |
次の例では、weblogic.DDConverter
コマンドを使用して、my.ear
エンタープライズ・アプリケーションのアップグレードされたデプロイメント記述子をカレント・ディレクトリのサブディレクトリtempdir
に生成する方法を示します。
デプロイメント・プランは、特定のWebLogic Server環境のためのアプリケーションのWebLogic Serverデプロイメント構成を定義する、XMLドキュメントです。デプロイメント・プランは、アプリケーションのアーカイブ・ファイルの外部にあり、アプリケーションの既存のWebLogic Serverデプロイメント記述子に格納されているデプロイメント・プロパティに対して変更を適用することができます。デプロイメント・プランを使用すると、Java EEやWebLogic固有の既存のデプロイメント記述子を修正することなく、特定の環境についてのアプリケーションのWebLogic Server構成を簡単に変更できます。複数のデプロイメント・プランを使用すると、単一のアプリケーションを、複数の様々なWebLogic Server環境にデプロイされるように再構成できます。
プログラマは、アプリケーションのプログラミングを完了したら、デプロイメント構成をエクスポートして、アプリケーションを新しいWebLogic Server環境にデプロイするために管理者が使用するカスタム・デプロイメント・プランを作成します。そして、アプリケーションを環境に合わせて構成するための青写真としてデプロイメント・プランを使用するデプロイヤ(たとえば、テスト管理者、ステージング管理者または本番管理者)に、アプリケーション・デプロイメント・ファイルとカスタム・デプロイメント・プランの両方を配布します。
WebLogic Serverには、アプリケーションのデプロイメント構成のエクスポートを支援するため、以下のツールが用意されています。
weblogic.PlanGenerator
。WebLogic Serverデプロイメント記述子の選択されたカテゴリについて、null変数を備えるテンプレート・デプロイメント・プランを作成します。エクスポート・プロセスを開始しているところであり、デプロイメント記述子のクラス全体に対してnull変数を備えるテンプレート・デプロイメント・プランを作成する必要がある場合は、このツールの使用をお薦めします。 weblogic.PlanGenerator
よりも高い柔軟性があります。 デプロイメント・プランの作成と使用方法の詳細は、次を参照してください。
次の項では、WebLogic Serverアプリケーションを開発するための必須ツールや省略可能なツールについて説明します。
WebLogic Serverによるアプリケーションのビルド方法としては、Apache Antが最適です。Antは、Javaベースのビルド・ツールです。Antの利点の1つは、これがシェル・ベースのコマンドではなく、Javaクラスで拡張されていることです。WebLogic Server分割開発ディレクトリ環境を使用してアプリケーションをコンパイル、ビルド、デプロイ、パッケージ化するための様々なAnt拡張クラスを利用できます。
もう1つの利点は、Antがクロス・プラットフォーム・ツールであるということです。開発者は、eXtensible Markup Language (XML)で、Antによるスクリプトを作成します。XMLタグは、ビルドするターゲット、ターゲット間の依存関係、およびターゲットを構築するための実行タスクを定義します。AntライブラリはWebLogic Serverに付属していて、製品パッケージからJavaアプリケーションを簡単に構築できるようになっています。
Antを使用するには、まずWL_SERVER
\samples\domains\wl_server
ディレクトリ(WL_SERVER
はWebLogic Serverインストール・ディレクトリ)にあるsetExamplesEnv.cmd
(Windows)またはsetExamplesEnv.sh
(UNIX)コマンドを実行して、環境を設定する必要があります。
Antの機能の包括的な説明については、http://jakarta.apache.org/ant/manual/index.html
を参照してください。
注意: Apache JakartaのWebサイトでは、Antの最新バージョンに関するオンライン・ドキュメントのみを公開しています。このAntは、WebLogic Serverに同梱されているものとはバージョンが異なる可能性があります。WebLogic Serverに同梱されているAntのバージョンを調べるには、WebLogic環境の設定後、次のコマンドを実行します。 prompt> ant -version 特定のバージョン(たとえば、WebLogic Serverに含まれるバージョン)のAntのドキュメントを参照するには、 |
クロス・プラットフォーム・スクリプトをコンパイルするAntの使い方、またはAntによって処理可能なXMLスクリプトを作成するクロス・プラットフォーム・スクリプトの使い方については、WL_HOME
/samples/server/examples/src/examples/ejb20/basic/beanManaged/build.xml
などの任意のWebLogic Serverサンプルを参照してください。
また、Antを使ってサンプルを構築する方法を説明したWebLogic Serverドキュメント(WL_HOME
/samples/server/examples/src/examples/examples.html
)も参照してください。
WebLogic Serverに同梱されているAntが不十分な場合は、独自のバージョンのAntを使用できます。WebLogic Serverに同梱されているAntのバージョンを判断するには、WebLogic環境の設定後、次のコマンドを実行します。
別のバージョンのAntを使用する予定がある場合は、WL_HOME
\server\lib\ant
ディレクトリの適切なJARファイルを更新されたバージョンのファイルで置き換えるか、新しいファイルをCLASSPATHの前に追加します。なお、WL_HOME
は、WebLogicのメイン・インストール・ディレクトリ(c:\Oracle\Middleware\wlserver_10.x
など)です。
デフォルトでは、環境スクリプトは128 MBのヒープ・サイズをAntに割り当てます。ローカル環境変数ANT_OPTS
に-X
オプションを設定すると、この値を独自のプロジェクトに合わせて増減できます。例:
ヒープ・サイズを永続的に設定する場合は、環境を設定するスクリプトのMEM_ARGS
変数を追加または更新し、WebLogic Serverを起動するなどの操作を行います。次の、WebLogic Serverインスタンスを起動するWindowsコマンド・スクリプトの抜粋を参照してください。
MEM_ARGS
変数の使用例については、WL_HOME
/server/bin
のスクリプトとコマンドを参照してください。
Javaソース・ファイル、構成ファイル、HTMLまたはXMLページ、およびJavaServer Pagesの編集には、テキスト・エディタが必要です。WindowsとUNIXの行末コードの違いを適切に処理するエディタが望ましいですが、それ以外には特別な要件は何もありません。HTML/XMLページおよびJavaServer Pagesは、通常のテキスト・エディタか、またはDreamWeaverなどのWebページ・エディタで編集できます。XMLページの場合、DTD検証機能を備えたエンタープライズ・レベルのIDE、またはXMLファイルの編集をサポートするその他の開発ツールを使用できます。
データベース・システムは、ほぼすべてのWebLogic Serverアプリケーションで必要となります。標準JDBCドライバを介してアクセスできる任意のDBMSを使用できますが、WebLogic Java Message Service (JMS)などのサービスでは、Oracle、Sybase、Informix、Microsoft SQL ServerまたはIBM DB2をサポートするJDBCドライバが必要です。サポート対象のデータベース・システムとJDBCドライバについては、http://www.oracle.com/technology/software/products/ias/files/fusion_certification.html
で「Oracle Fusion Middleware Supported System Configurations」を参照してください。
ほとんどのJava EEアプリケーションは、Webブラウザ・クライアントによって実行されるように設計されています。WebLogic ServerはHTTP 1.1仕様をサポートしており、FirefoxおよびMicrosoft Internet Explorerブラウザの現行バージョンでテストされています。
作成するアプリケーションの条件を書き出す場合、どのWebブラウザ・バージョンをサポートするかに留意してください。テスト・プランには、サポートされるバージョンごとのテスト計画を含めます。バージョン番号とブラウザ構成は明確に指定します。作成するアプリケーションはセキュア・ソケット・レイヤー(SSL)プロトコルをサポートしますか。ブラウザの代替セキュリティ設定をテストして、サポートしているセキュリティをユーザーに通知できるようにします。
アプリケーションがアプレットを使用する場合、様々なブラウザに埋め込まれているJVMには違いがあるため、サポートするブラウザの構成をテストすることが特に重要です。解決策の1つは、Javaプラグインをインストールするようユーザーに指示して、すべてのユーザーが同じJavaランタイム・バージョンを持つようにすることです。
サード・パーティのソフトウェア製品を使用して、WebLogic Server開発環境を強化することができます。アプリケーション・サーバーをサポートする製品の開発者ツール情報の詳細は、http://www.oracle.com/technology/products/developer-tools/index.html
の「WebLogic Developer Tools Resources」を参照してください。
注意: ソフトウェア・ベンダーに問い合わせて、使用しているプラットフォームとWebLogic Serverのバージョンにソフトウェアが対応しているかどうかを確認してください。 |
この章では、開発ビルド・スクリプトでWebLogic Antタスクを使用して、WebLogic Serverインスタンスの起動と停止、およびWebLogic Serverドメインの構成を行う方法について説明します。
この章の内容は以下のとおりです。
WebLogic Serverには、開発環境で一般的な構成タスクを実行するのに役立つ2つのAntタスクがあります。構成タスクでは、WebLogic Serverインスタンスの起動と停止、WebLogic Serverドメインの作成と構成を行うことができます。
他のWebLogic Antタスクと組み合わせると、カスタム・ドメインでアプリケーションの実証やテストを行うための強力なビルド・スクリプトを作成できます。たとえば、単一のAntビルド・スクリプトでは、以下のことを実行できます。
wlcompile
、wlappc
、およびWebサービスAntタスクを使用して、アプリケーションをコンパイルします。 wlserver
Antタスクを使用して、新しい単一サーバー・ドメインを作成し、管理サーバーを起動します。 wlconfig
Antタスクを使用して、必要なアプリケーション・リソースを備えた新しいドメインを構成します。 wldeploy
Antタスクを使用して、アプリケーションをデプロイします。 次の項では、構成用Antタスクのwlserver
およびwlconfig
の使い方について説明します。
wlserver
Antタスクを使用すると、WebLogic Serverインスタンスを起動、再起動、および停止したり、WebLogic Serverインスタンスへ接続したりできます。サーバー・インスタンスは、構成済みのWebLogic Serverドメインにすでに存在している場合もあります。または、generateconfig=true
属性を使用して、開発用の新しい単一サーバー・ドメインを作成することができます。
Antスクリプトでwlserver
タスクを使用する場合、指定したサーバーが使用可能になり接続をリスニングするまでタスクは制御を戻しません。wlserverを使用してサーバー・インスタンスを起動すると、サーバー・プロセスはAnt VMの終了後に自動的に終了します。wlserver
タスクを使用して、現在動作中のサーバーにのみ接続する場合、サーバー・プロセスはAntの完了後も実行し続けます。
wlserver
WebLogic Server Antタスクは、標準java
Antタスク(org.apache.tools.ant.taskdefs.Java
)を拡張します。つまり、java
Antタスクのすべての属性がwlserver
Antタスクにも適用されます。たとえば、output
属性とerror
属性を使用してwlserver
Antタスクの出力と標準エラーがそれぞれ書き込まれるファイルの名前を指定できます。標準Java Antタスクの属性の完全なドキュメント資料については、Apache AntサイトのJavaに関する項を参照してください(http://ant.apache.org/manual/Tasks/java.html
)。
wlserver
Antタスクを使用する手順は、次のとおりです。
Windowsでは、WL_HOME
\server\bin
ディレクトリにあるsetWLSEnv.cmd
コマンドを実行します。WL_HOME
は、インストールされているWebLogic Serverの最上位ディレクトリです。
Unixでは、WL_HOME
/server/bin
ディレクトリにあるsetWLSEnv.sh
コマンドを実行します。WL_HOME
は、インストールされているWebLogic Serverの最上位ディレクトリです。
注意:
<taskdef name="wlserver" classname="weblogic.ant.taskdefs.management.WLServer"/> |
wlserver
タスクの呼出しを追加します。wlserver
の属性とデフォルトの動作については、「wlserver Antタスク・リファレンス」を参照してください。 ant
と入力し、必要であればこのコマンドにターゲットの引数を渡して、build.xml
ファイルで指定されたAntタスク(1つまたは複数)を実行します。 wlserver
タスクからより詳細なメッセージを取得するには、ant -verbose
を使用します。
すべてのデフォルト値を使用してカレント・ディレクトリ内のサーバーを起動する、最小限のwlserver
ターゲットを次に示します。
次のターゲットは、指定された接続パラメータ、およびユーザー名とパスワードの組合せを使用して、既存の動作中サーバーに接続します。
次のターゲットは、config
サブディレクトリに構成されたWebLogic Serverインスタンスを起動します。
次のターゲットは、空のディレクトリに新しい単一サーバー・ドメインを作成し、ドメインのサーバー・インスタンスを起動します。
次の表では、wlserver
Antタスクの属性について説明します。
表2-1 Wlserver antタスクの属性
属性 | 説明 | データ型 | 必須? |
---|---|---|---|
policy | WebLogic Serverドメインのセキュリティ・ポリシー・ファイルのパス。この属性は、サーバー・インスタンスを起動する場合にのみ使用します。 | ファイル | いいえ |
dir | ドメイン構成を保持するパス( | ファイル | いいえ |
beahome | Middlewareホーム・ディレクトリのパス( | ファイル | いいえ |
weblogichome | WebLogic Serverのインストール・ディレクトリのパス(たとえば、 | ファイル | いいえ |
servername | 起動、終了、再起動、または接続するサーバーの名前。 WebLogic Serverインスタンスは、そのプロトコル、ホスト、ポートの値によって一意に識別されるので、一連の属性を使用して起動、終了、再起動するサーバーを指定する場合、 この属性のデフォルト値は | 文字列 | 管理サーバーを終了する場合にのみ必須 |
domainname | サーバーが構成されるWebLogic Serverドメインの名前。 | 文字列 | いいえ |
adminserverurl | ドメインの管理サーバーにアクセスするためのURL。この属性は、ドメインの管理ターゲット・サーバーを起動する場合に必須です。 | 文字列 | 管理ターゲット・サーバーを起動する場合は必須 |
username | 管理者アカウントのユーザー名。 | 文字列 | いいえ |
password | 管理者アカウントのパスワード。 | 文字列 | いいえ |
pkpassword | SSL秘密鍵ファイルを復号化するための秘密鍵パスワード。 | 文字列 | いいえ |
timeout |
この属性のデフォルト値は | long | いいえ |
timeoutSeconds |
この属性のデフォルト値は | long | いいえ |
productionmodeenabled | サーバー・インスタンスを開発モードと本番モードのどちらで起動するかを指定します。 開発モードでは、WebLogic Serverインスタンスは この属性の有効な値は、 注意: この属性を | ブール | いいえ |
host | サーバー・インスタンスがリスニングするDNS名またはIPアドレス。 この属性のデフォルト値は | 文字列 | いいえ |
port | サーバー・インスタンスがリスニングするTCPポート番号。 この属性のデフォルト値は | int | いいえ |
generateconfig |
この属性の有効な値は、 | ブール | いいえ |
action |
この属性のデフォルト値は | 文字列 | いいえ |
failonerror | WebLogic Server Antタスクで使用されるグローバル属性。ビルド中にエラーが発生した場合、タスクを失敗させるかどうかを指定します。 この属性の有効な値は、 | ブール | いいえ |
forceshutdown | この省略可能な属性は、強制停止を実行するために < wlserverhost="${wls.host}" port="${port}" username="${wls.username}" password="${wls.password}" action="shutdown" forceshutdown="true"/>
| ブール | いいえ |
noExit | (オプション) Antが終了した後もサーバー・プロセスを実行したままにします。有効な値は、 | ブール | いいえ |
protocol |
有効な値は、 | 文字列 | いいえ |
forceImplicitUpgrade | 8.1以前のドメインで実行されている 有効な値は、 ドメインのアップグレードの詳細は、『Oracle WebLogic Serverアップグレード・ガイド』を参照してください。 | ブール | いいえ |
configFile | ドメインの構成ファイルを指定します。 この属性の値は、 XMLファイルは、ドメインの管理サーバーのルート・ディレクトリ(カレント・ディレクトリか、または この属性を指定しない場合のデフォルトは、 | 文字列 | いいえ |
useBootProperties | WebLogic Serverインスタンスの起動時に 注意: WebLogic Serverインスタンスの終了時と再起動時にも | ブール | いいえ |
verbose | Antタスクが、アクションの実行中に追加情報を出力するかどうかを指定します。 この属性の有効な値は、 | ブール | いいえ |
次の項では、wlconfig
Antタスクを使用してWebLogic Serverドメインを構成する方法について説明します。
注意::
同等の機能を実現するには、WebLogic Scripting Tool (WLST)を使用する必要があります。『Oracle WebLogic Scripting Tool』を参照してください。 |
wlconfig
Antタスクを使用すると、動作中の管理サーバー・インスタンス上でMBeanの作成、問合せ、変更を行うことで、WebLogic Serverドメインを構成できます。特に、wlconfig
では次のことを実行できます。
注意:
<taskdef name="wlconfig" classname="weblogic.ant.taskdefs.management.WLConfig"/> |
wlconfig
をwlserver
と組み合わせて使用します。wlconfig
を使用してそのようなドメインを構成する場合は、最初にwlserver
属性を使用して新しいドメインを作成し、WebLogic Serverインスタンスを起動します。 wlconfig
タスクの最初の呼出しを追加して、ドメインの管理サーバーに接続します。例: create
、delete
、get
、set
およびquery
要素を追加して、ドメインを構成します。 ant
と入力し、必要であればこのコマンドにターゲットの引数を渡して、build.xml
ファイルで指定されたAntタスク(1つまたは複数)を実行します。 wlconfig
タスクからより詳細なメッセージを取得するには、ant -verbose
を使用します。
注意: ドメイン作成スクリプトとしてはWLSTをお薦めします。ソフトウェアとともにインストールされているオフラインのWLSTサンプル・スクリプトを参照してください。これらのスクリプトを参照すると、ドメイン・テンプレートを使用してドメインを作成する方法が理解できます。オフライン・スクリプトは、 |
次の表では、wlconfig
Antタスクの主な属性について説明します。
表2-2 wlconfig Antタスクの主な属性
属性 | 説明 | データ型 | 必須? |
---|---|---|---|
url | ドメインの管理サーバーのURL。 | 文字列 | はい |
username | 管理者アカウントのユーザー名。 | 文字列 | いいえ |
password | 管理者アカウントのパスワード。 ビルド・ファイルまたは デフォルト以外の構成ファイルとキー・ファイルからユーザー名およびパスワードを取得する場合は、 パスワードの格納と暗号化の詳細は、WebLogic Scripting Toolコマンド・リファレンスの | 文字列 | いいえ |
failonerror | WebLogic Server Antタスクで使用されるグローバル属性。ビルド中にエラーが発生した場合、タスクを失敗させるかどうかを指定します。この属性は、デフォルトでtrueに設定されます。 | ブール | いいえ |
userconfigfile | 管理ユーザー名および管理パスワードを取得するために使用するユーザー構成ファイルの場所を指定します。このオプションは、プレーン・テキストのパスワードをインラインに表示したくない場合はビルド・ファイルで、または
| ファイル | いいえ |
userkeyfile | ユーザー構成ファイル(
| ファイル | いいえ |
wlconfig
には、構成オプションを指定するためにネストできる要素もあります。
create
要素は、WebLogic Serverドメインで新しいMBeanを作成します。wlconfig
タスクにはcreate
要素をいくつでも指定できます。
create
要素には、ネストされたset
要素をいくつでも指定できます。この要素では、新しく作成されるMBeanの属性を設定します。create
要素にはネストされたcreate
要素を追加することもできます。この要素は子MBeanを作成します。
create
要素には次の属性があります。
表2-3 create要素の属性
属性 | 説明 | データ型 | 必須? |
---|---|---|---|
name | 作成する新しいMBeanオブジェクトの名前。 | 文字列 | いいえ(何も指定しない場合、 |
type | MBeanタイプ。 | 文字列 | はい |
property | 新しく作成されるMBeanのオブジェクト名を保持するオプションのAntプロパティの名前。 注意: | 文字列 | いいえ |
delete
要素は、WebLogic Serverドメインから既存のMBeanを削除します。delete
要素には属性が1つあります。
表2-4 delete要素の属性
属性 | 説明 | データ型 | 必須? |
---|---|---|---|
mbean | 削除するMBeanのオブジェクト名。 | 文字列 |
|
set
要素は、指定されたMBean、新しく作成されたMBean、または問合せの一部として取得されたMBeanに対して、MBean属性を設定します。set
要素は、wlconfig
タスクの直接の子として、またはcreate
要素やquery
要素の内部にネストして指定することができます。
set
要素には次の属性があります。
表2-5 set要素の属性
属性 | 説明 | データ型 | 必須? |
---|---|---|---|
attribute | 設定するMBean属性の名前。 | 文字列 | はい |
value | 指定されたMBean属性に設定する値。 値のリスト全体を引用符で囲み、オブジェクト名をセミコロンで区切ることによって、(Antプロパティに格納されている)複数のオブジェクト名を1つの値として指定できます。 | 文字列 | はい |
mbean | 値を設定するMBeanのオブジェクト名。この属性は、 | 文字列 |
|
domain | この属性は、セキュリティMBeanまたはサード・パーティSPI MBeanのJMXドメイン名を指定します。ドメインはWebLogic Serverドメインに相当するため、管理MBeanの場合は省略可能です。 注意: | 文字列 | いいえ |
get
要素は、WebLogic ServerドメインのMBeanから属性値を取得します。wlconfig
タスクにはget
要素をいくつでも指定できます。
get
要素には次の属性があります。
表2-6 get要素の属性
属性 | 説明 | データ型 | 必須? |
---|---|---|---|
attribute | 値を取得するMBean属性の名前。 | 文字列 | はい |
property | 取得したMBean属性値を保持するAntプロパティの名前。 | 文字列 | はい |
mbean | 属性値を取得するMBeanのオブジェクト名。 | 文字列 | はい |
query
要素は検索パターンに一致するMBeanを見つけます。
query要素は、以下のネストされた子要素をサポートします。
set
- 結果セット内のすべてのMBeanに対してset操作を実行します。 get
- 結果セット内のすべてのMBeanに対してget操作を実行します。 create
- 結果セット内の各MBeanが、新しいMBeanの親として使用されます。 delete
- 結果セット内のすべてのMBeanに対してdelete操作を実行します。 invoke
- 結果セット内で一致するMBeanをすべて呼び出します。 wlconfig
タスクには、ネストされたquery
要素をいくつでも指定できます。
query
には次の属性があります。
表2-7 query要素の属性
属性 | 説明 | データ型 | 必須? |
---|---|---|---|
domain | MBeanを検索するWebLogic Serverドメインの名前。 | 文字列 | いいえ |
type | 問合せを実行するMBeanのタイプ。 | 文字列 | いいえ |
name | 問合せを実行するMBeanの名前。 | 文字列 | いいえ |
pattern | JMX問合せパターン。 | 文字列 | いいえ |
property | 問合せ結果を格納するオプションのAntプロパティの名前。 | 文字列 | いいえ |
domain | この属性は、セキュリティMBeanまたはサード・パーティSPI MBeanのJMXドメイン名を指定します。ドメインはWebLogic Serverドメインに相当するため、管理MBeanの場合は省略可能です。 | 文字列 | いいえ |
invoke
要素は、1つまたは複数のMBeanの管理操作を呼び出します。WebLogic Server Mbeanの場合、通常このコマンドを使用して、ほとんどのWebLogic Server MBeanが備えているget
Attribute
とset
Attribute
以外の操作を呼び出します。
invoke
要素には次の属性があります。
表2-8 invoke要素の属性
属性 | 説明 | データ型 | 必須? |
---|---|---|---|
mbean | 呼び出すMBeanのオブジェクト名。 | 文字列 | invoke要素の |
type | 呼出しを実行するMBeanのタイプ。 | 文字列 | invoke要素の |
methodName | 呼出しを実行するMBeanのメソッド。 | 文字列 | はい |
arguments |
| 文字列 | いいえ |
libclasspath
Antタスクは、アプリケーション・ライブラリやWebライブラリなどのライブラリを使用するアプリケーションをビルドするために使用します。
独自にインストールしたAntでこのタスクを使用するには、ビルド・ファイルに次のタスク定義を追加します。
次の表では、libclasspath
Antタスクの主な属性について説明します。
表2-9 libclasspath Antタスクの属性
属性 | 説明 | 必須 |
---|---|---|
basedir | 抽出元の. |
|
basewar | 抽出元の.warファイルの名前。 |
|
tmpdir | ライブラリの抽出に使用されるディレクトリの完全修飾名。 | はい。 |
classpathproperty | 参照されるライブラリのクラスパスを指定します。 たとえば、 また、 | 2つの属性のうち少なくとも1つが必須。 |
resourcepathproperty | クラスではないライブラリ・リソースを指定します。 たとえば、 |
libclasspath
には、構成オプションを指定するためにネストできる2つの要素があります。libclasspath
Antタスクを使用する場合は、少なくともこのうちの1つの要素が必要です。
この要素を使用する場合は次の属性が必須です。
dir
- このディレクトリのすべてのファイルが使用可能なライブラリとして登録されることを指定します。
この項では、libclasspath
Antタスクのサンプル・コードを示します。
例2-1 libclasspath Antタスクのサンプル・コード
classpathproperty
="app.lib.classpath">Apache Mavenは、Javaベース・プロジェクトの構築および管理を行うためのソフトウェア・ツールです。WebLogic Serverは、Maven環境内からWebLogic Server上で様々な処理を実行できるようにするプラグインのプロビジョニングによってMavenのサポートを提供しています。このリリースでは、次の2つの個別プラグインが使用できます。
weblogic-maven-plugin
: WebLogic Server 11g リリース1で提供されており、デプロイメント操作をサポートします。このプラグインの詳細は、『Oracle WebLogic Serverへのアプリケーションのデプロイ』のデプロイメント用のWebLogic Mavenプラグインの使用に関する項を参照してください。 wls-maven-plugin
: WebLogic Server 12cで提供されており、インストール、サーバーの起動と停止、ドメインの作成、WLSTスクリプトの実行、およびアプリケーションのコンパイルとデプロイのための拡張機能を提供します。その短縮された指定しやすい名前に加えて、wls-maven-plugin
の拡張機能では、ローカルWebLogic Serverのインストールが必要です。一方、weblogic-maven-plugin
は、スタンドアロンの自己完結型JARファイルとして生成されます。ただし、wls-maven-plugin
では、WebLogic Serverを自身のMaven環境からインストールすることでローカルWebLogic Serverの要件を満たすことができます。このプラグインの詳細は、「WebLogic開発Mavenプラグインの構成」を参照してください。 WebLogic Serverでは、Maven 2.2.xと3.0.xの両方がサポートされています。
アプリケーションとプロジェクトを構築するためのMavenの使用方法の詳細は、http://maven.apache.org/users/index.html
のMavenユーザー・センターに関する項を参照してください。
次の項では、wls-maven-plugin
の使用方法を説明します。
wls-maven-plugin
は、MW_HOME
/wlserver_12.1/server/lib
ディレクトリにあります。MW_HOME
は、1つのマシン上にインストールされているすべてのFusion Middleware製品の最上位インストール・ディレクトリを表します(例: c:\Oracle\Middleware
)。このプラグインは、組込み済JARファイルとそれに付随するpom.xml
ファイルとして提供されます。
MW_HOME
/wlserver_12.1/server/lib/wls-maven-plugin.jar
MW_HOME
/wlserver_12.1/server/lib/pom.xml
wls-maven-plugin
をインストールおよび構成する手順は、次のとおりです。
apache-maven-3.0.xの場合:
MW_HOME
/wlserver_12.1/server/lib/
ディレクトリから、次のコマンドを使用してローカルMavenリポジトリのプラグインをインストールします。 //depo/.m2/repository/com/oracle/weblogic/wls-maven-plugin
の下のローカルMavenリポジトリのwls-maven-plugin.jar
をプロビジョニングします。 pom.xml
ファイルには、デフォルトで有効になっているwls
ゴール接頭辞を使用するために必要な設定が含まれます。この接頭辞によって、プラグインを簡単に使用できるようになります。 ただし、これを行う前に、次のように$MAVEN_HOME/conf
ディレクトリのsettings.xml
ファイルを編集する必要があります。次のpluginGroup
要素をpluginGroups
XMLスタンザに追加します。
help
ゴールを使用して、プラグインのインストールが成功したかどうかを検証できます。 プラグインが正常にインストールされている場合、helpゴールによって、wls-maven-plugin
で使用できるゴールのリストが表示されます。
プラグインのゴールについては、「Mavenプラグインのゴール」を参照してください。
接頭辞を使用しない場合、または接頭辞が正しく設定されていない場合は、常に完全なコーディネートを使用できます。次に例を示します。
apache-maven-2.2.xの場合:
MW_HOME
/wlserver_12.1/server/lib/
ディレクトリから、次のコマンドを使用してローカルMavenリポジトリのプラグインをインストールします。 //depo/.m2/repository/com/oracle/weblogic/wls-maven-plugin
の下のローカルMavenリポジトリのwls-maven-plugin.jar
をプロビジョニングします。 pom.xml
ファイルには、デフォルトで有効になっているwls
ゴール接頭辞を使用するために必要な設定が含まれます。この接頭辞によって、プラグインを簡単に使用できるようになります。 ただし、これを行う前に、次のように$MAVEN_HOME/conf
ディレクトリにあるMavenのsettings.xml
ファイルを編集する必要があります。次のpluginGroup
要素をpluginGroups
XMLスタンザに追加します。
help
ゴールを使用して、プラグインのインストールが成功したかどうかを検証できます。 プラグインが正常にインストールされている場合、helpゴールによって、wls-maven-plugin
で使用できるゴールのリストが表示されます。
プラグインのゴールについては、「Mavenプラグインのゴール」を参照してください。
接頭辞を使用しない場合、または接頭辞が正しく設定されていない場合は、常に完全なコーディネートを使用できます。次に例を示します。
例3-1は、wls-maven-plugin
の使用を可能にする基本的なJava EE 6 Webアプリケーションpom.xml
ファイルを示しています。
例3-1 基本構成pom.xmlファイル
wls-maven-plugin
は、Mavenのテーマに従い、構成より規則優先のアプローチを使用しています。したがって、一般的に使用される一連の構成要素については、このプラグインによって、すべてのゴールにわたって使用できる適切な一貫性のある一連のデフォルト値が提供されます。これは、プラグインを使用するために必要な構成の程度を低減し、異なる環境であってもゴールの実行を均一にするために役立ちます。一般的な構成要素およびそれらのデフォルト値は次のとおりです。
middlewareHome
: ${basedir}/Oracle/Software
(${basedir}
は、現在のMavenプロジェクトを含むディレクトリを表す標準Mavenプロジェクト・プロパティです。) weblogicHome
: wlserver
またはwlserver_12.1
(インストール・タイプに応じて異なります。) domainHome
: ${basedir}/Oracle/Domains
source
: ${project.build.directory}/${project.artifactId}.${project.packaging}
adminurl
: t3://localhost:7001
これらの構成パラメータにはデフォルト値がありますが、必要に応じて、pom.xml
ファイルまたはコマンドラインでそれらをオーバーライドできます。ただし、このデフォルトの値があるため、これらのパラメータを構成スタンザから除外することで、構成スタンザはすべてのゴールで一貫して使用できます。
たとえば、値を繰り返して指定することなく、すべて同じWebLogic Serverインストールおよびドメイン・パラメータを使用する次のコマンドを発行できます。
表3-1に、すべてのwls-maven-plugin
ゴールをリストします。
表3-1 Mavenプラグインのゴール
ゴール名 | 説明 |
---|---|
| EJBおよびJSPをWebLogic Serverにデプロイするために必要なクラスを生成およびコンパイルします。また、個別のモジュール・レベルおよびアプリケーション・レベルの両方で現在の仕様に準拠しているかどうか、デプロイメント記述子を検証します。 |
| デフォルトのドメイン・テンプレートを使用してWebLogic Serverドメインを作成します。より複雑なドメインを作成する場合は、 |
| WebLogic Serverアプリケーションおよびモジュールをデプロイします。WAR、JARなどのすべてのデプロイメント・フォーマットをサポートします。 |
|
|
| WebLogic Serverをインストールします。 |
| ドメインにデプロイ、配布、またはインストールされているアプリケーションおよびスタンドアロン・モジュールのデプロイメント名をリストします。 |
| 実行中のアプリケーションまたは実行中のアプリケーションの一部を再デプロイします。 |
| WebLogic Server上にデプロイされたアプリケーションを起動します。 |
| WebLogic Serverを起動します。 |
| アプリケーションを停止します。 |
| WebLogic Serverを停止します。 |
| WebLogic Serverからアプリケーションをアンデプロイします。デプロイメント・ユニットを停止して、ステージングされているファイルをターゲット・サーバーから削除します。 |
| プラン・ファイルを再分散して、新しいプランの内容に基づいてアプリケーションを再構成することで、アプリケーションのデプロイメント・プランを更新します。 |
| Maven用のWLSTラッパー。 |
完全名
com.oracle.weblogic:wls-maven-plugin:appc
短縮名
wls:appc
説明
EJBおよびJSPをWebLogic Serverにデプロイするために必要なクラスを生成およびコンパイルします。また、個別のモジュール・レベルおよびアプリケーション・レベルの両方で現在の仕様に準拠しているかどうか、デプロイメント記述子を検証します。
パラメータ
表3-2 appcのパラメータ
名前 | タイプ | 必須 | 説明 |
---|---|---|---|
|
| いいえ | 代替Java EEアプリケーション・デプロイメント記述子のパスを指定します。 |
|
| いいえ | 代替WebLogic Serverアプリケーション・デプロイメント記述子のパスを指定します。 |
|
| いいえ | trueの場合、EJB用に生成されたクライアントJARのデプロイメント記述子を含みません。 |
|
| いいえ | 目的の |
|
| いいえ | 生成されたクライアントJARが書き込まれるディレクトリを指定します。 |
|
| いいえ | trueの場合、JSPコンパイラにより、生成されたHTMLページにJSPからのコメントが含められます。それ以外の場合、JSPコメントは生成されたHTMLページに表示されません。 |
|
| いいえ | 生成されたJavaソース・コードからクラス・ファイルをコンパイルするためのJavaコンパイラを指定します。コンパイラの絶対パスを明示的に指定する場合を除いて、Javaコンパイラ・プログラムは |
|
| いいえ | このクラスはコンパイラを呼び出します。 |
|
| いいえ | trueの場合、JSPファイルにエラーがある場合でもコンパイルを続行します。 |
|
| いいえ | trueの場合、デバッグ情報をクラス・ファイルにコンパイルします。 |
|
| いいえ | trueの場合、生成されたJavaソース・ファイルをクラス・ファイルにコンパイルしているときに、ソース・ファイル中に非推奨のメソッドが使用されていると警告します。 |
|
| いいえ | コンパイルされたクラス・ファイルが書き込まれるディレクトリを指定します。このパラメータは、コンパイルされたクラスを、すでに |
|
| いいえ | trueの場合、EJBに対してWLSスタブおよびスケルトンを生成します。 |
|
| いいえ | trueの場合、EJBおよびJSPクラスを強制的に生成します。それ以外の場合、必要ないと判断されると、クラスは再生成されません。 |
|
| いいえ | trueの場合、EJBリモート・インタフェース用のIDLを生成します。 |
|
| いいえ | IDLファイルが書き込まれるディレクトリを指定します。 |
|
| いいえ | trueの場合、値タイプ用にファクトリ・メソッドを生成します。 |
|
| いいえ | IDLコードを生成するトリガーとして使用されるメソッド・シグネチャを指定します。 |
|
| いいえ | trueの場合、抽象インタフェース、およびそれらを含むメソッドまたは属性を生成しません。 |
|
| いいえ | 値タイプ、またはそれらを含むメソッドと属性を生成しません。 |
|
| いいえ | trueの場合、Orbix 2000 2.0 C++と多少の互換性を持つIDLを生成します。 |
|
| いいえ | trueの場合、既存のIDLファイルを上書きします。 |
|
| いいえ | trueの場合、IDL生成に関する追加のステータス情報を表示します。 |
|
| いいえ | trueの場合、Visibroker 4.5 C++と多少の互換性を持つIDLを生成します。 |
|
| いいえ | trueの場合、プラン・ファイルが存在しなければそれを無視します。 |
|
| いいえ | trueの場合、EJB用にCORBAのスタブを生成します。 |
|
| いいえ | IIOPスタブ・ファイルが書き込まれるディレクトリを指定します。 |
|
| いいえ | trueの場合、生成された |
|
| いいえ | ライブラリのカンマ区切りのリスト。 |
|
| いいえ | 指定したディレクトリ内のすべてのファイルをライブラリとして登録します。 |
|
| いいえ | trueの場合、生成されたクラス・ファイルにJSPの行番号を追加し、デバッグを支援します。 |
|
| いいえ | 指定したマニフェスト・ファイルからのマニフェスト情報を含めます。 |
|
| いいえ | 生成されたJavaファイルを一度にコンパイルする最大数を指定します。 |
|
| いいえ | Oracle WebLogic ServerまたはFusion Middlewareインストールのホーム・ディレクトリのパスを指定します。 |
|
| いいえ | trueの場合、JSPコンパイル・エラーが発生したときに |
|
| いいえ | trueの場合、Symantecの |
|
| いいえ | trueの場合、コンパイラに関する警告を表示しません。 |
|
| いいえ | trueの場合、出力を |
|
| いいえ | trueの場合、最適化を有効にしてコンパイルします。 |
|
| いいえ | 代替的な出力アーカイブまたはディレクトリを指定します。設定されていないと、出力はソース・アーカイブまたはディレクトリに置かれます。 |
|
| いいえ | デプロイメント・プラン(オプション)のパスを指定します。 |
|
| いいえ | trueの場合、エラー以外は出力をオフにします。 |
|
| いいえ | コンパイラにオプションのリストを渡します。 |
|
| いいえ | 追加のJARおよびディレクトリをクラスパスに追加し、それらに含まれるリソースおよびクラスを |
|
| いいえ | ソース・ファイルのパスを指定します。 |
|
| いいえ | Javaファイルの互換性を、指定されたJDK以前のバージョンに制限します。例: "1.5" |
|
| いいえ |
|
|
| いいえ | コンパイルされたクラス・ファイルの実行に最低限必要なレベルのJVMを指定します。例: "1.5" |
| boolean | いいえ | trueの場合、コンパイル処理中のステータスに関する追加情報を表示します。 |
|
| いいえ | trueの場合、Javaコンパイラからの詳細出力を有効にします。 |
|
| いいえ | WebLogic Serverインストールの場所を指定します。 |
|
| いいえ | trueの場合、アノテーションを含む推測情報とともに記述子を出力します。 |
使用例
appc
ゴールは、WebLogic Serverアプリケーション・コンパイラ・ユーティリティを実行し、デプロイメント用のアプリケーションを準備します。このゴールは、構成より規則優先のアプローチのメリットを受けており、プロジェクトのデフォルトを使用して実行できます。例3-2では、典型的なappc
ゴールの出力を示します。この例では、-verbose
オプションを使用して、appc
ユーティリティが実行するアクティビティを強調表示していますが、通常、これは不要です。
例3-2 appc
完全名
com.oracle.weblogic:wls-maven-plugin:create-domain
短縮名
wls:create-domain
説明
デフォルトのドメイン・テンプレートを使用してWebLogic Serverドメインを作成します。より複雑なドメインを作成する場合は、wlst
ゴールを使用します。
パラメータ
表3-3 create-domainのパラメータ
名前 | タイプ | 必須 | 説明 |
---|---|---|---|
|
| いいえ | WebLogic Serverドメインのパスを指定します。 |
|
| いいえ | ドメインを作成するために使用するドメイン・テンプレート・ファイルを指定します。このパラメータを指定しない場合、WebLogic Serverに組み込まれているデフォルトのドメイン・テンプレートが使用されます。 |
|
| いいえ |
|
|
| いいえ | Oracle WebLogic ServerまたはFusion Middlewareインストールのホーム・ディレクトリのパスを指定します。 |
|
| true | 管理パスワードを指定します。 |
|
| いいえ | 追加のJARおよびディレクトリをクラスパスに追加し、それらに含まれるリソースおよびクラスを |
|
| true | 管理ユーザー名を指定します。 |
|
| いいえ | WebLogic Serverインストールの場所を指定します。 |
使用例
create-domain
ゴールを使用して、指定されたWebLogic ServerインストールからWebLogic Serverドメインを作成します。オプションのdomainHome
構成パラメータを使用してドメインの場所を指定します。このパラメータは、デフォルトでは、${basedir}/Oracle/Domains
に設定されています。このようにして、ドメインが、Mavenプロジェクト・ルート・ディレクトリのOracle/Domains
サブディレクトリに作成されます。
オプションのmiddlewareHome
構成パラメータを使用してWebLogic Serverインストールの場所を指定します。このパラメータは、デフォルトでは、${basedir}/Oracle/Software
に設定されています。デフォルトの場所を使用してinstall
ゴールを実行した場合、create-domain
ゴールでのmiddlewareHome
の指定を省略できます。
ドメインを作成する場合は、ユーザー名とパスワードが必要です。それらは、user
およびpassword
構成パラメータを使用して指定するか、コマンドラインで指定できます。
例3-3では、create-domain
ゴールの実行からの一般的なコマンド出力を示します。
例3-3 create-domain
domainHome
構成パラメータを指定しないかぎり、ドメインは、次のように、Mavenプロジェクトの${basedir}/Oracle/Domains
ディレクトリに作成されます。
完全名
com.oracle.weblogic:wls-maven-plugin:deploy
短縮名
wls:deploy
説明
WebLogic Serverアプリケーションおよびモジュールをデプロイします。WAR、JAR、RARなどのすべてのデプロイメント・フォーマットをサポートします。
パラメータ
表3-4 deployのパラメータ
名前 | タイプ | 必須 | 説明 |
---|---|---|---|
|
| いいえ | 管理サーバーのリスニング・アドレスとリスニング・ポートを指定します。 |
|
| いいえ | trueの場合、高度な使用オプションを出力します。 |
|
| いいえ | trueの場合、デバッグレベル・メッセージを標準出力に表示します。 |
|
| いいえ | trueの場合、セキュリティ・データの検証を有効にします。 |
|
| いいえ | trueの場合、このプラグインの使用方法の例を表示します。 |
|
| いいえ | trueの場合、ユーザーが、サーバーのステージング領域のアプリケーションを外部から、またはサード・パーティ・ツールを使用してコピーすることを示します。指定した場合、WebLogic Serverは、 |
|
| いいえ | trueの場合、エラーが発生すると、そのエラーが記録される前に、Mojoによって強制的にビルドが失敗します。 |
|
| いいえ | ユーザーが指定する一意のデプロイメント・タスク識別子(オプション)を指定します。 |
|
| いいえ | Oracle WebLogic ServerまたはFusion Middlewareインストールのホーム・ディレクトリのパスを指定します。 |
|
| いいえ | 新規にデプロイされたアプリケーションまたはスタンドアロン・モジュールに割り当てるデプロイメント名を指定します。 |
|
| いいえ | trueの場合、デプロイメント・ファイルをターゲット・サーバーにコピーせず、 |
|
| いいえ | trueの場合、管理サーバー上のバージョン関連のすべてのコード・パスを無視します。 |
|
| いいえ | trueの場合、複数のタスクを開始し、その後は |
|
| いいえ | 管理パスワードを指定します。 |
|
| いいえ | デプロイメント・プランのパスを指定します。 |
|
| いいえ | trueの場合、リタイアしたデプロイメント・タスクを削除します。 |
|
| いいえ | trueの場合、管理サーバーと同じマシンでプラグインが実行されていないことを指定します。この場合、 |
|
| いいえ | WebLogic Serverがこのアプリケーションまたはモジュールの現在実行中のバージョンをアンデプロイし、クライアントが新しいバージョンで開始できるようになるまでの秒数を指定します。指定しない場合、正常なリタイア・ポリシーと見なされます。 |
|
| いいえ | このデプロイメントで使用するセキュリティ・モデルを指定し、それをセキュリティ・レルムのデフォルトのセキュリティ・モデルよりも優先的に使用します。可能な値: |
|
| いいえ | 追加のJARおよびディレクトリをクラスパスに追加し、それらに含まれるリソースおよびクラスを |
|
| いいえ | デプロイするアーカイブ・ファイルまたは展開されたアーカイブ・ディレクトリを指定します。これは、ローカル・システム上のファイル、ディレクトリまたは展開されたアーカイブ、またはコロン(:)で区切られた |
|
| いいえ | trueの場合、デプロイメントの前に、アプリケーションをターゲット・サーバー・ステージング領域にコピーする必要があることを示します。 |
|
| いいえ | JMSアプリケーション・モジュール内で定義されているリソースのJMSサーバー・ターゲットを指定します。 |
|
| いいえ | 現在の処理のターゲットのカンマ区切りリストを指定します。指定しない場合、構成されているすべてのターゲットが使用されます。新しいアプリケーションの場合、デフォルトのターゲットは管理サーバーです。 |
|
| いいえ | デプロイメント・タスクの完了までのWebLogic Serverの最長待機秒数を指定します。デフォルト値の |
|
| いいえ | trueの場合、デプロイメント前に、ソース・ファイルを管理サーバーのアップロード・ディレクトリにコピーします。この設定は、プラグインをリモートで( |
|
| いいえ | 管理ユーザー名を指定します。 |
|
| いいえ | プレーン・テキストでユーザー名とパスワードを直接指定するかわりに、管理ユーザー名とパスワードを取得するために使用するユーザー構成ファイルの場所を指定します。 |
|
| いいえ | ユーザー構成ファイルに格納されたユーザー名とパスワードを暗号化および復号化するために使用するユーザー・キー・ファイルの場所を指定します。 |
|
| いいえ | trueの場合、追加のステータス情報を表示します。 |
|
| いいえ | trueの場合、バージョン情報を出力します。 |
|
| いいえ | WebLogic Serverインストールの場所を指定します。 |
使用例
このゴールを使用してアプリケーションをデプロイします。構成より規則優先のアプローチを使用することで、次に示すように、デプロイするmiddlewareHome
、adminurl
およびsource
ファイルに使用可能なデフォルト値で、追加の構成をすることなくdeploy
ゴールを実行できます。
完全名
com.oracle.weblogic:wls-maven-plugin:help
短縮名
wls:help
説明
wls-maven-plugin
によってサポートされているすべてのゴールをリストします。
パラメータ
表3-5 helpのパラメータ
名前 | タイプ | 必須 | 説明 |
---|---|---|---|
|
| いいえ | trueの場合、ゴールの詳細情報を出力します。 |
|
| いいえ | 指定したゴールに関する情報を出力します。指定しない場合は、すべてのゴールに関する情報が表示されます。 |
完全名
com.oracle.weblogic:wls-maven-plugin:install
短縮名
wls:install
説明
WebLogic Serverをインストールします。
パラメータ
表3-6 installのパラメータ
名前 | タイプ | 必須 | 説明 |
---|---|---|---|
|
| true | インストールのアドレスを指定します。このアドレスは、 |
|
| true | ローカルMavenリポジトリの絶対パスを指定します。 |
|
| いいえ | WebLogic Serverドメインのパスを指定します。 |
|
| いいえ | 実行可能インストーラで製品をインストールします。サポートされているマクロは、 |
|
| いいえ | Oracle WebLogic ServerまたはFusion Middlewareインストールのホーム・ディレクトリのパスを指定します。 |
使用例
このゴールを使用して、WebLogic Serverをローカル・ディレクトリにインストールし、それを使用して、他のゴールを実行したり、Mavenプロジェクトとして表されるアプリケーションのデプロイおよびテストのためのWebLogic Serverドメインを作成できます。
このゴールは、指定されたインストールの配布を使用してWebLogic Serverをインストールします。artifactLocation
構成パラメータを使用して配布場所を指定します。このパラメータは、ファイル・システム上のファイル、アクセス可能なHTTP URL、またはMavenリポジトリにインストールされた配布のMavenコーディネートとして配布場所を指定できます。pom.xml
ファイルのwls-maven-plugin
セクションで、またはMavenの起動時に-DartifactLocation
プロパティを使用して、artifactLocation
構成要素を指定します。
インストールのターゲット・ディレクトリを、オプションのmiddlewareHome
構成パラメータを使用して指定します。これはデフォルトでは${basedir}/Oracle/Software
に設定されています。${basedir}
は、現在のMavenプロジェクトを含むディレクトリを表す標準Mavenプロジェクト・プロパティです。middlewareHome
値を指定することで、指定した場所でインストールが実行されるように指示します。
たとえば、WebLogic Server ZIPファイルの配布をインストールする場合、ZIP配布の場所を次のいずれかで指定できます。
通常コマンド出力は次のとおりです。
通常コマンド出力は次のとおりです。
たとえば、wls1211-dev.zip
をMavenリポジトリにインストールするには、次のようにコマンドラインを使用します。
通常コマンド出力は次のとおりです。
このコマンドによって、wls1211-dev.zip
が次のコーディネートとともにMavenアーティファクトとしてインストールされました。
インストールにこのMavenアーティファクトをWebLogic Serverの配布として使用するには、プラグイン構成は次のようになります。
install
ゴールの実行からの一般的な出力は次のようになります。
middlewareHome
構成パラメータを指定しないかぎり、インストールはデフォルトの${basedir}/Oracle/Software
ディレクトリで実行されます。
例:
完全名
com.oracle.weblogic:wls-maven-plugin:list-apps
短縮名
wls:list-apps
説明
ドメインにデプロイ、配布、またはインストールされているアプリケーションおよびスタンドアロン・モジュールのデプロイメント名をリストします。
パラメータ
表3-7 list-appsのパラメータ
名前 | タイプ | 必須 | 説明 |
---|---|---|---|
|
| いいえ | 管理サーバーのリスニング・アドレスとリスニング・ポートを指定します。 |
|
| いいえ | trueの場合、高度な使用オプションを出力します。 |
|
| いいえ | trueの場合、デバッグレベル・メッセージを標準出力に表示します。 |
|
| いいえ | trueの場合、このプラグインの使用方法の例を表示します。 |
|
| いいえ | trueの場合、エラーが発生すると、そのエラーが記録される前に、Mojoによって強制的にビルドが失敗します。 |
|
| いいえ | Oracle WebLogic ServerまたはFusion Middlewareインストールのホーム・ディレクトリのパスを指定します。 |
|
| いいえ | trueの場合、管理サーバー上のバージョン関連のすべてのコード・パスを無視します。 |
|
| いいえ | trueの場合、複数のタスクを開始し、その後は |
|
| いいえ | 管理パスワードを指定します。 |
|
| いいえ | trueの場合、リタイアしたデプロイメント・タスクを削除します。 |
|
| いいえ | trueの場合、管理サーバーと同じマシンでプラグインが実行されていないことを指定します。この場合、 |
|
| いいえ | 追加のJARおよびディレクトリをクラスパスに追加し、それらに含まれるリソースおよびクラスを |
|
| いいえ | デプロイメント・タスクの完了までのWebLogic Serverの最長待機秒数を指定します。デフォルト値の-1は、永久に待機することを意味します。 |
|
| いいえ | 管理ユーザー名を指定します。 |
|
| いいえ | プレーン・テキストでユーザー名とパスワードを直接指定するかわりに、管理ユーザー名とパスワードを取得するために使用するユーザー構成ファイルの場所を指定します。 |
|
| いいえ | ユーザー構成ファイルに格納されたユーザー名とパスワードを暗号化および復号化するために使用するユーザー・キー・ファイルの場所を指定します。 |
|
| いいえ | trueの場合、追加のステータス情報を表示します。 |
|
| いいえ | trueの場合、バージョン情報を出力します。 |
|
| いいえ | WebLogic Serverインストールの場所を指定します。 |
完全名
com.oracle.weblogic:wls-maven-plugin:redeploy
短縮名
wls:redeploy
説明
実行中のアプリケーションまたは実行中のアプリケーションの一部を再デプロイします。
パラメータ
表3-8 redeployのパラメータ
名前 | タイプ | 必須 | 説明 |
---|---|---|---|
|
| いいえ | 管理サーバーのリスニング・アドレスとリスニング・ポートを指定します。 |
|
| いいえ | このパラメータで指定されているファイルを削除し、アプリケーションをアクティブのままにします。このパラメータは、アーカイブ解除されたデプロイメントにのみ有効です。 |
|
| いいえ | trueの場合、このプラグインの使用方法の例を表示します。 |
|
| いいえ | trueの場合、エラーが発生すると、そのエラーが記録される前に、Mojoによって強制的にビルドが失敗します。 |
|
| いいえ | ユーザーが指定する一意のデプロイメント・タスク識別子(オプション)を指定します。 |
|
| いいえ | Oracle WebLogic ServerまたはFusion Middlewareインストールのホーム・ディレクトリのパスを指定します。 |
|
| いいえ | 新規にデプロイされたアプリケーションまたはスタンドアロン・モジュールに割り当てるデプロイメント名を指定します。 |
|
| いいえ | 管理パスワードを指定します。 |
|
| いいえ | デプロイメント・プランのパスを指定します。 |
|
| いいえ | trueの場合、管理サーバーと同じマシンでプラグインが実行されていないことを指定します。この場合、 |
|
| いいえ | WebLogic Serverがこのアプリケーションまたはモジュールの現在実行中のバージョンをアンデプロイし、クライアントが新しいバージョンで開始できるようになるまでの秒数を指定します。指定しない場合、正常なリタイア・ポリシーと見なされます。 |
|
| いいえ | 正常な停止中のRMIリクエストに対する猶予期間の秒数を指定します。 |
|
| いいえ | 追加のJARおよびディレクトリをクラスパスに追加し、それらに含まれるリソースおよびクラスを |
|
| いいえ | デプロイするアーカイブ・ファイルまたは展開されたアーカイブ・ディレクトリを指定します。これは、ローカル・システム上のファイル、ディレクトリまたは展開されたアーカイブ、またはコロン(:)で区切られた |
|
| いいえ | JMSアプリケーション・モジュール内で定義されているリソースのJMSサーバー・ターゲットを指定します。 |
|
| いいえ | 現在の処理のターゲットのカンマ区切りリストを指定します。指定しない場合、構成されているすべてのターゲットが使用されます。新しいアプリケーションの場合、デフォルトのターゲットは管理サーバーです。 |
|
| いいえ | デプロイメント・タスクの完了までのWebLogic Serverの最長待機秒数を指定します。デフォルト値の-1は、永久に待機することを意味します。 |
|
| いいえ | trueの場合、再デプロイメント前に、指定されたソース・ファイルを管理サーバーの |
|
| いいえ | 管理ユーザー名を指定します。 |
|
| いいえ | プレーン・テキストでユーザー名とパスワードを直接指定するかわりに、管理ユーザー名とパスワードを取得するために使用するユーザー構成ファイルの場所を指定します。 |
|
| いいえ | ユーザー構成ファイルに格納されたユーザー名とパスワードを暗号化および復号化するために使用するユーザー・キー・ファイルの場所を指定します。 |
|
| いいえ | trueの場合、デプロイメント処理中のステータスに関する追加情報を表示します。 |
|
| いいえ | trueの場合、バージョン情報を出力します。 |
|
| いいえ | WebLogic Serverインストールの場所を指定します。 |
完全名
com.oracle.weblogic:wls-maven-plugin:start-app
短縮名
wls:start-app
説明
WebLogic Server上にデプロイされたアプリケーションを起動します。
パラメータ
表3-9 start-appのパラメータ
名前 | タイプ | 必須 | 説明 |
---|---|---|---|
|
| いいえ | trueの場合、アプリケーションを管理モードに切り替えて、構成済の管理チャネル経由で管理リクエストのみを受け付けます。falseの場合、本番モードと見なされます。 |
|
| いいえ | 管理サーバーのリスニング・アドレスとリスニング・ポートを指定します。 |
|
| いいえ | trueの場合、高度な使用オプションを出力します。 |
|
| いいえ | アプリケーションのバージョン識別子を指定します。指定しない場合、アプリケーションの現在アクティブになっているバージョンと見なされます。 |
|
| いいえ | trueの場合、デバッグレベル・メッセージを標準出力に表示します。 |
|
| いいえ | WebLogic Serverドメインのパスを指定します。 |
|
| いいえ | trueの場合、このプラグインの使用方法の例を表示します。 |
|
| いいえ | trueの場合、エラーが発生すると、そのエラーが記録される前に、Mojoによって強制的にビルドが失敗します。 |
|
| いいえ | ユーザーが指定する一意のデプロイメント・タスク識別子(オプション)を指定します。 |
|
| いいえ | Oracle WebLogic ServerまたはFusion Middlewareインストールのホーム・ディレクトリのパスを指定します。 |
|
| いいえ | 新規にデプロイされたアプリケーションまたはスタンドアロン・モジュールに割り当てるデプロイメント名を指定します。 |
|
| いいえ | trueの場合、管理サーバー上のバージョン関連のすべてのコード・パスを無視します。 |
|
| いいえ | trueの場合、複数のタスクを開始し、その後は |
password |
| いいえ | 管理パスワードを指定します。 |
|
| いいえ | デプロイメント・プランのバージョンを指定します。指定しない場合、アプリケーションのデプロイメント・プランの現在アクティブになっているバージョンと見なされます。 |
|
| いいえ | trueの場合、リタイアしたデプロイメント・タスクを削除します。 |
|
| いいえ | trueの場合、管理サーバーと同じマシンでプラグインが実行されていないことを指定します。この場合、 |
|
| いいえ | WebLogic Serverがこのアプリケーションまたはモジュールの現在実行中のバージョンをアンデプロイし、クライアントが新しいバージョンで開始できるようになるまでの秒数を指定します。指定しない場合、正常なリタイア・ポリシーと見なされます。 |
|
| いいえ | 追加のJARおよびディレクトリをクラスパスに追加し、それらに含まれるリソースおよびクラスを |
|
| いいえ | JMSアプリケーション・モジュール内で定義されているリソースのJMSサーバー・ターゲットを指定します。 |
|
| いいえ | 現在の処理のターゲットのカンマ区切りリストを指定します。指定しない場合、構成されているすべてのターゲットが使用されます。新しいアプリケーションの場合、デフォルトのターゲットは管理サーバーです。 |
|
| いいえ | デプロイメント・タスクの完了までのWebLogic Serverの最長待機秒数を指定します。デフォルト値の |
|
| いいえ | 管理ユーザー名を指定します。 |
|
| いいえ | プレーン・テキストでユーザー名とパスワードを直接指定するかわりに、管理ユーザー名とパスワードを取得するために使用するユーザー構成ファイルの場所を指定します。 |
|
| いいえ | ユーザー構成ファイルに格納されたユーザー名とパスワードを暗号化および復号化するために使用するユーザー・キー・ファイルの場所を指定します。 |
|
| いいえ | trueの場合、デプロイメント処理中のステータスに関する追加情報を表示します。 |
|
| いいえ | trueの場合、バージョン情報を出力します。 |
|
| いいえ | WebLogic Serverインストールの場所を指定します。 |
完全名
com.oracle.weblogic:wls-maven-plugin:start-server
短縮名
wls:start-server
説明
WebLogic Serverを起動します。
パラメータ
表3-10 start-serverのパラメータ
名前 | タイプ | 必須 | 説明 |
---|---|---|---|
|
| いいえ | WebLogic Serverを起動するためのスクリプトを指定します。このパラメータが指定されていない場合、デフォルトでは、プラットフォームに基づいて |
|
| いいえ | WebLogic Serverドメインのパスを指定します。 |
|
| いいえ | pingの実行時にサーバーが実行中であるかどうかを検証するURLを指定します。 |
|
| いいえ | Oracle WebLogic ServerまたはFusion Middlewareインストールのホーム・ディレクトリのパスを指定します。 |
|
| いいえ | 追加のJARおよびディレクトリをクラスパスに追加し、それらに含まれるリソースおよびクラスを |
|
| いいえ | スクリプトのタイムアウトを秒単位で指定します。 |
|
| いいえ | WebLogic Serverインストールの場所を指定します。 |
使用例
start-server
ゴールは、指定されたドメインでstartWebLogic
コマンドを実行し、WebLogic Serverインスタンスを起動します。このゴールは、middlewareHome
およびdomainHome
構成パラメータを使用して、使用するWebLogic Serverインストールとドメインの場所も指定します。構成より規則優先のアプローチに従い、サーバーをインストールしてドメインを作成するときにデフォルト値を保持した場合、これらの構成パラメータを再度指定する必要はありません。ただし、異なる場所にWebLogic Serverをインストールしたり、ドメインを作成した場合は、その場所をpom.xml
ファイルのmiddlewareHome
およびdomainHome
構成要素を使用して指定するか、コマンドラインでパラメータとして指定する必要があります。
構成より規則優先のアプローチを使用すると、次のように、${basedir}/Oracle/Software
のWebLogic Serverインストールを使用してデフォルトのドメイン${basedir}/Oracle/Domains/mydomain
を起動できます。
完全名
com.oracle.weblogic:wls-maven-plugin:stop-app
短縮名
wls:stop-app
説明
アプリケーションを停止します。
パラメータ
表3-11 stop-appのパラメータ
名前 | タイプ | 必須 | 説明 |
---|---|---|---|
|
| いいえ | trueの場合、アプリケーションを管理モードに切り替えて、構成済の管理チャネル経由で管理リクエストのみを受け付けます。falseの場合、本番モードと見なされます。 |
|
| いいえ | 管理サーバーのリスニング・アドレスとリスニング・ポートを指定します。 |
|
| いいえ | trueの場合、高度な使用オプションを出力します。 |
|
| いいえ | アプリケーションのバージョン識別子を指定します。指定しない場合、アプリケーションの現在アクティブになっているバージョンと見なされます。 |
|
| いいえ | trueの場合、デバッグレベル・メッセージを標準出力に表示します。 |
|
| いいえ | WebLogic Serverドメインのパスを指定します。 |
|
| いいえ | trueの場合、このプラグインの使用方法の例を表示します。 |
|
| いいえ | trueの場合、エラーが発生すると、そのエラーが記録される前に、Mojoによって強制的にビルドが失敗します。 |
|
| いいえ | trueの場合、既存の |
|
| いいえ | ユーザーが指定する一意のデプロイメント・タスク識別子(オプション)を指定します。 |
|
| いいえ | trueの場合、正常な停止時に、保留中の |
|
| いいえ | Oracle WebLogic ServerまたはFusion Middlewareインストールのホーム・ディレクトリのパスを指定します。 |
|
| いいえ | 新規にデプロイされたアプリケーションまたはスタンドアロン・モジュールに割り当てるデプロイメント名を指定します。 |
|
| いいえ | trueの場合、管理サーバー上のバージョン関連のすべてのコード・パスを無視します。 |
|
| いいえ | trueの場合、複数のタスクを開始し、その後は |
|
| いいえ | 管理パスワードを指定します。 |
|
| いいえ | デプロイメント・プランのバージョンを指定します。指定しない場合、アプリケーションのデプロイメント・プランの現在アクティブになっているバージョンと見なされます。 |
|
| いいえ | trueの場合、リタイアしたデプロイメント・タスクを削除します。 |
|
| いいえ | trueの場合、管理サーバーと同じマシンでプラグインが実行されていないことを指定します。この場合、 |
|
| いいえ | 正常な停止中のRMIリクエストに対する猶予期間の秒数を指定します。 |
|
| いいえ | 追加のJARおよびディレクトリをクラスパスに追加し、それらに含まれるリソースおよびクラスを |
|
| いいえ | JMSアプリケーション・モジュール内で定義されているリソースのJMSサーバー・ターゲットを指定します。 |
|
| いいえ | 現在の処理のターゲットのカンマ区切りリストを指定します。指定しない場合、構成されているすべてのターゲットが使用されます。新しいアプリケーションの場合、デフォルトのターゲットは管理サーバーです。 |
|
| いいえ | デプロイメント・タスクの完了までのWebLogic Serverの最長待機秒数を指定します。デフォルト値の |
|
| いいえ | 管理ユーザー名を指定します。 |
|
| いいえ | プレーン・テキストでユーザー名とパスワードを直接指定するかわりに、管理ユーザー名とパスワードを取得するために使用するユーザー構成ファイルの場所を指定します。 |
|
| いいえ | ユーザー構成ファイルに格納されたユーザー名とパスワードを暗号化および復号化するために使用するユーザー・キー・ファイルの場所を指定します。 |
|
| いいえ | trueの場合、追加のステータス情報を表示します。 |
|
| いいえ | trueの場合、バージョン情報を出力します。 |
|
| いいえ | WebLogic Serverインストールの場所を指定します。 |
完全名
com.oracle.weblogic:wls-maven-plugin:stop-server
短縮名
wls:stop-server
説明
WebLogic Serverを停止します。
パラメータ
表3-12 stop-serverのパラメータ
名前 | タイプ | 必須 | 説明 |
---|---|---|---|
|
| いいえ | 管理サーバーのリスニング・アドレスとリスニング・ポートを指定します。 |
|
| いいえ | WebLogic Serverを停止するためのスクリプトを指定します。プラットフォームに基づいてデフォルトの |
|
| いいえ | WebLogic Serverドメインのパスを指定します。 |
|
| いいえ | Oracle WebLogic ServerまたはFusion Middlewareインストールのホーム・ディレクトリのパスを指定します。 |
|
| いいえ | スクリプト出力のリダイレクト先のログ・ファイルを指定します。指定しない場合、デフォルトで |
|
| true | 管理パスワードを指定します。 |
|
| いいえ | スクリプトのタイムアウトを秒単位で指定します。 |
|
| true | 管理ユーザー名を指定します。 |
|
| いいえ | trueの場合、プラグインはスクリプトが完了するまで待機する必要があります。 |
|
| いいえ | WebLogic Serverインストールの場所を指定します。 |
|
| いいえ | スクリプトの作業ディレクトリを指定します。この属性を指定しない場合、デフォルトの現在の作業ディレクトリになります。 |
使用例
stop-server
ゴールは、次に示すように、指定したドメインでstopWebLogic
スクリプトを使用してサーバー・インスタンスを停止します。
完全名
com.oracle.weblogic:wls-maven-plugin:undeploy
短縮名
wls:undeploy
説明
WebLogic Serverからアプリケーションをアンデプロイします。デプロイメント・ユニットを停止して、ステージングされているファイルをターゲット・サーバーから削除します。
パラメータ
表3-13 undeployのパラメータ
名前 | タイプ | 必須 | 説明 |
---|---|---|---|
|
| いいえ | 管理サーバーのリスニング・アドレスとリスニング・ポートを指定します。 |
|
| いいえ | trueの場合、高度な使用オプションを出力します。 |
|
| いいえ | アプリケーションのバージョン識別子を指定します。指定しない場合、アプリケーションの現在アクティブになっているバージョンと見なされます。 |
|
| いいえ | trueの場合、デバッグレベル・メッセージを標準出力に表示します。 |
|
| いいえ | trueの場合、このプラグインの使用方法の例を表示します。 |
|
| いいえ | trueの場合、エラーが発生すると、そのエラーが記録される前に、Mojoによって強制的にビルドが失敗します。 |
|
| いいえ | trueの場合、既存の |
|
| いいえ | ユーザーが指定する一意のデプロイメント・タスク識別子(オプション)を指定します。 |
|
| いいえ | trueの場合、正常な停止時に、保留中の |
|
| いいえ | Oracle WebLogic ServerまたはFusion Middlewareインストールのホーム・ディレクトリのパスを指定します。 |
|
| いいえ | 新規にデプロイされたアプリケーションまたはスタンドアロン・モジュールに割り当てるデプロイメント名を指定します。 |
|
| いいえ | trueの場合、管理サーバー上のバージョン関連のすべてのコード・パスを無視します。 |
|
| いいえ | trueの場合、複数のタスクを開始し、その後は |
|
| いいえ | 管理パスワードを指定します。 |
|
| いいえ | デプロイメント・プランのバージョンを指定します。指定しない場合、アプリケーションのデプロイメント・プランの現在アクティブになっているバージョンと見なされます。 |
|
| いいえ | trueの場合、リタイアしたデプロイメント・タスクを削除します。 |
|
| いいえ | trueの場合、管理サーバーと同じマシンでプラグインが実行されていないことを指定します。この場合、 |
|
| いいえ | 正常な停止中のRMIリクエストに対する猶予期間の秒数を指定します。 |
|
| いいえ | 追加のJARおよびディレクトリをクラスパスに追加し、それらに含まれるリソースおよびクラスを |
|
| いいえ | JMSアプリケーション・モジュール内で定義されているリソースのJMSサーバー・ターゲットを指定します。 |
|
| いいえ | 現在の処理のターゲットのカンマ区切りリストを指定します。指定しない場合、構成されているすべてのターゲットが使用されます。新しいアプリケーションの場合、デフォルトのターゲットは管理サーバーです。 |
|
| いいえ | デプロイメント・タスクの完了までのWebLogic Serverの最長待機秒数を指定します。デフォルト値の |
|
| いいえ | 管理ユーザー名を指定します。 |
|
| いいえ | プレーン・テキストでユーザー名とパスワードを直接指定するかわりに、管理ユーザー名とパスワードを取得するために使用するユーザー構成ファイルの場所を指定します。 |
|
| いいえ | ユーザー構成ファイルに格納されたユーザー名とパスワードを暗号化および復号化するために使用するユーザー・キー・ファイルの場所を指定します。 |
|
| いいえ | trueの場合、デプロイメント処理中のステータスに関する追加情報を表示します。 |
|
| いいえ | trueの場合、バージョン情報を出力します。 |
|
| いいえ | WebLogic Serverインストールの場所を指定します。 |
完全名
com.oracle.weblogic:wls-maven-plugin:update-app
短縮名
wls:update-app
説明
プラン・ファイルを再配布して、新しいプランのコンテキストに基づいてアプリケーションを再構成することで、アプリケーションのデプロイメント・プランを更新します。
パラメータ
表3-14 update-appのパラメータ
名前 | タイプ | 必須 | 説明 |
---|---|---|---|
|
| いいえ | 管理サーバーのリスニング・アドレスとリスニング・ポートを指定します。 |
|
| いいえ | trueの場合、高度な使用オプションを出力します。 |
|
| いいえ | アプリケーションのバージョン識別子を指定します。指定しない場合、アプリケーションの現在アクティブになっているバージョンと見なされます。 |
|
| いいえ | trueの場合、デバッグレベル・メッセージを標準出力に表示します。 |
|
| いいえ | WebLogic Serverドメインのパスを指定します。 |
|
| いいえ | trueの場合、このプラグインの使用方法の例を表示します。 |
|
| いいえ | trueの場合、エラーが発生すると、そのエラーが記録される前に、Mojoによって強制的にビルドが失敗します。 |
|
| いいえ | ユーザーが指定する一意のデプロイメント・タスク識別子(オプション)を指定します。 |
|
| いいえ | Oracle WebLogic ServerまたはFusion Middlewareインストールのホーム・ディレクトリのパスを指定します。 |
|
| いいえ | 新規にデプロイされたアプリケーションまたはスタンドアロン・モジュールに割り当てるデプロイメント名を指定します。 |
|
| いいえ | trueの場合、管理サーバー上のバージョン関連のすべてのコード・パスを無視します。 |
|
| いいえ | trueの場合、複数のタスクを開始し、その後は |
|
| いいえ | 管理パスワードを指定します。 |
|
| いいえ | デプロイメント・プランの場所を指定します。 |
|
| いいえ | デプロイメント・プランのバージョンを指定します。指定しない場合、アプリケーションのデプロイメント・プランの現在アクティブになっているバージョンと見なされます。 |
|
| いいえ | trueの場合、リタイアしたデプロイメント・タスクを削除します。 |
|
| いいえ | trueの場合、管理サーバーと同じマシンでプラグインが実行されていないことを指定します。この場合、 |
|
| いいえ | 正常な停止中のRMIリクエストに対する猶予期間の秒数を指定します。 |
|
| いいえ | 追加のJARおよびディレクトリをクラスパスに追加し、それらに含まれるリソースおよびクラスを |
|
| いいえ | JMSアプリケーション・モジュール内で定義されているリソースのJMSサーバー・ターゲットを指定します。 |
|
| いいえ | 現在の処理のターゲットのカンマ区切りリストを指定します。指定しない場合、構成されているすべてのターゲットが使用されます。新しいアプリケーションの場合、デフォルトのターゲットは管理サーバーです。 |
|
| いいえ | デプロイメント・タスクの完了までのWebLogic Serverの最長待機秒数を指定します。デフォルト値の |
|
| いいえ | trueの場合、デプロイメント前に、ソース・ファイルを管理サーバーのアップロード・ディレクトリにコピーします。この設定は、プラグインをリモートで( |
|
| いいえ | 管理ユーザー名を指定します。 |
|
| いいえ | プレーン・テキストでユーザー名とパスワードを直接指定するかわりに、管理ユーザー名とパスワードを取得するために使用するユーザー構成ファイルの場所を指定します。 |
|
| いいえ | ユーザー構成ファイルに格納されたユーザー名とパスワードを暗号化および復号化するために使用するユーザー・キー・ファイルの場所を指定します。 |
|
| いいえ | trueの場合、追加のステータス情報を表示します。 |
|
| いいえ | trueの場合、バージョン情報を出力します。 |
|
| いいえ | WebLogic Serverインストールの場所を指定します。 |
完全名
com.oracle.weblogic:wls-maven-plugin:wlst
短縮名
wls:wlst
説明
Maven用のWLSTラッパー。
パラメータ
表3-15 wlstのパラメータ
名前 | タイプ | 必須 | 説明 |
---|---|---|---|
|
| いいえ | WLST Pythonインタプリタに渡されるコマンドライン引数を含む文字列値を指定します。引数は空白で区切ります。空白を含む引数は、一重引用符またはエスケープされた二重引用符で囲む必要があります。たとえば、2つのパラメータを含む、次のような引数の文字列があります。 "'Thomas Paine' \"Now is the time that tries men's souls.\"" |
|
| いいえ | trueの場合、追加のステータス情報を表示します。 |
|
| いいえ | trueの場合、スクリプトとファイルが提供されているときに、そのスクリプトをファイルの前と後のどちらで実行するのかを指定します。ファイルまたはスクリプトのいずれかが必要であり、両方使用することもできます。 |
|
| いいえ | trueの場合、 |
|
| いいえ | 実行するWLST Pythonスクリプトのファイル・パスを指定します。 |
|
| いいえ | Oracle WebLogic ServerまたはFusion Middlewareインストールのホーム・ディレクトリのパスを指定します。 |
|
| いいえ | Javaプロパティ・ファイルのパスを指定します。プロパティ名が、WLST Pythonインタプリタの定義済変数になり、指定した値に初期化されます。たとえば、プロパティ・ファイルに |
|
| いいえ | インラインWLST Pythonスクリプト、たとえば " |
|
| いいえ | 追加のJARおよびディレクトリをクラスパスに追加し、それらに含まれるリソースおよびクラスを |
|
| いいえ | WebLogic Serverインストールの場所を指定します。 |
使用例
wlst
ゴールによってWebLogic Scripting Tool (WLST)を使用して、WebLogic Serverドメインでリソースを構成したり他の操作を実行するスクリプトを実行できます。wlst
Mavenゴールは、WebLogic Server WLST標準環境を使用して、それをすべての既存のWLSTスクリプトとともに使用できるようにします。
繰り返しますが、構成より規則優先のアプローチの利点により、デフォルトの場所を使用する場合、middlewareHome
およびdomainHome
の場所を指定する必要はありません。
wlst
ゴールを使用して、fileName
構成パラメータとともに指定した外部WLSTスクリプトを実行できます。または、script
構成要素を使用してpom.xml
ファイル内で一連のWLSTコマンドを指定できます。
例3-4では、典型的なwlst
ゴールの出力を示します。
例3-4 wlst
注意: ビルドをただちに停止する意図がない場合は、WLST |
この章では、Java EEアプリケーションまたはモジュールの開発に使用できるWebLogic Server分割開発ディレクトリを作成する方法を説明します。
この章の内容は以下のとおりです。
WebLogic分割開発ディレクトリ環境は、ディレクトリ・レイアウトと、Java EEアプリケーションの反復的なビルド、変更、およびデプロイメントを支援する関連Antタスクで構成されます。他の開発フレームワークと比較して、WebLogic分割開発ディレクトリには、これらのメリットがあります。
ソース・ディレクトリとビルド・ディレクトリは、分割開発ディレクトリ環境の基盤です。ソース・ディレクトリには、プロジェクトのすべての編集可能なファイル(Javaソース・ファイル、編集可能な記述子ファイル、JSP、静的コンテンツなど)が格納されます。アプリケーションのソース・ディレクトリは、「分割開発ディレクトリでのJava EEコンポーネントの配置」で説明されているディレクトリ構造のガイドラインに従って作成します。
ソース・ディレクトリの最上位レベルは、1つのJava EEモジュールのみを開発している場合であっても、常にエンタープライズ・アプリケーション(.ear
ファイル)を表します。最上位ソース・ディレクトリの下のサブディレクトリには、次が含まれます。
注意: 分割開発ディレクトリ構造は、新しいリソース・アダプタ・コンポーネントの開発をサポートしていません。 |
application.xml
およびweblogic-application.xml
) .jar
ファイル - サード・パーティのライブラリを含みます) ビルド・ディレクトリの内容は、有効なソース・ディレクトリに対してwlcompile
antタスクを実行すると自動的に生成されます。wlcompile
タスクはソース・ディレクトリ内のEJB、Webアプリケーション、および共有のライブラリ・ディレクトリとクラス・ディレクトリを認識し、一般的なクラス・パスの要件をサポートする順序でそれらのコンポーネントをビルドします。補足的なAntタスクを使用すると、Webサービスをビルドするか、アノテーション付きのEJBコードからデプロイメント記述子ファイルを生成できます。
図4-1 ソース・ディレクトリとビルド・ディレクトリ
ビルド・ディレクトリには、ビルド・プロセスで生成されたファイルのみが格納されます。ソース・ディレクトリとビルド・ディレクトリのファイルを組み合わせることにより、デプロイ可能なJava EEアプリケーションになります。
ビルド・ディレクトリとソース・ディレクトリの内容は、任意に選択したディレクトリに配置できます。ただし、使いやすいように、それらのディレクトリは1つのプロジェクト・ディレクトリの中のsource
およびbuild
というディレクトリに配置されます(たとえば、\myproject\build
および\myproject\source
)。
すべてのWebLogic Serverデプロイメント・ツール(weblogic.Deployer
、wldeploy
および管理コンソール)は、分割開発ディレクトリからの直接のデプロイメントをサポートしています。WebLogic Serverにアプリケーションをデプロイする場合は、ビルド・ディレクトリのみ指定します。
WebLogic Serverは、アプリケーションのデプロイメントでソース・ディレクトリ内のすべてのクラスとリソースを使用しようとします。必要なリソースがソース・ディレクトリにない場合、WebLogic Serverはアプリケーションのビルド・ディレクトリでそのリソースを探します。たとえば、編集可能なファイルとしてソース・コードと一緒に格納されているのではなく、ビルド・プロセスの過程でデプロイメント記述子が生成された場合、WebLogic Serverはその生成ファイルをビルド・ディレクトリから取得します。
WebLogic Serverは、アプリケーションのビルド・ディレクトリの最上位の位置にある.beabuild.txt
ファイルを調べてソース・ディレクトリの位置を確認します。ソース・ディレクトリを移動した場合は、.beabuild.txt
ファイルを編集して新しいソース・ディレクトリ名を指定してください。
「wldeployを使用したアプリケーションのデプロイメント」では、分割ディレクトリ環境からのデプロイメントを自動化するために使用できるwldeploy
Antタスクが説明されています。
図4-2では、一般的なデプロイメント・プロセスを示します。このプロセスは、WebLogic Serverのツールでビルド・ディレクトリを指定することから始まります。この図で、コンパイルされたクラスと生成されたデプロイメント記述子はすべてビルド・ディレクトリにありますが、他のアプリケーション・リソース(静的ファイルや編集可能なデプロイメント記述子など)はどこにあるかわかりません。WebLogic Serverは隠された.beabuild.txt
ファイルを使用して、必要なリソースのあるアプリケーションのソース・ディレクトリを見つけます。
Oracleでは、分割開発ディレクトリ環境を使用したアプリケーションの開発を支援するAntタスクのコレクションを用意しています。各Antタスクは、ソース・ディレクトリ、ビルド・ディレクトリ、またはその両方を使用して一般的な開発タスクを実行します。
wlcompile
- このAntタスクは、ソース・ディレクトリの内容をビルド・ディレクトリのサブディレクトリにコンパイルします。wlcompile
はJavaクラスをコンパイルするだけでなく、アノテーション付きの.ejb
ファイルを処理してデプロイメント記述子を作成します(「wlcompileを使用したアプリケーションのコンパイル」を参照)。 wlappc
- このAntタスクは、appcコンパイラを呼び出し、appcコンパイラはJSPおよびコンテナ固有のEJBクラスを生成してデプロイメントします。「wlappcを使用したモジュールおよびアプリケーションのビルド」を参照してください。 wldeploy
- このAntタスクは、任意形式のJava EEアプリケーション(展開されたものでもアーカイブされたものでも)をWebLogic Serverにデプロイします。分割開発ディレクトリ環境から直接デプロイするには、アプリケーションのビルド・ディレクトリを指定します。「wldeploy Antタスクのリファレンス」を参照してください。 wlpackage
- このAntタスクはソース・ディレクトリとビルド・ディレクトリ両方の内容を使用して、デプロイメント用に受け渡すことができるEARファイルまたは展開EARディレクトリを生成します。 次の手順では、分割開発ディレクトリ構造を使用してWebLogic Serverアプリケーションをビルドおよびデプロイする方法を示します。
setWLSEnv.cmd
(Windows)またはsetwlsenv.sh
(UNIX)スクリプトを実行してWebLogic Server環境を設定します。それらのスクリプトは、WL_HOME
\server\bin\
ディレクトリにあります。WL_HOME
は、WebLogic Serverのインストール先の最上位ディレクトリです。 weblogic.BuildXMLGen
ユーティリティを使用して、プロジェクトで使用するデフォルトのbuild.xml
ファイルを生成します。環境の必要に応じて、デフォルトのプロパティ値を編集します。「weblogic.BuildXMLGenを使用した基本的なbuild.xmlファイルの生成」を参照してください。 build.xml
ファイル内のデフォルト・ターゲットを使用して、アプリケーションをビルド、デプロイ、およびパッケージ化します。デフォルト・ターゲットのリストについては、「weblogic.BuildXMLGenを使用した基本的なbuild.xmlファイルの生成」を参照してください。 分割開発ディレクトリ構造では、各プロジェクトをJava EEエンタープライズ・アプリケーションとしてステージングする必要があります。したがって、分割ディレクトリのAntタスクを有効活用するには、スタンドアロンのWebアプリケーションやEJBでもエンタープライズ・アプリケーションのモジュールとしてステージングすることをお薦めします。このプラクティスを行うことで、後日モジュールを簡単に追加または削除することもできます(アプリケーションがすでにEARとして構成されているため)。
次の項では、分割開発ディレクトリ構造で次のモジュール・タイプをステージングするための基本規約を説明します。
ディレクトリの例は、WL_HOME
\samples\server\examples\src\examples\splitdir
にインストールされたsplitdir
サンプル・アプリケーションから利用します。WL_HOME
はWebLogic Serverのインストール・ディレクトリです。
次の図は、Webアプリケーション、EJB、共有ユーティリティ・クラスおよびサード・パーティ・ライブラリを持つエンタープライズ・アプリケーションのソース・ディレクトリの内容をまとめたものです。以降の項では、エンタープライズ・ソース・ディレクトリの個々の要素がどのように配置されるのかを詳しく説明します。
図4-3 エンタープライズ・アプリケーションのソース・ディレクトリの概要
分割開発ディレクトリ・プロジェクトの最上位ソース・ディレクトリは、エンタープライズ・アプリケーションを表します。次の図は、このディレクトリに必要な最小限のファイルとディレクトリを示しています。
図4-4 エンタープライズ・アプリケーションのソース・ディレクトリ
次の項で説明するように、エンタープライズ・アプリケーション・ディレクトリには、Webアプリケーション、EJB、ユーティリティ・クラス、サード・パーティJARファイルなどを保持する1つまたは複数のサブディレクトリもあります。
Webアプリケーションは、次の図に示されている基本的なソース・ディレクトリ・レイアウトを使用します。
図4-5 Webアプリケーションのソース・ディレクトリとビルド・ディレクトリ
Webアプリケーションの主要なディレクトリとファイルは、次のとおりです。
helloWebApp\
- Webアプリケーション・モジュールの最上位には、JSPファイルや、アプリケーションで使用されるHTMLファイルやグラフィックなどの静的コンテンツを格納できます。静的ファイルは、Webアプリケーションの任意指定のサブディレクトリに格納することもできます(helloWebApp\graphics
やhelloWebApp\static
など)。 helloWebApp\WEB-INF\
- Webアプリケーションの編集可能なデプロイメント記述子のファイル(web.xml
およびweblogic.xml
)をWEB-INF
サブディレクトリに格納します。 helloWebApp\WEB-INF\src
- サーブレットのJavaソース・ファイルはWEB-INF\src
の下のパッケージ・サブディレクトリに格納します。 Webアプリケーションをビルドする際に、appc
Antタスクとjspc
コンパイラはJSPをビルド・ディレクトリのhelloWebApp\WEB-INF\classes\jsp_servlet
の下のパッケージ・サブディレクトリにコンパイルします。そのビルド・プロセスで、編集可能なデプロイメント記述子はコピーされません。
EJBは、次の図に示されているソース・ディレクトリ・レイアウトを使用します。
図4-6 EJBのソース・ディレクトリとビルド・ディレクトリ
EJBの主要なディレクトリとファイルは、以下のとおりです。
helloEJB\
- EJBのソース・ファイルはすべて、EJBモジュール・ディレクトリのパッケージ・ディレクトリに格納します。ソース・ファイルは、.java
ソース・ファイルかアノテーション付きの.ejb
ファイルのいずれかです。 helloEJB\META-INF\
- 編集可能なEJBデプロイメント記述子(ejb-jar.xmlおよびweblogic-ejb-jar.xml)はEJBモジュール・ディレクトリのMETA-INF
サブディレクトリに格納します。helloWorldEar
サンプルにはhelloEJB\META-INF
サブディレクトリが含まれていません。その理由は、デプロイメント記述子ファイルが.ejb
ソース・ファイルのアノテーションから生成されているためです。「EJBの記述子に関する重要な注意事項」を参照してください。 ビルド・プロセスの過程で、EJBクラスはビルド・ディレクトリのhelloEJB
モジュールのパッケージ・サブディレクトリにコンパイルされます。また、アノテーション付きの.ejb
ソース・ファイルを使用する場合は、ビルド・プロセスでEJBデプロイメント記述子が生成されて、ビルド・ディレクトリのhelloEJB\META-INF
サブディレクトリに格納されます。
EJBデプロイメント記述子はソースMETA-INF
ディレクトリに含まれ、それらの記述子ファイルがゼロから作成されるか手動で編集される場合のみソース・コードとして取り扱われる必要があります。アノテーション付きの.ejb
ファイルから生成された記述子ファイルはビルド・ディレクトリにのみ配置され、それらのファイルはアプリケーションをビルドすることで削除および再生成できます。
ある特定のEJBコンポーネントについて、EJBのソース・ディレクトリは次のいずれかを含む必要があります:
META-INF
に、.java
ソース・ファイルのEJBソース・コードと編集可能なデプロイメント記述子 または:
META-INF.
に、記述子のアノテーションが.ejb
ソース・ファイルにあるEJBソース・コードと編集できない記述子。 つまり、アノテーション付きの.ejb
ソース・ファイルと編集可能な記述子ファイルを同じEJBコンポーネントで提供してはならないということです。
WebLogic分割開発ディレクトリは、エンタープライズ・アプリケーションのモジュールで必要とされる共有ユーティリティ・クラスとライブラリの格納にも役立ちます。次の項では、共有ユーティリティ・クラスとサード・パーティJARファイルのディレクトリ・レイアウトとクラスローディング動作について説明します。
エンタープライズ・アプリケーションは、アプリケーション・モジュール間で共有されるJavaユーティリティ・クラスを頻繁に使用します。Javaユーティリティ・クラスがサード・パーティのJARと異なる点は、ソース・ファイルがアプリケーションの一部であり、コンパイルを必要とすることです。Javaユーティリティ・クラスは一般的に、EJBまたはWebアプリケーションなどのアプリケーション・モジュールで使用されるライブラリです。
図4-7 Javaユーティリティ・クラスのディレクトリ
Javaユーティリティ・クラスのソースは、エンタープライズ・アプリケーションの最上位ディレクトリの指定したサブディレクトリに配置します。その指定のサブディレクトリの下では、標準のパッケージ・サブディレクトリ規約を使用します。
ビルド・プロセスの過程で、wlcompile
Antタスクはjavacコンパイラを呼び出し、Javaクラスをビルド・ディレクトリの下のAPP-INF/classes/
ディレクトリにコンパイルします。その結果、デプロイされているアプリケーションの他のモジュールからそれらのクラスが利用可能になります。
エンタープライズ・アプリケーションを拡張してサード・パーティの.jar
ファイルを使用するには、それらのファイルを次のようにAPP-INF\lib\
ディレクトリに配置します。
図4-8 サード・パーティ・ライブラリのディレクトリ
サード・パーティJARは通常はコンパイルされませんが、アプリケーション・コードのソース制御システムを使用してバージョニングできます。たとえば、XMLパーサー、ロギング実装、およびWebアプリケーション・フレームワークのJARファイルは一般的にアプリケーションで使用され、編集可能なソース・コードと一緒に保持されます。
ビルド・プロセスの過程で、サード・パーティJARファイルはビルド・ディレクトリにコピーされませんが、デプロイメントのソース・ディレクトリに残ります。
ソース・ディレクトリ構造をセット・アップした後は、weblogic.BuildXMLGen
ユーティリティを使用して基本のbuild.xml
ファイルを作成します。weblogic.BuildXMLGen
は、分割開発ディレクトリ構造に配置されたエンタープライズ・アプリケーションのためのAnt build.xmlファイルを生成する便利なユーティリティです。このユーティリティは、ソース・ディレクトリを解析して、エンタープライズ・アプリケーションならびに個々のモジュールのビルドおよびデプロイ・ターゲットを作成します。また、ビルドをクリーン・アップして新しいデプロイメント記述子を生成するためのターゲットを生成します。
また、オプション・パッケージは、weblogic.BuildXMLGen
でJava EE共有ライブラリとしてサポートされます。そのため、オプション・パッケージ参照の検索では、アプリケーションおよびそのモジュールのすべてのマニフェストがスキャンされます。オプション・パッケージ参照が見つかると、生成されたbuild.xml
ファイル内のcompileおよびappc
タスクに追加されます。
たとえば、lib\echolib.jar
に配置されているライブラリをオプション・パッケージとして参照する場合、weblogic.BuildXMLGen
によって生成されるタスクには次のようなappc
タスクが含まれます。
モジュールのcompileおよびappc
タスクでも、lib\echolib\echolib.jar
ライブラリが使用されます。
weblogic.BuildXMLGen
の構文は次のとおりです。
オプション
には以下があります。
-help
: 標準の使用方法メッセージを出力します。 -version
: バージョン情報を出力します。 -projectName <project name>
: Antプロジェクトの名前。 -d <directory>
: build.xml
が作成されるディレクトリ。デフォルトはカレント・ディレクトリ。 -file <build.xml>
: 生成されたビルド・ファイル名。 -librarydir <directories>
: ディレクトリのカンマ区切りのリストで、共有Java EEライブラリのビルド・ターゲットを作成します。第11章「共有Java EEライブラリおよびオプション・パッケージの作成」を参照してください。 -username <username>
: デプロイ・コマンドのためのユーザー名。 -password <password>
: ユーザー・パスワード。 weblogic.BuildXMLGen
を実行した後は、生成されたbuild.xml
ファイルを編集して開発環境のプロパティを指定します。編集する必要のあるプロパティについては、次の例を参照してください。
例4-1 build.xmlの編集可能なプロパティ
特に、必ずtmp.dir
プロパティを編集して使用するビルド・ディレクトリを示します。デフォルトでは、このbuild.xml
ファイルは、アプリケーションの名前にちなんで名付けられたサブディレクトリtmp.dir
(上の例では/tmp/helloWorldEar
)にプロジェクトをビルドします。
次の例は、build.xml
ファイルに作成されたデフォルトの主要なターゲットを示しています。これらのターゲットは、EARソース・ディレクトリでant -projecthelp
コマンドを入力することでコマンド・プロンプトで表示できます。
例4-2 デフォルトのbuild.xmlのターゲット
これまでに説明した分割開発ディレクトリの例と手順は、1つのエンタープライズ・アプリケーションで構成されたプロジェクトを対象としています。複数のエンタープライズ・アプリケーションを同時にビルドする必要があるプロジェクトでは、以降の項で説明するように規約と手順が少し異なります。
注意: 次の項では、MedRecサンプル・アプリケーションを参照します。このサンプル・アプリケーションは、共有ユーティリティ・クラス、サード・パーティJARファイル、および専用クライアント・アプリケーションの3つの異なるエンタープライズ・アプリケーションで構成されています。MedRecソース・ディレクトリとビルド・ディレクトリは、 |
EARが1つのプロジェクトでは、分割開発ディレクトリの規約はサード・パーティJARファイルをEARソース・ディレクトリのAPP-INF/lib
ディレクトリに維持するよう促します。ただし、EARが複数のプロジェクトでは、同じサード・パーティJARファイルのコピーを各EARソース・ディレクトリのAPP-INF/lib
ディレクトリに保持する必要があります。この場合、ソースJARファイルの複数のコピーが導入され、一部のJARファイルが異なるバージョンである可能性が大きくなり、ソース制御システムに追加のスペースが必要となります。
これらの問題を解決するには、構築スクリプトを編集して、ライブラリを必要とする各EARのビルド・ディレクトリのAPP-INF/lib
ディレクトリにサード・パーティJARファイルをコピーするようにしてみてください。こうすれば、ソース制御システムでJARファイルの1つのコピーとバージョンを維持できるだけでなく、プロジェクトの各EARでJARファイルを使用することができます。
WebLogic Serverと一緒にインストールされるMedRecサンプル・アプリケーションでは、次の図に示されているようにこの方式を使用します。
MedRecは、プロジェクトの複数のEARで共有されるユーティリティ・クラスでも同様のアプローチをとります。ユーティリティ・クラスのソースをそれらを必要とする各earのスコープの中に置くのではなく、MedRecはユーティリティ・クラスのソースをすべてのEARから独立して維持します。ユーティリティ・クラスをコンパイルした後、構築スクリプトはそれらをアーカイブし、ビルド・ディレクトリのそれらのクラスを使用する各EARのAPP-INF/LIB
サブディレクトリにJARをコピーします(図4-9を参照)。
分割開発ディレクトリを使用して複数のEARを開発する場合、各EARプロジェクトは通常それ専用のbuild.xml
ファイル(おそらくweblogic.BuildXMLGen
の複数回の実行で生成される)を使用します。MedRecのようなアプリケーションでは、アプリケーション・スイートの各EARの下級のbuild.xml
ファイルを呼び出すマスターbuild.xml
ファイルも使用します。
Antは、マスターbuild.xml
ファイル内の他のプロジェクト・ビルド・ファイルを実行できるようにするコア・タスク(ant
という名前)を提供します。MedRecのマスター・ビルド・ファイルから抜粋した次の行は、その使用方法を示しています。
上のタスクは、/startupEar
サブディレクトリのbuild.xml
というファイルを実行するようにAntに指示しています。inheritAll
パラメータは、マスター・ビルド・ファイルのユーザー・プロパティのみを/startupEar
のbuild.xml
ファイルに渡すようにAntに指示しています。
MedRecでは、共通のユーティリティ・クラスやクライアント・アプリケーションをビルドするだけでなく、上のタスクに似た複数のタスクを使用してstartupEar
、medrecEar
、およびphysicianEar
アプリケーションをビルドします。
アプリケーション開発には、以下の「ベスト・プラクティス」をお薦めします。
weblogic.jar
ファイルとその他のJARファイルにアクセスする必要があります。WebLogic配布キットのファイルをローカルで使用するには、WebLogic Serverを開発用コンピュータにインストールします。 この章では、WebLogic分割開発ディレクトリ環境を使用してWebLogic Server Java EEアプリケーションをビルドする方法を説明します。
この章の内容は以下のとおりです。
wlcompile
Antタスクは、javacコンパイラを起動して、アプリケーションのJavaコンポーネントを分割開発ディレクトリ構造にコンパイルするために使用します。wlcompile
の基本的な構文では、helloWorldEar
サンプルからの次のコマンドのようにソース・ディレクトリとビルド・ディレクトリを識別します。
注意: デプロイメント記述子は、Java EE 5の時点で必須ではなくなりました。そのため、展開形式のモジュール・ディレクトリにデプロイメント記述子がない場合は、 |
このタスクを使用すると発生するイベントの順序を次に示します。
WL_HOME
\samples\server\examples\build\helloWorldEar\APP-INF\classes\WL_HOME
は、WebLogic Serverのインストール・ディレクトリです。
wlcompile
はEJBを構築し、以前に構築されたJavaモジュールを、コンパイラのクラスパスに自動的に含めます。これにより、EJBは手動でクラスパスを編集する必要なしにJavaモジュールを呼び出せます。 wlcompile
はWebアプリケーション内のJavaコンポーネントを、コンパイラのクラスパスにあるEJBおよびJavaモジュールと一緒にコンパイルします。これにより、Webアプリケーションは手動でクラスパスを編集する必要なしに、EJBおよびアプリケーションJavaクラスを参照できるようになります。 より複雑なエンタープライズ・アプリケーションでは、wlcompileタスクで自動的に処理できないコンパイルの依存関係がある場合があります。ただし、wlcompileでincludeおよびexcludeオプションを使用して独自の依存関係を実行できます。includesおよびexcludesプロパティはエンタープライズ・アプリケーション・モジュール名(エンタープライズ・アプリケーションのソース・ディレクトリ内のサブディレクトリ名)を受けて、これらをコンパイル処理に含めたり除外したりします。
helloWorldEar
サンプルからの次の行は、appStartup
モジュールがコンパイルから除外されることを示しています。
表5-1では、wlcompile
固有のAntタスクの属性を示します。
表5-1 wlcompile Antタスクの属性
属性 | 説明 |
---|---|
srcdir | ソース・ディレクトリ。 |
destdir | ビルド/出力ディレクトリ。 |
classpath |
|
includes | ビルドから特定のディレクトリを含めることができます。 |
excludes | ビルドから特定のディレクトリを除外できます。 |
librarydir | クラスパスに追加するための共有Java EEライブラリのディレクトリを指定します。第11章「共有Java EEライブラリおよびオプション・パッケージの作成」を参照してください。 |
wlcompile
Antタスクは、コンパイル時の動作を変更するネストされたjavacオプションを受け入れます。たとえば、次のwlcompile
コマンドは非推奨の警告を無視し、デバッグを有効にします。
ほとんどのWebLogicサービスはJava EE仕様に基づいており、標準Java EEパッケージを通じてアクセスします。WebLogicサービスを使用するプログラムのコンパイルに必要なWebLogicおよびその他のJavaクラスは、インストールしたWebLogic Serverのlib
ディレクトリのweblogic.jar
ファイルにパッケージ化されます。weblogic.jar
ファイル以外にも、コンパイラのCLASSPATH
に以下を組み込みます。
lib\tools.jar
ファイル、または使用するJava開発キットに必要なその他の標準Javaクラス。 examples.property
ファイル(サンプル環境用)。このファイルについては、samples\server\examples\src\examples\examples.html
にあるAntを使用してのサンプルの構築に関するWebLogic Serverドキュメントで説明されています。 library
要素は、アプリケーションのビルドに必要な共有Java EEライブラリを表すモジュールの名前とオプションのバージョン情報の定義に使用されるオプションの要素です(第11章「共有Java EEライブラリおよびオプション・パッケージの作成」を参照)。library
要素は、wlcompile
およびwlappc
の両方とともに使用できます(「wlappcを使用したモジュールおよびアプリケーションのビルド」を参照)。
名前とバージョン情報は、ライブラリ要素の属性(「表5-2」を参照)として指定されます。
表5-2 ライブラリの属性
属性 | 説明 |
---|---|
file | Java EEライブラリのファイル名(必須)。 |
name | 必須のJava EEライブラリの名前(オプション)。 |
specificationversion | ライブラリで必要な仕様のバージョン(オプション)。 |
implementationversion | ライブラリで必要な実装のバージョン(オプション)。 |
specificationversion
とimplementationversion
の両方のフォーマットの選択肢については、「エンタープライズ・アプリケーションでの共有Java EEライブラリの参照」で説明します。次の出力では、サンプルlibrary
参照を示します。
デプロイメント時間を短縮するには、weblogic.appc
Javaクラス(またはそれと同等のAntタスクwlappc
)を使用して、デプロイ可能なアーカイブ・ファイル(WAR、JARまたはEAR)をプリコンパイルします。weblogic.appc
を使用してプリコンパイルを実行すると、特定のヘルパー・クラスが生成され、アプリケーションが現在のJava EE仕様に準拠していることを確認するための検証チェックが実行されます。アプリケーション・レベルのチェックでは、個別のモジュールに対するアプリケーション・レベルのデプロイメント記述子のチェックと、モジュール全体の検証チェックが行われます。
また、オプション・パッケージは、appc
でJava EE共有ライブラリとしてサポートされます。そのため、オプション・パッケージ参照の検索では、アプリケーションおよびそのモジュールのすべてのマニフェストがスキャンされます。
wlappc
は、weblogic.appc
コンパイラに対するAntタスク・インタフェースです。次の項では、wlappc
のオプションと使用方法について説明します。weblogic.appc
とwlappc
Antタスクは、エンタープライズ・アプリケーションを記述するapplication.xml
デプロイメント記述子ファイルに表示されている順番でモジュールをコンパイルします。
表5-3では、wlappc
固有のAntタスクのオプションを示します。これらのオプションは、weblogic.appc
コマンド・ライン・オプションと似ていますが、いくつかの点で違いがあります。
注意:
「wlcompileとwlappcのライブラリ要素」を参照してください。 |
表5-3 wlappc Antタスクの属性
オプション | 説明 |
---|---|
| 標準の使用方法メッセージを出力します。 |
version |
|
output <file> | 代替的な出力アーカイブまたはディレクトリを指定します。これが設定されていないと、出力はソース・アーカイブまたはディレクトリに置かれます。 |
forceGeneration | EJBおよびJSPクラスを強制的に生成します。このフラグを使用しない場合、クラスが再生成されないことがあります(必要ないと判断された場合)。 |
lineNumbers | 生成されたクラス・ファイルに行番号を追加し、デバッグを支援します。 |
writeInferredDescriptors | アプリケーションまたはモジュールに、デプロイメント記述子がアノテーション情報と共に格納されることを指定します。 |
basicClientJar | EJB用に生成されたクライアントJARのデプロイメント記述子を含みません。 |
idl | EJBリモート・インタフェース用のIDLを生成します。 |
idlOverwrite | 常に既存のIDLファイルを上書きします。 |
idlVerbose | IDL生成についての詳細な情報を表示します。 |
idlNoValueTypes | 値タイプ、およびそれを含むメソッドと属性を生成しません。 |
idlNoAbstractInterfaces | 抽象インタフェース、およびそれを含むメソッドと属性を生成しません。 |
idlFactories | 値タイプ用にファクトリ・メソッドを生成します。 |
idlVisibroker | Visibroker 4.5 C++と多少の互換性を持つIDLを生成します。 |
idlOrbix | Orbix 2000 2.0 C++と多少の互換性を持つIDLを生成します。 |
idlDirectory <dir> | IDLファイルを作成するディレクトリを指定します(デフォルトでは、ターゲット・ディレクトリまたはJAR)。 |
idlMethodSignatures <> | IDLコードを生成するトリガーとして使用されるメソッド・シグネチャを指定します。 |
iiop | EJB用にCORBAのスタブを生成します。 |
iiopDirectory <dir> | IIOPのスタブ・ファイルを記述するディレクトリを指定します(デフォルトでは、ターゲット・ディレクトリまたはJAR)。 |
keepgenerated | 生成された |
librarydir | クラスパスに追加するための共有Java EEライブラリのディレクトリを指定します。第11章「共有Java EEライブラリおよびオプション・パッケージの作成」を参照してください。 |
compiler <java.jdt> | 使用するJavaコンパイラを選択します。デフォルトはJDTです。 |
debug | デバッグ情報をクラス・ファイルにコンパイルします。 |
optimize | 最適化を有効にしてコンパイルします。 |
nowarn | 警告なしでコンパイルします。 |
verbose | 冗長情報を出力してコンパイルします。 |
deprecation | 非推奨となった呼出しについて警告します。 |
normi | Symantecのsjにフラグを渡します。 |
runtimeflags | Java実行時にフラグを渡します。 |
classpath <path> | コンパイル中に使用するクラスパスを選択します。 |
clientJarOutputDir <dir> | 生成されたクライアントjarファイルを配置するディレクトリを指定します。これが設定されていないと、生成されたjarファイルはJVMが実行しているディレクトリと同じ場所に配置されます。 |
advanced | 高度な使用オプションを出力します。 |
wlappc
Antタスクを使用するための基本的な構文では、宛先ソース・ディレクトリの場所を決定します。このディレクトリには、wlappc
でコンパイルするファイルが格納されます。
表5-3の2つのオプション(idl
およびidlOrverWrite
)を呼び出すwlappc
Antタスク・コマンドの例を次に示します。
appc
とwlappc
では、構文にいくつかの違いがあります。appcの場合、コマンド内に存在するフラグはBooleanです。wlappc
の場合、コマンド内にフラグが存在するということは、引数が必要であることを意味します。
以下はそれを説明するための、同一コマンドの例です。1つ目がappc
コマンド、2つ目がwlappc
コマンドです。
次の項では、appc
コンパイラのコマンド・ライン・バージョンを使用する方法について説明します。weblogic.appc
コマンド・ライン・コンパイラは、記述子で見つかった警告やエラーをすべて報告し、関連のモジュールをすべてEARファイルにコンパイルします。このファイルは、WebLogic Serverにデプロイできます。
appc
の実行には、次の構文を使用します。
appc
の使用可能なオプションは次のとおりです。
オプション | 説明 |
---|---|
| 標準の使用方法メッセージを出力します。 |
-version |
|
-output <file> | 代替的な出力アーカイブまたはディレクトリを指定します。これが設定されていないと、出力はソース・アーカイブまたはディレクトリに置かれます。 |
-forceGeneration | EJBおよびJSPクラスを強制的に生成します。このフラグを使用しない場合、クラスが再生成されないことがあります(必要ないと判断された場合)。 |
-library <file[[@name=<string>][@libspecver=<version>][@libimplver=<version|string>]]> | 共有Java EEライブラリのカンマ区切りのリスト。省略可能な名前とバージョン文字列情報は、「エンタープライズ・アプリケーションでの共有Java EEライブラリの参照」で説明されている形式で指定する必要があります。 |
-writeInferredDescriptors | アプリケーションまたはモジュールに、デプロイメント記述子がアノテーション情報と共に格納されることを指定します。 |
-lineNumbers | 生成されたクラス・ファイルに行番号を追加し、デバッグを支援します。 |
-basicClientJar | EJB用に生成されたクライアントJARのデプロイメント記述子を含みません。 |
-idl | EJBリモート・インタフェース用のIDLを生成します。 |
-idlOverwrite | 常に既存のIDLファイルを上書きします。 |
-idlVerbose | IDL生成についての詳細な情報を表示します。 |
-idlNoValueTypes | 値タイプ、およびそれを含むメソッドと属性を生成しません。 |
-idlNoAbstractInterfaces | 抽象インタフェース、およびそれを含むメソッドと属性を生成しません。 |
-idlFactories | 値タイプ用にファクトリ・メソッドを生成します。 |
-idlVisibroker | Visibroker 4.5 C++と多少の互換性を持つIDLを生成します。 |
-idlOrbix | Orbix 2000 2.0 C++と多少の互換性を持つIDLを生成します。 |
-idlDirectory <dir> | IDLファイルを作成するディレクトリを指定します(デフォルトでは、ターゲット・ディレクトリまたはJAR)。 |
-idlMethodSignatures <> | IDLコードを生成するトリガーとして使用されるメソッド・シグネチャを指定します。 |
-iiop | EJB用にCORBAのスタブを生成します。 |
-iiopDirectory <dir> | IIOPのスタブ・ファイルを記述するディレクトリを指定します(デフォルトでは、ターゲット・ディレクトリまたはJAR)。 |
-keepgenerated | 生成された |
-compiler <javac> | 使用するJavaコンパイラを選択します。 |
-g | デバッグ情報をクラス・ファイルにコンパイルします。 |
-O | 最適化を有効にしてコンパイルします。 |
-nowarn | 警告なしでコンパイルします。 |
-verbose | 冗長情報を出力してコンパイルします。 |
-deprecation | 非推奨となった呼出しについて警告します。 |
-normi | Symantecのsjにフラグを渡します。 |
-J<option> | Java実行時にフラグを渡します。 |
-classpath <path> | コンパイル中に使用するクラスパスを選択します。 |
-clientJarOutputDir <dir> | 生成されたクライアントjarファイルを配置するディレクトリを指定します。これが設定されていないと、生成されたjarファイルはJVMが実行しているディレクトリと同じ場所に配置されます。 |
-advanced | 高度な使用オプションを出力します。 |
この章では、WebLogic分割開発ディレクトリ環境を使用してWebLogic Server Java EEアプリケーションをデプロイする方法を説明します。
この章の内容は以下のとおりです。
wldeploy
タスクは、分割開発ディレクトリから直接デプロイする簡単な手段を提供します。wlcompile
は、weblogic.Deployer
ディレクトリとほとんど同じ引数を提供します。分割開発ディレクトリからデプロイするには、次のように、ビルド・ディレクトリの位置をデプロイ可能なファイルとして指定するだけです。
上のタスクは、weblogic.BuildXMLGen
を使用してbuild.xml
ファイルを作成すると自動的に作成されます。
詳細なコマンドのリファレンスについては、付録B「wldeploy Antタスクのリファレンス」を参照してください。
wlpackage
Antタスクは、ソース・ディレクトリとビルド・ディレクトリの両方の内容を使用して、デプロイ可能なアーカイブ・ファイル(.EAR
ファイル)、またはエンタープライズ・アプリケーションを表す展開アーカイブ・ディレクトリ(展開.EAR
ディレクトリ)を作成します。wlpackage
は、評価、テスト、パフォーマンスのプロファイリング、または本番デプロイメントを目的として別のグループまたは個人にアプリケーションを配布する際に使用します。
本番用の場合は、展開された(アーカイブされていない)ディレクトリ形式でエンタープライズ・アプリケーションをデプロイすると便利です。これは、エンタープライズ・アプリケーションの一部としてパッケージ化されたスタンドアロンのWebアプリケーション、EJB、およびコネクタにも当てはまります。この形式を使用すると、アプリケーション全体のアーカイブを展開してから、編集および再アーカイブするのではなく、展開ディレクトリの中でファイルを直接更新できます。『Oracle WebLogic Serverへのアプリケーションのデプロイ』のデプロイメントするファイルのパッケージ化に関する項で説明されているように、展開されたアーカイブ・ディレクトリを使用すると、他にも利点があります。
アプリケーションを1つのアーカイブ・ファイルにパッケージ化することもできます。その方法は、モジュールとアプリケーションを配布用にパッケージ化する際に便利です。アーカイブ・ファイルは簡単にコピーでき、展開されたディレクトリよりも処理するファイル数が少なく、ファイル圧縮によってディスク・スペースも節約できます。
Javaクラスローダーは、クラスパス内のディレクトリを検索するのと同じように、JARファイル内のJavaクラス・ファイル(および他のファイル・タイプ)を検索できます。クラスローダーはディレクトリまたはJARファイルを検索できるので、JAR (アーカイブ)ファイルまたは展開された(アーカイブされていない)ディレクトリのどちらとしてでも、Java EEモジュールをWebLogic Serverにデプロイできます。
本番環境において、wlpackage
Antタスクは、分割開発ディレクトリ・アプリケーションをWebLogic Serverにデプロイ可能な従来のEARファイルとしてパッケージ化するのに使用します。MedRecサンプルの続きで、アプリケーションのパッケージ化は次のように行えます。
次の表では、wlpackage
Antタスクの属性について説明します。
表6-1 wlpackage Antタスクの属性
属性 | 説明 | データ型 | 必須? |
---|---|---|---|
|
| 文字列 |
|
|
| 文字列 |
|
| 分割開発ディレクトリ・アプリケーションのソース・ディレクトリを指定します。 ソース・ディレクトリには、プロジェクトのすべての編集可能なファイル(Javaソース・ファイル、編集可能な記述子ファイル、JSP、静的コンテンツなど)が格納されます。 | 文字列 | はい。 |
| 分割開発ディレクトリ・アプリケーションのビルド・ディレクトリを指定します。 既に、ソース・ディレクトリに対して | 文字列 | はい。 |
この章では、WebLogic Serverで本番再デプロイメント方式を使用してアプリケーションをプログラミングおよび管理する方法について説明します。
この章の内容は以下のとおりです。
本番再デプロイメントを使用すると、デプロイされたアプリケーションを停止せずに(アプリケーションのクライアントへの可用性を中断することなく)、本番環境でアプリケーションの新しいバージョンを再デプロイできます。本番再デプロイメントのしくみは、更新されたアプリケーションの新しいバージョンを、同じアプリケーションの古いバージョンと並行してデプロイすることです。WebLogic Serverは、新しいクライアント・リクエストのみが新しいバージョンに転送されるように、自動的にクライアント接続を管理します。再デプロイメント時にアプリケーションにすでに接続していたクライアントは、作業が完了するまで古いバージョンのアプリケーションを使用し続けます。
詳細は、「本番再デプロイメントを使用したアプリケーションのアップグレード」を参照してください。
本番再デプロイメントでサポートされるのはHTTPクライアントとRMIクライアントのみです。開発および設計段階において、サポートされないクライアントが、本番再デプロイメントを使用しているアプリケーションにアクセスしないようにしておく必要があります。WebLogic Serverはサポートされないクライアントがアプリケーションにアクセスしたことを検出せず、本番再デプロイメント時にはサポートされないクライアント接続を保護しません。
エンタープライズ・アプリケーションには、サポートされているJava EEモジュールであれば、どのタイプでも格納できます。エンタープライズ・アプリケーションには、アプリケーション・スコープのJMSモジュールやJDBCモジュールも格納できます。
エンタープライズ・アプリケーションにJCAリソース・アダプタ・モジュールが含まれる場合、モジュールは次の条件を満たす必要があります。
weblogic.connector.extensions.Suspendable
インタフェースを実装する必要があります enable-access-outside-app
がfalse
(デフォルト値)に設定された状態で、アプリケーション・スコープ方式で使用される必要があります 新しいバージョンのEARのリソース・アダプタがデプロイされる前に、旧バージョンのアプリケーションのリソース・アダプタがコールバックを受け取ります。その後で、新しいバージョンのアプリケーションがデプロイされ、旧バージョンのEAR全体がリタイアされます。
リソース・アダプタの本番再デプロイメント要件の一覧については、『Oracle WebLogic Serverリソース・アダプタのプログラミング』の本番再デプロイメントに関する項を参照してください。
本番再デプロイメントでは、グローバルなJMS宛先からの着信JMSメッセージによってアクセスされるエンタープライズ・アプリケーションおよび1つまたは複数のメッセージドリブンBeanをコンシューマとして使用するエンタープライズ・アプリケーションもサポートされます。この種類のアプリケーションの場合、WebLogic Serverは、リタイアされた旧バージョンのアプリケーションのメッセージドリブンBeanを保留してから、新しいバージョンのメッセージドリブンBeanをデプロイします。グローバルJMS宛先に対してJMS APIを使用するJMSコンシューマの場合、本番再デプロイメントはサポートされません。メッセージドリブンBeanが、保留中にパブリッシュされたメッセージなど、トピックからパブリッシュされたメッセージをすべて受信する必要がある場合は、恒久サブスクライバを使用します。
WebLogic Serverは、本番再デプロイメントを実行する際に、アプリケーションの2つのインスタンスを同時にデプロイします。アプリケーションの複数のインスタンスがWebLogic Serverドメインに共存できるようにするには、一定のプログラミング規約に従う必要があります。次の項では、本番再デプロイメントで必須のプログラミング規約について説明します。
インプレース再デプロイメント方式を使用するアプリケーションは、リソースの使用に際して自己完結型となるのが最善の方法です。つまり、バージョン管理されたアプリケーションの場合は通常、グローバル・リソースではなく、アプリケーション・スコープのJMSおよびJDBCリソースを可能な限り使用します。
アプリケーションがグローバル・リソースを使用する必要がある場合、アプリケーションが複数のインスタンスによる安全な同時アクセスをサポートするようにプログラミングする必要があります。これは、アプリケーションが外部(別にデプロイされた)アプリケーションまたは外部プロパティ・ファイルを使用する場合にも当てはまります。WebLogic Serverでは、バージョン管理されたアプリケーションでグローバル・リソースを使用できない仕様にはなっていないので、リソースへのアクセスが安全な方法で行われるようにする必要があります。
バージョン管理されたアプリケーション内からグローバルJNDIリソースをルックアップすると、警告メッセージが表示されます。このチェックを無効にするには、JNDIルックアップ時にJNDI環境プロパティweblogic.jndi.WLContext.ALLOW_GLOBAL_RESOURCE_LOOKUP
をtrue
に設定します。
同様に、外部アプリケーションをルックアップしたときに警告が表示されないようにするには、JNDI環境プロパティweblogic.jndi.WLContext.ALLOW_EXTERNAL_APP_LOOKUP
をtrue
に設定します。
WebLogic Serverは、JMSおよびJDBCアプリケーション・モジュールなどのアプリケーション・スコープのリソースを、アプリケーションで使用可能なローカルJNDIツリーにバインドします。バージョン管理されていないアプリケーションと同様に、バージョン管理されているアプリケーションは、このローカル・ツリーからアプリケーション・スコープのリソースを直接ルックアップできます。アプリケーション・スコープJMSモジュールには、JMS APIまたはメッセージドリブンBeanなどのサポートされているJMSインタフェースを介してアクセスできます。
グローバルJNDIツリーにバインドされているアプリケーション・モジュールには、同じアプリケーション・バージョン内からのみアクセスする必要があります。WebLogic Serverは、バージョン管理されているアプリケーションでデプロイされたグローバル・リソースに対してバージョン対応JNDIルックアップとバインドを実行します。デフォルトでは、グローバル・リソースに対する内部JNDIルックアップは、同じバージョンのアプリケーションに対するバインドを返します。
現在のバージョンのアプリケーションが見つからない場合は、JNDI環境プロパティweblogic.jndi.WLContext.RELAX_VERSION_LOOKUP
を使用して、同じバージョンではなく、現在アクティブなバージョンのアプリケーションからバインドを返します。
注意:: ルックアップしている新旧バージョンのリソースが互換可能であることが明らかな場合にのみ、 |
アプリケーションで使用するセキュリティ・プロバイダは、WebLogic ServerアプリケーションのバージョニングSSPIをサポートする必要があります。デフォルトのWebLogic Serverセキュリティ・プロバイダ(許可、ロール・マッピング、および資格証明マッピング・プロバイダ)は、アプリケーション・バージョニングSSPIをサポートしています。
本番再デプロイメントを使用するには、アプリケーションの現在のデプロイされているバージョンと更新されたバージョンの双方が一意のバージョン識別子を指定する必要があります。「アプリケーションのバージョンの割当て」を参照してください。
バージョン管理されたアプリケーションは、各バージョンで共通しているアプリケーション名とアプリケーションのバージョンごとに変わるアプリケーション識別子の両方をプログラムで取得できます。デプロイされたバージョンに関係なく、アプリケーション名を参照するエラー・メッセージまたは基本表示には、アプリケーション名を使用します。アプリケーションのデプロイされたバージョンに対してアプリケーションが一意の識別子を提供する必要がある場合は、アプリケーションIDを使用します。名前と識別子を提供するMBean属性の詳細は、「バージョン情報へのアクセス」を参照してください。
「本番再デプロイメントとは」の説明にあるとおり、WebLogic Serverは、進行中のクライアントの全作業が完了するまで、クライアント・アプリケーションのリクエストを同じバージョンのアプリケーションにルーティングします。ただし、アプリケーションのバージョンがタイムアウト期間によってリタイアされるか、デプロイされていない場合、クライアントのリクエストは、アクティブなバージョンのアプリケーションにルーティングされます。つまり、指定したアプリケーション・バージョンに対するクライアントの関連付けは、best-effortに基づいて維持されます。
リクエストの処理時に別のアプリケーションに再帰的にアクセスするクライアント・アプリケーションの場合、この性質は問題となる場合があります。WebLogic Serverは、再帰的にアクセスされたアプリケーションの同じバージョンにリクエストをディスパッチしようとしますが、中間のアプリケーション・バージョンが手動でデプロイされていないこと、およびタイムアウト期間後であることを保証しません。厳密なバージョン要件を持つ関連アプリケーションのグループがある場合は、本番再デプロイメント時のバージョンの一貫性を維持するために、全アプリケーションをまとめてパッケージ化することをお薦めします。
アプリケーションのMANIFEST.MF
のバージョン識別子を指定し、新しいアプリケーションがデプロイメント用にリリースされるたびにバージョンを自動的にインクリメントするように指定することをお薦めします。これにより、管理者またはデプロイヤがアプリケーションを再デプロイするたびに、本番再デプロイメントが実行されるようになります。
テスト目的で、デプロイヤが、デプロイメントおよび再デプロイメント時にバージョン識別子をアプリケーションに割り当てることもできます。『Oracle WebLogic Serverへのアプリケーションへのデプロイ』のデプロイメントおよび再デプロイメント中のバージョン識別子の割当てに関する項を参照してください。
WebLogic Serverは、MANIFEST.MF
ファイルのWeblogic-Application-Version
プロパティの値からアプリケーション・バージョンを取得します。バージョン文字列には最大で215文字まで指定できます。表7-1に示す有効な文字以外は使用できません。
たとえば、次のマニフェスト・ファイルの内容は、バージョン「v920.beta」
のアプリケーションを示します。
WebLogic Server 9.2以降へのデプロイメント用にアプリケーションをアップグレードする場合、AppDeploymentMBean
から取得されたName
属性は、デプロイされたアプリケーション名およびアプリケーションのバージョン文字列で構成された一意のアプリケーション識別子を戻します。デプロイされたアプリケーション名が必要なアプリケーションは、Name
属性ではなく、新しいApplicationName
属性を使用する必要があります。一意の識別子が必要なアプリケーションは、Name
属性とApplicationIdentifier
属性のどちらでも使用できます(「バージョン情報へのアクセス」を参照)。
アプリケーション・コードは、新しいMBean属性を使用して、表示やロギングなどに使用するバージョン情報を取得できます。次の表では、ApplicationMBean
で利用できる読取り専用属性を示します。
表7-2 ApplicationMBeanの読取り専用のバージョン属性
属性名 | 説明 |
---|---|
ApplicationName | アプリケーションのデプロイメント名を表す文字列 |
VersionIdentifier | 同じアプリケーションのすべてのバージョンの中から、現在のアプリケーションのバージョンを一意に識別する文字列 |
ApplicationIdentifier | デプロイされたすべてのアプリケーションおよびバージョンの中から、現在のアプリケーションのバージョンを一意に識別する文字列 |
ApplicationRuntimeMBean
でも、新しい読取り専用属性のバージョン情報を利用できます。次の表を参照してください。
表7-3 ApplicationRuntimeMBeanの読取り専用のバージョン属性
属性名 | 説明 |
---|---|
ApplicationName | アプリケーションのデプロイメント名を表す文字列 |
ApplicationVersion | アプリケーションのバージョンを表す文字列 |
ActiveVersionState | アクティブなアプリケーション・バージョンの現在の状態を示す整数。アクティブなバージョンの有効な状態は次のとおりです。
詳細は、Oracle WebLogic Server APIリファレンスを参照してください。 管理者が本番再デプロイメント・プロセスを逆転させる場合もあるため、現在アクティブなバージョンが、最後にデプロイされたバージョンに対応しているとは限りません。詳細は、『Oracle WebLogic Serverへのアプリケーションのデプロイ』の本番再デプロイメント・プロセスのロールバックに関する項を参照してください。 |
この章では、Java EEメタデータ・アノテーションおよび依存関係インジェクション(DI)について説明します。
この章の内容は以下のとおりです。
Java EEアノテーションの使用により、標準のapplication.xml
およびweb.xml
デプロイメント記述子は省略可能になりました。このJava EEプログラミング・モデルでは、EJB、サーブレット、Webアプリケーション、JSPなどのWebコンテナ用のJDK 6.0アノテーション機能を使用します(http://download.oracle.com/javaee/6/api/
を参照)。
アノテーションを使用すると、コンテナ内でのアプリケーション・コンポーネントの動作、依存関係インジェクションのリクエスト方法などをJavaクラス自体の中で指定でき、アプリケーションの開発プロセスを簡略化できます。アノテーションは、エンタープライズ・アプリケーションの以前のバージョン(Java EE 1.4以前)で必要とされたデプロイメント記述子にかわるものです。
アプリケーション・コンポーネントでは、必要なものの定義にアノテーションを使用できます。アノテーションを使用すると、デプロイメント記述子を扱う必要がなくなります。アノテーションにより、アプリケーション・コンポーネントの開発は簡略化されます。引続きデプロイメント記述子により、アノテーションで定義した値をオーバーライドすることもできます。アノテーション使用の一例としては、依存関係インジェクション(DI)を必要とするフィールドまたはメソッドの定義が挙げられます。アノテーションは、EJBやサーブレットのような、POJO (プレーンな従来型Javaオブジェクト)コンポーネント・クラスに対して定義されます。
フィールドまたはメソッド上のアノテーションでは、「リソースの依存関係インジェクション」に記載のとおり、フィールドやメソッドが注入を必要とすることを宣言できます。また、クラス自体にアノテーションを適用することもできます。クラス・レベルのアノテーションは、アプリケーション・コンポーネントの環境内でエントリを宣言しますが、リソースの注入にはつながりません。むしろ、アプリケーション・コンポーネントでは、JNDIまたはコンポーネント・コンテキスト・ルックアップ・メソッドを使用してエントリをルックアップすることが前提となっています。アノテーションをクラスに適用する際には、JNDI名および環境エントリ・タイプを明示的に指定する必要があります。
Java EE開発API [JSR88]を使用すると、開発者はデプロイメント記述子を調べることができます。たとえば、デプロイメント記述子のないEJBモジュールの場合を考えます。このモジュールには、アノテーションを使用するEJBとして宣言されたクラスがあることが前提です。Session Helperのユーザーは、引き続きモジュールをデプロイメント記述子がある場合と同様に扱えます。したがって、開発者は構成情報を修正でき、その情報はデプロイメント・プランに書き出されます。デプロイメント中はこれらのプランが尊重され、アノテーションからの情報をオーバーライドします。
WebLogic Serverユーティリティappc
(およびそれに対応するAnt wlappc
とAppmerge
)では、メタデータ・アノテーションをサポートしています。appmerge
およびappc
ユーティリティは、アプリケーションまたはモジュールを入力として取り、それらを処理して、それぞれ出力アプリケーションまたはモジュールとして生成します。-writeInferredDescriptors
フラグと一緒に使用すると、出力アプリケーションまたはモジュールには、アノテーション情報と共にデプロイメント記述子が含まれます。また記述子では、出力アプリケーションまたはモジュールが直接デプロイされるのであれば、実行の必要なアノテーション処理はないため、metadata-complete
属性がtrue
に設定されます。ただし、以前に処理されたアプリケーションまたはモジュールでこれらのツールが呼び出された場合、metadata-complete
属性がtrue
に設定されていると、appmerge
およびappc
がアノテーションの処理について制限を受けます。
そのような場合、.orig
接尾辞によって、本来の記述子を保持する必要があります。出力アプリケーションに対してアノテーションの処理を再適用する場合、開発者は記述子を復元して、もう一度-writeInferredDescriptors
フラグを使用する必要があります。appmerge
またはappc
が、標準のデプロイメント記述子の存在しないエンタープライズ・アプリケーションで、-writeInferredDescriptors
とともに使用されると、記述子が生成され、Java EE仕様の推論ルールに基づき、書き出されます。
appc
の使い方の詳細は、「weblogic.appcリファレンス」を参照してください。appmerge
の使い方の詳細は、「weblogic.appmergeを使用したライブラリの結合」を参照してください。
デプロイされたモジュールは、update
デプロイメント操作を使用して更新できます。そのような更新において、デプロイメント記述子または更新されたクラスに変更があった場合、コンテナでは新しいデプロイメント記述子を処理する一方で、アノテーション情報を再度検討する必要があります。
コンテナでは、記述子フレームワークの2フェーズの更新メカニズムを使用して、現在の記述子と提案されている記述子の相違点を確認します。このメカニズムはまた、動的でないプロパティに変更があった場合も、コンテナにそれを通知します。その後、コンテナはそのような動的でない変更を、独自の特定的な方法によって処理します。コンテナでは、正しい参照との相違点を確実に発見するため、提案された記述子に対しアノテーション処理を実行する必要があります。
同様に、モジュールのクラスの一部は、更新処理中に更新可能です。これらのクラスがアノテーションを通じて構成情報に影響を与えることがあり得るとわかった場合、コンテナは変更が加えられることを回避します。
依存関係インジェクション(DI)を使用することで、アプリケーション・コンポーネントで外部リソースおよび構成パラメータに対する依存関係をアノテーションを介して宣言できます。コンテナはこれらのアノテーションを読み込み、リソースまたは環境エントリをアプリケーション・コンポーネントに注入します。依存関係インジェクションは、リソースのルックアップをjavax
インタフェースまたはJNDI APIを使用して行うことにかわる、非常に簡単なプログラミング方法です。
アプリケーション・コンポーネントのフィールドまたはメソッドには、@Resource
アノテーションを付けることができます。コンテナは、必要に応じて環境エントリを解放し、インジェクション・フィールドまたはメソッドに使用されるプリミティブ型に一致させます。例8-1は、アプリケーション・コンポーネントで@Resource
アノテーションを使用して環境エントリを宣言する方法を示しています。
例8-1 環境エントリの依存関係インジェクション
上記のコードでは、@resource
アノテーションは名前を指定していません。したがって、コンテナは<
class-name
という>/maxExemptions
env-entry
名を探し、そのエントリの値をmaxExemptions
変数に注入します。フィールドまたはメソッドには、任意のアクセス修飾子(public、privateなど)を指定できます。アプリケーション・クライアントのメイン・クラス以外のすべてのクラスについて、フィールドまたはメソッドは、静的なものとする必要があります。アプリケーション・クライアントは、Java EEアプリケーションと同じライフサイクルを使用するため、アプリケーション・クライアントのメイン・クラスのインスタンスが、アプリケーション・クライアントのコンテナによって作成されることはありません。その代わり、静的なmainメソッドが呼び出されます。アプリケーション・クライアントのメイン・クラスに対する注入をサポートするため、注入用にアノテーションを付けられるフィールドまたはメソッドは静的であることが必要です。
アプリケーション・コンポーネントでは、すべてのリソースが注入された後で、独自に初期化を実行する必要がある場合があります。このケースをサポートするため、クラスのメソッドの1つに、@PostConstruct
アノテーションを付けることができます。このメソッドは、すべての注入が行われた後、クラスのサービスが開始される前に呼び出されます。このメソッドは、クラスが注入されるリソースをリクエストしていなくても呼び出されます。同様に、コンテナによってライフサイクルを管理されているクラスでは、クラスのサービスが終了し、これ以上はコンテナによって使用されなくなったときに呼び出される、1つのメソッドに@PreDestroy
アノテーションを適用できます。クラス階層構造内の各クラスに、@PostConstruct
メソッドと@PreDestroy
メソッドを指定できます。
メソッドの呼出し順は、クラス階層構造における順序に一致しており、スーパークラスに対するメソッドが、サブクラスに対するメソッドよりも前に呼び出されます。Java EE側からは、これらのJava EEクライアントのライフサイクル・メソッドの呼び出しに関与しているのは、アプリケーション・クライアント・コンテナのみです。Java EEクライアントのライフサイクル・メソッドは静的であることが必要です。Java EEクライアントは、@PostConstruct
コールバックをサポートするのみです。
この項では、以下のアノテーションのリファレンス情報を提供します。
WebLogic Server Enterprise JavaBeansに対するEJB固有のアノテーションの詳細は、『Oracle WebLogic Server Enterprise JavaBeansのプログラミング』を参照してください。
WebLogic Serverアプリケーションに対するWebコンポーネント固有のアノテーションの詳細は、『Oracle WebLogic Server Webアプリケーション、サーブレット、JSPの開発』のWebコンポーネント用のWebLogicアノテーションに関する項を参照してください。
ターゲット: メソッド
初期化を実行するために、依存関係インジェクションが完了した後、1番目のビジネス・メソッドを呼び出す前にアプリケーション・コンポーネントから呼び出す必要のあるライフサイクル・コールバック・メソッドを指定します。このメソッドは、すべての注入が行われた後、クラスのサービスが開始される前に呼び出されます。このメソッドは、クラスが注入されるリソースをリクエストしていなくても呼び出されます。
依存関係インジェクションを含むすべてのコンポーネントには、@PostConstruct
メソッドを指定する必要があります。
このアノテーションは、コンポーネント内の1つのメソッドにのみ付けることができます。
@PostConstruct
アノテーションを付けるメソッドは、以下の要件を満たす必要があります。
メソッドにパラメータを指定してはいけません - ただし、EJBインターセプタの場合にかぎり、EJB仕様で定義されているとおりjavax.interceptor.InvocationContext
オブジェクトを取ります。 void
でなければなりません。 public
、protected
、package private
、またはprivate
にすることは可能です。 static
であってはいけません。 final
でもnon-final
でもかまいませんが、EJBの場合はnon-final
とする必要があります。 メソッドから未確認の例外がスローされる場合は、そのクラスをサービスに含めないでください。EJBの場合、PostConstructがアノテーションとして指定されたメソッドでは、
例外を処理し、クリーンアップを実行してからBeanインスタンスを破棄できます。 このアノテーションには、属性はありません。
ターゲット: メソッド
アプリケーション・コンポーネントがコンテナによって破棄されようとしていることを通知するライフサイクル・コールバック・メソッドを指定します。通常、このアノテーションは、クラスが保持しているリソースを解放するメソッドに適用します。
このアノテーションは、Beanクラス内の1つのメソッドにのみ付けることができます。
@PreDestroy
アノテーションを付けるメソッドは、以下の要件を満たす必要があります。
メソッドにパラメータを指定してはいけません - ただし、EJBインターセプタの場合にかぎり、EJB仕様で定義されているとおりjavax.interceptor.InvocationContext
オブジェクトを取ります。 void
でなければなりません。 public
、protected
、package private
、またはprivate
にすることは可能です。 static
であってはいけません。 final
でもnon-final
でもかまいませんが、EJBの場合はnon-final
とする必要があります。 メソッドから未確認の例外がスローされる場合は、そのクラスをサービスに含めないでください。EJBの場合、PreDestroyがアノテーションとして指定されたメソッドでは、
例外を処理し、クリーンアップを実行してからBeanインスタンスを破棄できます。 このアノテーションには、属性はありません。
ターゲット: クラス、メソッド、フィールド
外部リソース(JDBCデータ・ソース、JMS宛先、接続ファクトリなど)への依存関係を指定します。
このアノテーションをフィールドまたはメソッドに指定すると、Beanの初期化時に、リクエストされたリソースのインスタンスがBeanに注入されます。このアノテーションをクラスに適用すると、コンポーネントが実行時にルックアップするリソースが宣言されます。
属性
表8-1 javax.annotation.Resourceアノテーションの属性
名前 | 説明 | データ型 | 必須? |
---|---|---|---|
name | リソースのJNDI名を指定します。
| 文字列 | いいえ |
type | リソースのJavaデータ型を指定します。
| Class | いいえ |
authenticationType | このリソースに使用する認証タイプを指定します。 この属性の有効な値は以下のとおりです。
デフォルト値は | AuthenticationType | いいえ |
shareable | リソースを、このコンポーネントと他のコンポーネントとの間で共有できるかどうかを指定します。 この属性の有効な値は、 | ブール | いいえ |
mappedName | コンポーネント参照をマップするWebLogic Server固有の名前を指定します。 ただし、WebLogicデプロイメント記述子ファイル内でJNDI名を指定しない場合、ルックアップされるJNDI名として
つまり、 | 文字列 | いいえ |
description | リソースの説明を指定します。 | 文字列 | いいえ |
ターゲット: クラス
@Resource
アノテーションの配列を指定します。アノテーションの繰返しは許可されていないため、Resourcesアノテーションは、複数のリソース宣言のコンテナとして機能します。
属性
表8-2 javax.annotation.Resourcesアノテーションの属性
名前 | 説明 | データ型 | 必須? |
---|---|---|---|
value |
|
| はい |
この項では、以下のアノテーションのリファレンス情報を提供します。
ターゲット: クラス
Java EEコンテナで使用されるセキュリティ・ロールを定義します。
通常、このアノテーションは、アノテーションを付けたクラスのメソッド内から(たとえばisUserInRole
メソッドを使用して)テストできるロールを定義するために使用します。また、クラスまたはクラスのメソッドで@RolesAllowed
アノテーションを使用している場合はロールが暗黙的に宣言されますが、このアノテーションを使用することでそれらのロールを明示的に宣言できます。
セキュリティ・ロールは、WebLogic Serverで管理コンソールを使用して作成できます。詳細は、「セキュリティ・ロールの管理」を参照してください。
属性
表8-3 javax.annotation.security.DeclareRolesアノテーションの属性
名前 | 説明 | データ型 | 必須? |
---|---|---|---|
value | Java EEコンテナ内で使用するセキュリティ・ロールの配列を指定します。 | String[] | はい |
ターゲット: メソッド
このアノテーションを付けたメソッドへのアクセスを、どのセキュリティ・ロールにも許可しないことを指定します。つまり、このメソッドは、Java EEコンテナでの実行から除外されます。
このアノテーションには、属性はありません。
ターゲット: メソッド
このアノテーションを付けたメソッドへのアクセスを、WebLogic Serverに定義されているすべてのセキュリティ・ロールに許可することを指定します。
このアノテーションには、属性はありません。
ターゲット: クラス、メソッド
Java EEコンテナ内のメソッドにアクセスできるセキュリティ・ロールのリストを指定します。
クラス・レベルで指定した場合は、アプリケーション・コンポーネント内のすべてのメソッドに適用されます。メソッド・レベルで指定した場合は、そのメソッドにのみ適用されます。このアノテーションをクラス・レベルとメソッド・レベルの両方で指定した場合は、クラス・レベルの値がメソッド・レベルの値によってオーバーライドされます。
セキュリティ・ロールは、WebLogic Serverで管理コンソールを使用して作成できます。詳細は、「セキュリティ・ロールの管理」を参照してください。
属性
表8-4 javax.annotation.security.RolesAllowedアノテーションの属性
名前 | 説明 | データ型 | 必須? |
---|---|---|---|
value | Java EEコンテナのメソッドにアクセスできるセキュリティ・ロールのリストを指定します。 | String[] | はい |
ターゲット: クラス
Java EEコンテナを実際に実行するセキュリティ・ロールを指定します。
指定するセキュリティ・ロールは、WebLogic Serverのセキュリティ・レルム内に存在し、ユーザーまたはグループにマッピングされている必要があります。詳細は、「セキュリティ・ロールの管理」を参照してください。
属性
表8-5 javax.annotation.security.RunAsアノテーションの属性
名前 | 説明 | データ型 | 必須? |
---|---|---|---|
value | Java EEコンテナが実行されるセキュリティ・ロールを指定します。 | 文字列 | はい |
WebLogic Serverは、Contexts and Dependency Injection (CDI)仕様の実装を提供します。CDI仕様には、注入を使用してアプリケーション内の依存関係を指定するための一連のサービスが定義されています。CDIは、Beanのコンテキストに基づいたライフ・サイクル管理、型保証注入ポイント、疎結合イベント・フレームワーク、疎結合インターセプタおよびデコレータ、Beanのかわりの実装、Unified Expression Language (EL)によるBeanのナビゲーション、CDI拡張がサード・パーティのフレームワークまたは将来のJava EEコンポーネントをサポートできるようにするサービス・プロバイダ・インタフェース(SPI)を提供します。
次の項では、アプリケーション内でのCDI for the Java EE platformの使用方法について説明します。
CDIは、『Java Specification Request (JSR) 299: Contexts and Dependency Injection for the Java EE platform』によって指定されています。この仕様は、以前はWeb Beansと呼ばれていました。CDIは、次の関連する仕様を使用します。
CDIは、次の機能を提供します。
CDIは、次のようなJava EEの主なコンポーネント・テクノロジと統合されます。
このような統合により、サーブレットやEJBコンポーネントなど標準Java EEオブジェクトが、依存関係のCDI注入を使用できるようになります。CDI注入により、たとえば、WebアプリケーションでJSFテクノロジとともにマネージドBeanを簡単に使用できるようになります。
詳細は、Java EE 6チュートリアルのContexts and Dependency Injection for the Java EE Platformの概要に関する項を参照してください。
CDIの使用方法を示す完全な例は、WL_HOME
\samples\server\examples\src\examples\javaee6\cdi
にインストールされたcdi
サンプル・アプリケーションで提供されています。WL_HOME
はWebLogic Serverのインストール・ディレクトリです。
Beanは、CDIによって作成および管理できるオブジェクトのソースです。詳細は、Java EE 6チュートリアルのBeanに関する項を参照してください。
マネージドBeanは、CDIアプリケーションの基本コンポーネントであり、CDIによって作成および管理できるBeanを定義します。マネージドBeanを定義するには、次の条件のいずれかを満たす最上位レベルのプレーンな従来型Javaオブジェクト(POJO)クラスを定義します。
注意: マネージドBeanを定義するために、アノテーションなど特別な宣言は必要ありません。アプリケーションのマネージドBeanを注入に使用できるようにするには、「CDIアプリケーションの構成」の説明に従ってアプリケーションを構成する必要があります。 |
自身で定義するBeanを使用するには、それらを、JavaServer Facesアプリケーションなどのアプリケーションが使用できる別のBeanに注入します。詳細は、Java EE 6チュートリアルのBeanの注入に関する項を参照してください。
CDIでは、Bean名ではなく、注入ポイントで指定されているJavaの型に基づいてBeanクラスを選択することで、型を保証してBeanを注入できます。CDIでは、注入ポイントのJavaの型からBeanを注入する場所も判別されます。
この点において、CDIのBeanの注入は、Java EE 5のリソース注入とは異なります。Java EE 5のリソース注入では、リソースの文字列名から注入するリソースが選択されます。たとえば、javax.annotation.Resource
アノテーションで注入されるデータ・ソースは、その文字列名によって識別されます。
Beanを注入するには、注入するBeanを使用するクラス内に注入ポイントを作成することで、Beanのインスタンスを取得します。javax.inject.Inject
アノテーションで、次のプログラム要素の1つに注釈付けすることで注入ポイントを作成します。
例9-1は、@Inject
アノテーションを使用してBeanを別のBeanに注入する方法を示します。
Beanのスコープは、そのBeanを使用するアプリケーションとユーザーの対話の期間を定義します。Webアプリケーションが、別のBeanクラスを注入するBeanを使用できるようにするには、そのBeanがアプリケーションとユーザーの対話の期間にわたって状態を保持できるようにする必要があります。
Beanのスコープを定義するには、Beanのクラス宣言にそのスコープのアノテーションを付けます。javax.enterprise.context
パッケージは、次のスコープを宣言します。
@RequestScoped
@SessionScoped
@ApplicationScoped
@ConversationScoped
@Dependent
これらのスコープの詳細は、Java EE 6チュートリアルのスコープの使用方法に関する項を参照してください。
Beanのスコープを定義しない場合、Beanのスコープはデフォルトの@Dependent
になります。@Dependent
のスコープは、そのBeanのライフ・サイクルを、そのBeanの注入先のオブジェクトのライフ・サイクルにすることを指定します。
@Dependent
以外の事前定義済スコープは、コンテキスト・スコープです。CDIは、コンテキスト・スコープのBeanを、Java EE仕様によって定義されるライフ・サイクルを持つコンテキストに配置します。たとえば、セッション・コンテキストとそのBeanは、HTTPセッションのライフタイムの間のみ存在します。注入されるBeanへの参照は、コンテキストを認識しています。参照は常に、参照するスレッドのコンテキストに関連付けられたBeanに適用されます。CDIコンテナによって、オブジェクトは、それらのオブジェクトに対して指定されているスコープによって決定される適切な時点で作成され、注入されます。
例9-2は、Beanのスコープを定義する方法を示します。
例9-2 Beanのスコープの定義
この例では、Accountant
Beanクラスのスコープを@RequestScoped
と定義します。
この例のAccountant
クラスは、@BeanCounter
修飾子によって修飾されています。詳細は、「修飾子の使用方法」を参照してください。
注入ポイントでのBeanのスコープのオーバーライドにより、アプリケーションは、デフォルト・スコープ@Dependent
を持つBeanの新しいインスタンスをリクエストできます。@Dependent
のスコープは、そのBeanのライフ・サイクルを、そのBeanの注入先のオブジェクトのライフ・サイクルにすることを指定します。CDIコンテナは、インスタンスにその他のライフ・サイクル管理を提供しません。スコープの詳細は、「Beanのスコープの定義」を参照してください。
注意: Beanのスコープのオーバーライドによる影響は、特にオーバーライドされるスコープが |
注入ポイントでBeanのスコープをオーバーライドするには、@Inject
アノテーションのかわりにjavax.enterprise.inject.New
アノテーションを使用することでBeanを注入します。@Inject
アノテーションの詳細は、「Beanの注入」を参照してください。
修飾子によって、特定のBeanタイプの実装を複数提供できます。修飾子を使用する場合、開発時に複数の実装の中から選択します。詳細は、Java EE 6チュートリアルの修飾子の使用方法に関する項を参照してください。
修飾子の使用方法には、次の項で説明するタスクが含まれます。
修飾子は、アプリケーションによって定義されるアノテーションであり、Beanタイプの実装の識別を可能にします。提供するBeanタイプの実装ごとに修飾子を1つ定義します。
修飾子は、Beanタイプの複数の実装を提供し、かつ代替を使用していない場合にのみ定義します。Beanタイプに対して修飾子が定義されていない場合、そのタイプのBeanが注入されるときにCDIによって事前定義済修飾子@Default
が適用されます。
注意: CDIでは、修飾子が特定のBeanに一意である必要はありません。1つの修飾子を複数のBeanタイプに定義できます。 |
修飾子を定義する手順は、次のとおりです。
javax.inject.Qualifier
アノテーションでアノテーション・タイプの宣言に注釈付けします。 このためには、java.lang.annotation.Retention(RUNTIME)
メタアノテーションを使用します。
METHOD
、FIELD
、PARAMETER
およびTYPE
に適用できることを指定します。 このためには、java.lang.annotation.Target({METHOD, FIELD, PARAMETER, TYPE})
メタアノテーションを使用します。
次の例では、修飾子@BeanCounter
および@PeopleManager
を、同じBeanタイプの別々の実装に対して定義する方法を示します。
例9-3 @BeanCounter修飾子の定義
この例では、@BeanCounter
修飾子を定義します。
例9-4 @PeopleManager修飾子の定義
この例では、@PeopleManager
修飾子を定義します。
Beanに修飾子を適用すると、Beanタイプの実装が特定されます。1つのBeanに、任意の数の修飾子を適用することも、修飾子を適用しないこともできます。Beanに修飾子が適用されていない場合、CDIによって暗黙的に事前定義済修飾子@Default
がそのBeanに適用されます。
注意: CDIでは、修飾子が特定のBeanに一意である必要はありません。1つのアプリケーション内で使用可能な一連のBeanで異なるタイプのBeanに同じ修飾子を適用できます。 |
修飾子をBeanに適用するには、そのBeanのクラス宣言に、適用する各修飾子で注釈付けします。Beanに適用する修飾子は、「Beanタイプの実装に対する修飾子の定義」の説明に従って定義する必要があります。
次の例では、修飾子@BeanCounter
および@PeopleManager
をManager
Beanタイプの別々の実装に対して適用する方法を示します。
例9-5 Beanへの@BeanCounter修飾子の適用
この例では、@BeanCounter
修飾子をAccountant
クラスに適用します。Accountant
クラスは、Manager
Beanタイプの実装です。@BeanCounter
修飾子は、例9-3で定義されています。
例9-6 Beanへの@PeopleManager修飾子の適用
この例では、@PeopleManager
修飾子をBoss
クラスに適用します。Boss
クラスは、Manager
Beanタイプの実装です。@PeopleManager
修飾子は、例9-4で定義されています。
修飾Beanを注入するには、注入ポイントを作成し、その注入ポイントにBeanの修飾子で注釈付けします。注入ポイントの修飾子は、注入ターゲットの全体的な要件を定義します。CDIアプリケーションには、注入ポイントのタイプと、注入ポイントに注釈付けされている修飾子に一致するCDIマネージドBeanが含まれている必要があります。それ以外の場合は、デプロイメント・エラーが発生します。注入ポイントの作成方法の詳細は、「Beanの注入」を参照してください。
注入ポイントに注釈付けしない場合、デフォルトで事前定義済修飾子@Default
がその注入ポイントに適用されます。
CDIでは、注入ポイントは、最初にBeanタイプを一致させ、次にそのタイプの実装を注入ポイントの修飾子と一致させることで解決されます。
アクティブなBeanクラスのうちの1つのみを、注入ポイントのBeanタイプおよび修飾子と一致させることができます。それ以外の場合は、エラーが発生します。
Beanクラスは、次の状況のいずれかでアクティブです。
代替の詳細は、「Beanタイプの代替の実装の提供」を参照してください。
例9-7は、修飾Beanの注入方法を示します。
例9-7 修飾Beanの注入
この例では、Manager
Beanタイプの@BeanCounter
実装を注入します。Manager
Beanタイプは、次のクラスによって実装されています。
この例では、Accountant
クラスが注入されます。それは、このクラスのBeanタイプと修飾子が、注入ポイントのBeanタイプと修飾子に一致するためです。
エンタープライズ・アプリケーションの開発、テスト、および本番デプロイメントの各環境は、大きく異なる場合があります。構成、リソースの可用性、およびパフォーマンスの要件の相違により、1つの環境に適したBeanクラスが、別の環境には合わないことがあります。
同じアプリケーションでも、デプロイメント・シナリオの相違によって、異なるビジネス・ロジックが必要とされる場合もあります。たとえば、注文処理アプリケーションでは、国固有の消費税法によって国固有の消費税のビジネス・ロジックが必要な場合もあります。
Beanタイプの代替の実装を提供することにより、そのような異なる要件を満たすためにデプロイメント時にアプリケーションを変更できます。CDIでは、対応するプライマリの実装のかわりに、任意の数の代替のBeanタイプの実装から注入するものを選択できます。詳細は、Java EE 6チュートリアルの代替の使用方法に関する項を参照してください。
Beanタイプの代替の実装の提供には、次の項で説明するタスクが含まれます。
Beanタイプの代替の実装を定義する手順は、次のとおりです。
どの代替もアプリケーションに注入できるようにするには、すべての代替とプライマリの実装が、すべて同じBeanタイプであることが必要です。Beanの注入方法の詳細は、「Beanの注入」を参照してください。
avax.enterprise.inject.Alternative
アノテーションで実装のクラス宣言に注釈付けします。 注意: デフォルトで必ずプライマリの実装が選択されるようにするには、プライマリの実装のクラス宣言に |
次の例では、1つのBeanタイプのプライマリの実装と代替の実装の宣言を示します。代替の実装は、テストで使用するための模擬の実装です。
例9-8 Beanタイプのプライマリの実装の宣言
この例では、BeanタイプOrder
のプライマリの実装OrderImpl
を宣言します。
例9-9 Beanタイプの代替の実装の宣言
この例では、BeanタイプOrder
の代替の実装MockOrderImpl
を宣言します。このBeanタイプのプライマリの実装の宣言を例9-8に示します。
デフォルトでは、CDIはアプリケーションへの注入にBeanタイプのプライマリの実装を選択します。代替の実装を注入する必要がある場合は、明示的にその代替を選択する必要があります。
アプリケーションに対して代替の実装を選択する手順は、次のとおりです。
beans.xml
ファイルのalternatives
要素に、代替のclass
要素を追加します。 class
要素に、代替の完全修飾クラス名を指定します。 beans.xml
ファイルの詳細は、「CDIアプリケーションの構成」を参照してください。
例9-16は、Beanタイプの代替の実装を選択するためのbeans.xml
ファイルのclass
要素を示しています。
例9-10 Beanタイプの代替の実装の選択
この例では、代替の実装com.example.orderprocessor.MockOrderImpl
を選択します。
CDIでは、スコープおよび修飾子をセッションBeanに適用できます。セッションBeanは、次の要件のいずれかを満たすEJBコンポーネントです。
javax.ejb.Singleton
。シングルトン・セッションBeanを指定します。 javax.ejb.Stateful
。ステートフル・セッションBeanを指定します。 javax.ejb.Stateless
。ステートレス・セッションBeanを指定します。 ejb-jar.xml
デプロイメント記述子ファイルにリストされています。 セッションBeanの詳細は、次のドキュメントを参照してください。
CDIによりセッションBeanに適用できるスコープは、表9-1に示すようにセッションBeanのタイプに応じて異なります。
表9-1 セッションBeanに適用できるCDIスコープ
セッションBeanタイプ | 適用できるスコープ |
---|---|
シングルトン | 次のスコープのいずれかです。
|
ステートフル | 任意 |
ステートレス | Dependent |
CDIにおけるスコープの詳細は、「Beanのスコープの定義」を参照してください。
CDIで、ステートフル・セッションBeanへの参照が注入されるときは、CDIによってBeanが作成され、Beanのフィールドが注入され、そのスコープに応じてステートフル・セッションBeanが管理されます。コンテキストを破棄するときは、CDIによってステートフル・セッションBeanの削除メソッドがコールされ、そのBeanが削除されます。
CDIでは、任意の修飾子をセッションBeanに適用できます。CDIでは、セッションBeanに適用できる修飾子のタイプに制限はありません。CDIにおける修飾子の詳細は、「修飾子の使用方法」を参照してください。
プロデューサ・メソッドは、注入可能なオブジェクトを生成するメソッドです。
ディスポーザ・メソッドは、アプリケーションが、プロデューサ・メソッドから返されたオブジェクトに、カスタマイズされたクリーンアップを実行できるようにします。
プロデューサ・フィールドは、オブジェクトを生成するBeanのフィールドです。プロデューサ・フィールドは、プロデューサ・メソッドの単純な代替です。
詳細は、Java EE 6チュートリアルのプロデューサ・メソッドおよびフィールドの使用方法に関する項を参照してください。
プロデューサ・メソッドにより、アプリケーションはCDIマネージドBeanの作成方法をカスタマイズできます。このカスタマイズには、CDIがBeanを解決するために通常使用するプロセスのオーバーライドも含まれます。プロデューサ・メソッドにより、CDI Beanクラスのインスタンスではないオブジェクトを注入できるようになります。
プロデューサ・メソッドは、CDI BeanクラスまたはセッションBeanクラスのメソッドであることが必要です。ただし、プロデューサ・メソッドは、CDI Beanクラスのインスタンスではないオブジェクトを返すことができます。この状況では、プロデューサ・メソッドはBeanタイプが一致するオブジェクトを返す必要があります。
プロデューサ・メソッドには、任意の数のパラメータを指定できます。必要に応じて、これらのパラメータに修飾子を適用できます。プロデューサ・メソッドのすべてのパラメータは、注入ポイントです。したがって、プロデューサ・メソッドのパラメータには、@Inject
アノテーションは必要ありません。
プロデューサ・メソッドを定義するには、javax.enterprise.inject.Produces
アノテーションでメソッドの宣言に注釈付けします。
プロデューサ・メソッドがnullを返すことがある場合は、メソッドのスコープをDependentに設定します。
注意: アプリケーション・コードでプロデューサ・メソッドを直接コールしてもCDIは起動されません。 |
プロデューサ・メソッドの定義の例は、例9-11を参照してください。
プロデューサ・メソッドから返されるオブジェクトのカスタマイズ・クリーンアップが必要な場合は、プロデューサ・メソッドを宣言するクラスでディスポーザ・メソッドを定義します。
ディスポーザ・メソッドを定義するには、javax.enterprise.inject.Disposes
アノテーションで、メソッドの宣言の破棄されるパラメータに注釈付けします。破棄されるパラメータのタイプは、プロデューサ・メソッドの戻りタイプと同じであることが必要です。
ディスポーザ・メソッドは、破棄されるオブジェクトの注入ポイントが、プロデューサ・メソッドのタイプと修飾子の両方に一致する場合に、プロデューサ・メソッドと一致します。1つのディスポーザ・メソッドをクラス内の複数のプロデューサ・メソッドに一致するように定義できます。
例9-11は、@Produces
アノテーションを使用してプロデューサ・メソッドを定義する方法と、@Disposes
アノテーションを使用してディスポーザ・メソッドを定義する方法を示しています。
例9-11 プロデューサ・メソッドとディスポーザ・メソッドの定義
この例では、プロデューサ・メソッドconnect
とディスポーザ・メソッドclose
を定義します。
プロデューサ・メソッドconnect
は、タイプConnection
のオブジェクトを返します。ディスポーザ・メソッドclose
では、パラメータconnection
が、破棄されるパラメータです。このパラメータのタイプは、プロデューサ・メソッドの戻りタイプに一致するタイプConnection
です。
実行時に、CDIフレームワークによってSomeClass
のインスタンスが作成され、プロデューサ・メソッドがコールされます。したがって、CDIフレームワークが、プロデューサ・メソッドに渡されるパラメータの注入を担当します。
プロデューサ・メソッドのスコープは@RequestScoped
です。リクエスト・コンテキストが破棄されるときに、Connection
オブジェクトがそのリクエスト・コンテキストにある場合、CDIによってこのオブジェクトに対してディスポーザ・メソッドがコールされます。そのディスポーザ・メソッドへのコールでは、CDIによってConnection
オブジェクトがパラメータとして渡されます。
プロデューサ・フィールドは、プロデューサ・メソッドの単純な代替です。プロデューサ・フィールドは、マネージドBeanクラスまたはセッションBeanクラスのフィールドにする必要があります。プロデューサ・フィールドは、次の制約に従って、静的である場合も静的でない場合もあります。
プロデューサ・フィールドを定義するには、javax.enterprise.inject.Produces
アノテーションでフィールドの宣言に注釈付けします。
プロデューサ・フィールドにアクセスしたときにnullが含まれている可能性がある場合は、フィールドのスコープをDependentに設定します。
注意: アプリケーション・コード内でプロデューサ・フィールドを直接使用すると、CDIは起動しません。 |
プロデューサ・フィールドには、ディスポーザはありません。
CDIマネージドBeanクラスおよびそれらのスーパークラスでは、マネージドBeanの初期化と破棄の準備のためのアノテーションがサポートされています。これらのアノテーションは、『JSR 250: Common Annotations for the Java Platform』で定義されています。詳細は、第8章「Java EEアノテーションと依存関係インジェクションの使用」を参照してください。
マネージドBeanの初期化では、依存関係インジェクションの後、クラスがサービスを開始する前にCDIフレームワークがコールする必要があるライフ・サイクル・コールバック・メソッドを指定します。
マネージドBeanを初期化する手順は、次のとおりです。
javax.annotation.PostConstruct
アノテーションで、メソッドの宣言に注釈付けします。 マネージドBeanがコンポーネントに注入されると、すべての注入が実行され、すべてのイニシャライザがコールされた後にCDIによってそのメソッドがコールされます。
注意: JSR 250で規定されているように、注釈付けされたメソッドがスーパークラスで宣言される場合、宣言するクラスのサブクラスがそのメソッドをオーバーライドしないかぎり、そのメソッドがコールされます。 |
マネージドBeanの破棄の準備では、アプリケーション・コンポーネントがコンテナによって破棄されようとしていることを通知するライフ・サイクル・コールバック・メソッドを指定します。
マネージドBeanの破棄を準備する手順は、次のとおりです。
このメソッドでは、Beanが保持していたリソースの解放など、Beanを破棄する前に必要なクリーンアップを実行します。
javax.annotation.PreDestroy
アノテーションで、メソッドの宣言に注釈付けします。 Beanを破棄するためのロジックを開始する前にCDIによってそのメソッドがコールされます。
注意: JSR 250で規定されているように、注釈付けされたメソッドがスーパークラスで宣言される場合、宣言するクラスのサブクラスがそのメソッドをオーバーライドしないかぎり、そのメソッドがコールされます。 |
Beanクラスのメソッド呼出しまたはライフ・サイクル・イベントのインターセプトでは、呼出しまたはイベントにインターセプタ・クラスを割り込みます。インターセプタ・クラスを割り込むと、そのインターセプタ・クラスで定義されている追加のアクションが実行されます。インターセプタ・クラスによって、頻繁に実行されるが、アプリケーションのビジネス・ロジックからは分離されているタスクのコードのメンテナンスが簡素化されます。そのようなタスクの例としては、ロギングと監査があります。
注意: インターセプタ・クラスのプログラミング・モデルは、アプリケーションのビジネス・ロジックから分離されている操作に対して最適化されています。ビジネス・セマンティクスを持つ操作を実行するメソッドをインターセプトするには、「マネージドBeanクラスの装飾」の説明に従ってデコレータ・クラスを使用します。 |
Java EE 5仕様で導入されたインターセプタは、EJBコンポーネント固有です。Java EE 5インターセプタの詳細は、『Oracle WebLogic Server Enterprise JavaBeansのプログラミング』のビジネス・メソッドまたはライフ・サイクル・コールバック・イベントのインターセプタの指定に関する項を参照してください。
CDIでは、次のタイプのJava EE管理対象オブジェクトでインターセプタを使用できます。
注意: CDIではEJBエンティティBeanがサポートされていないため、EJBエンティティBeanでは、インターセプタを使用できません。 |
詳細は、Java EE 6チュートリアルのインターセプタの使用方法に関する項を参照してください。
Beanクラスのメソッド呼出しおよびライフ・サイクル・イベントのインターセプトには、次の項で説明するタスクが含まれます。
インターセプタ・バインディング・タイプは、インターセプタ・クラスとインターセプトされるBeanを関連付けるアプリケーション定義のアノテーションです。必要なインターセプタのタイプごとにインターセプタ・バインディング・タイプを定義します。
注意: CDIでは、インターセプタ・バインディング・タイプが特定のインターセプタ・クラスに固有でなくても構いません。1つのインターセプタ・バインディング・タイプを複数のインターセプタ・クラスで使用するように定義できます。 |
インターセプタ・バインディング・タイプを定義する手順は、次のとおりです。
javax.interceptor.InterceptorBinding
アノテーションで、アノテーション・タイプの宣言に注釈付けします。 このためには、java.lang.annotation.Retention(RUNTIME)
メタアノテーションを使用します。
METHOD
およびTYPE
に適用できることを指定します。 このためには、java.lang.annotation.Target({METHOD, TYPE})
メタアノテーションを使用します。
例9-12 インターセプタ・バインディング・タイプの定義
この例では、@Transactional
インターセプタ・バインディング・タイプを定義します。
インターセプタ・クラスは、関連付けられたターゲットBeanクラスで発生するメソッド呼出しまたはライフ・サイクル・イベントへの割込みに使用されます。インターセプタ・クラスでは、ロギングや監査など、頻繁に実行されるが、アプリケーションのビジネス・ロジックからは分離されているタスクのコードを提供します。
インターセプタ・クラスを定義する手順は、次のとおりです。
javax.interceptor.Interceptor
1つのインターセプタ・クラスに、任意の数のインターセプタ・バインディング・タイプを適用できます。
注意: CDIでは、インターセプタ・バインディング・タイプが特定のインターセプタ・クラスに固有でなくても構いません。同じインターセプタ・バインディング・タイプを複数のインターセプタ・クラスに適用できます。 |
CDIでは、インターセプタ・メソッドのシグネチャがインターセプトされるメソッドのシグネチャに一致する必要はありません。
インターセプタ・メソッドは、Beanクラスのメソッド呼出しまたはライフ・サイクル・イベントをインターセプトするときに呼び出されるメソッドです。
インターセプタ・メソッドを特定するには、インターセプタ・メソッドのタイプに適したアノテーションで、メソッドの宣言に注釈付けします。
インターセプタ・メソッドのタイプ | アノテーション |
---|---|
メソッドの呼出し | |
EJBタイムアウト | |
マネージドBeanまたはEJBコンポーネントの初期化 | |
マネージドBeanまたはEJBコンポーネントの破棄 | |
ステートフル・セッションBeanのアクティブ化 | |
ステートフル・セッションBeanの非アクティブ化 |
注意: 1つのインターセプタ・クラスに、複数のインターセプタ・クラスを含めることができます。ただし、1つのインターセプタ・クラスに含めることができる特定のタイプのインターセプタ・メソッドは1つのみです。 |
例9-13は、インターセプタ・クラスを定義する方法を示します。
例9-13 インターセプタ・クラスの定義
この例では、@Transactional
インターセプタ・バインディング・タイプが定義されるインターセプタ・クラスを定義します。このクラスのmanageTransaction
メソッドは、インターセプタ・メソッドです。@Transactional
インターセプタ・バインディングは、例9-12で定義されています。
インターセプトのためのメソッドの特定により、メソッドと、そのメソッドが呼び出されるときに呼び出されるインターセプタが関連付けられます。CDIでは、インターセプトのためにBeanクラスのすべてのメソッドを特定するか、Beanクラスの個別のメソッドのみを特定できます。
CDIでは、インターセプトされるメソッドのシグネチャがインターセプタ・メソッドのシグネチャに一致する必要はありません。インターセプトされるメソッドの引数と戻りタイプを判別するには、インターセプタがインターセプタ・コンテキストを問い合せる必要があります。したがって、Beanクラスのインタフェースのコンパイル時に何も知識がなくても、Beanクラスの任意のメソッドまたはライフ・サイクル・イベントをインターセプトできます。
注意: Java EE 5インターセプタの実装は、インターセプトされるメソッドのアノテーションで宣言する必要があります。CDIインターセプタは、インターセプタ・バインディングを使用して、インターセプタ・メソッドを特定し、インターセプトされるメソッドをそのインターセプタ・メソッドに関連付けます。インターセプトされるメソッドとインターセプタ・メソッドの両方に、バインディングで注釈付けする必要があります。このようにして、インターセプトされるメソッドとインターセプタ・メソッドは、インターセプタ・バインディングを介してのみ相互に関連付けされます。 |
例9-14 インターセプトのためのBeanクラスのすべてのメソッドの特定
この例では、@Transactional
インターセプタによって、インターセプトのためのShoppingCart
クラスのすべてのメソッドが特定されます。
例9-15 インターセプトのためのクラスの個別のメソッドの特定
この例では、@Transactional
インターセプタによって、インターセプトのためのShoppingCart
クラスのcheckout
メソッドのみが特定されます。
デフォルトでは、インターセプタは無効です。インターセプタを、メソッドの呼出しおよびイベントに割り込む必要がある場合は、インターセプタを明示的に有効化する必要があります。
インターセプタを有効化する手順は、次のとおりです。
beans.xml
ファイルのinterceptors
要素にインターセプタのclass
要素を追加します。 class
要素に、そのインターセプタの完全修飾クラス名を指定します。 beans.xml
ファイル内のclass
要素の順序が、インターセプタの呼出し順序と一致するようにします。
CDIインターセプタは、beans.xml
ファイルで宣言されている順序で呼び出されます。ejb-jar.xml
ファイル内またはjavax.interceptor.Interceptors
アノテーションによって定義されているインターセプタは、CDIインターセプタの前にコールされます。インターセプタは、CDIデコレータの前にコールされます。
注意: Java EE 5インターセプタは、インターセプトされるメソッドで注釈付けされている順序で呼び出されます。 |
beans.xml
ファイルの詳細は、「CDIアプリケーションの構成」を参照してください。
例9-16は、インターセプタ・クラスを有効化するためのbeans.xml
ファイルのclass
要素を示します。
例9-16 インターセプタ・クラスの有効化
この例では、インターセプタ・クラスcom.example.billpayment.interceptor.TransactionInterceptor
を有効化します。インターセプタ・クラスは、例9-13で定義されています。
マネージドBeanクラスの装飾により、ビジネス・セマンティクスを持つ操作を実行する装飾されるクラスのメソッドの呼出しをインターセプトできます。どのマネージドBeanクラスも装飾できます。
注意: デコレータ・クラスのプログラミング・モデルは、アプリケーションのビジネス・ロジックを実行する操作に対して最適化されています。アプリケーションのビジネス・ロジックから分離されているメソッドをインターセプトするには、「Beanクラスのメソッド呼出しおよびライフ・サイクル・イベントのインターセプト」の説明に従ってインターセプタ・クラスを使用します。 |
詳細は、Java EE 6チュートリアルのデコレータの使用方法に関する項を参照してください。
マネージドBeanクラスの装飾には、次の項で説明するタスクが含まれます。
デコレータ・クラスは、ビジネス・セマンティクスを持つ操作を実行する装飾されるクラスのメソッドの呼出しをインターセプトします。デコレータ・クラスおよびインターセプタ・クラスは類似しており、どちらもメソッド周辺のインターセプトを提供します。ただし、デコレータ・クラスのメソッドは、装飾されるBeanクラスのインターセプトされるメソッドと同じシグネチャを持ちます。
デコレータ・クラスを定義する手順は、次のとおりです。
装飾されるクラスのいくつかのメソッドのみをインターセプトする場合は、デコレータ・クラスを抽象クラスとして宣言します。クラスを抽象として宣言する場合、装飾対象のBeanクラスのすべてのメソッドを実装する必要はありません。
javax.decorator.Decorator
アノテーションでデコレータ・クラスのクラス宣言に注釈付けします。 デコレータ・クラスが具体クラスである場合、装飾するBeanクラスのすべてのメソッドを実装する必要があります。
デコレータ・クラスのインターセプトするメソッドが、装飾されるBeanクラスのインターセプトされるメソッドと同じシグネチャを持つようにしてください。
デコレータ・クラスには、委任注入ポイントが1つのみ含まれている必要があります。委任注入ポイントは、装飾されるクラスのインスタンスである委任オブジェクトを、デコレータ・オブジェクトに注入します。
デコレータ・オブジェクトのメソッドが、装飾されるメソッドの実装を処理する方法をカスタマイズできます。CDIでは、デコレータ・オブジェクトが、対応する委任オブジェクトを呼び出すことができますが、これは必須ではありません。したがって、デコレータ・オブジェクトに、対応する委任オブジェクトを呼び出させるかどうかは自由に選択できます。
javax.decorator.Delegate
アノテーションで、注入ポイントに注釈付けします。 注入ポイントに修飾子を適用すると、デコレータは、注入ポイントの修飾子に一致するBeanクラスのBeanにのみ適用されます。
注意: 装飾されるBeanクラスを定義するために、アノテーションなどの特別な宣言は必要ありません。有効化されたデコレータ・クラスは、委任注入ポイントのBeanタイプと修飾子に一致するBeanクラスまたはセッションBeanに適用されます。 |
例9-17は、デコレータ・クラスの定義を示します。
例9-17 デコレータ・クラスの定義
この例では、デコレータ・クラスDataAccessAuthDecorator
を定義します。このクラスは、タイプDataAccess
のBeanを装飾します。
装飾されるクラスのいくつかのメソッドのみがインターセプトされるため、このクラスは抽象クラスとして宣言します。このクラスは、DataAcess
Beanタイプの装飾される実装の委任インスタンスdelegate
を注入します。
デフォルトでは、デコレータ・クラスは無効です。CDIアプリケーションで、デコレータ・クラスを呼び出す必要がある場合は、デコレータ・クラスを明示的に有効化する必要があります。
デコレータ・クラスを有効化する手順は、次のとおりです。
beans.xml
ファイルのdecorators
要素に、デコレータ・クラスのclass
要素を追加します。 class
要素に、そのデコレータ・クラスの完全修飾クラス名を指定します。 beans.xml
ファイル内のclass
要素の順序が、デコレータ・クラスの呼出し順序と一致するようにします。
注意: アプリケーションに対して定義されているインターセプタ・クラスは、そのアプリケーションのデコレータ・クラスの前に呼び出されます。 |
beans.xml
ファイルの詳細は、「CDIアプリケーションの構成」を参照してください。
例9-18は、デコレータ・クラスを有効化するためのbeans.xml
ファイルのclass
要素を示します。
ELにより、プレゼンテーション・レイヤーのコンポーネントが、アプリケーション・ロジックを実装するマネージドBeanと通信できます。プレゼンテーション・レイヤーのコンポーネントは、通常、JavaServer Faces (JSF)ページおよびJavaServer Pages (JSP)ページです。詳細は、『Oracle WebLogic Server Webアプリケーション、サーブレット、JSPの開発』のJSP式言語に関する項を参照してください。
JSPページおよびJSFページのスクリプト言語では、注入される変数の構文は、これらの言語の組込み変数の構文と同一です。JSPページまたはJSFページに注入されるCDI Beanは、EL名を介してアクセス可能であることが必要です。詳細は、Java EE 6チュートリアルのBeanのEL名の指定に関する項を参照してください。
EL名をCDI Beanクラスに割り当てるには、javax.inject.Named
アノテーションでBeanクラスのクラス宣言に注釈付けします。
名前を指定しない場合、EL名は、最初の文字を小文字にした非修飾クラス名です。たとえば、非修飾クラス名がShoppingCart
である場合、EL名はshoppingCart
です。
名前を指定するには、@Named
アノテーションのvalue
要素を、目的の名前に設定します。
注意: EL名をCDI Beanクラスに割り当てるには、 |
例9-19は、@Named
アノテーションを使用してEL名をCDI Beanクラスに割り当てる方法を示します。
例9-19 BeanクラスへのEL名の割当て
この例では、EL名cart
をShoppingCart
クラスに割り当てます。
JSPページまたはJSFページがアクセスするBeanは、JavaBeans標準に準拠している必要があります。BeanのEL名を介してJSPページまたはJSFページからCDIマネージドBeanにアクセスするには、JavaBeansコンポーネントの構文に類似した構文を使用します。
例9-20は、JSFページで、ShoppingCart
クラスのインスタンスに、そのクラスに割り当てられたEL名を介してアクセスする方法を示しています。
例9-20 EL名を介したBeanへのアクセス
この例では、ShoppingCart
クラスのインスタンスにアクセスし、JSFページにそのtotal
プロパティの値を表示します。
このプロパティは、例9-19に示すように、ShoppingCart
クラスのgetTotal
getterメソッドによって返されます。
いくつかのBeanが類似した関数を実行する大規模なアプリケーションでは、場合によっては、同じアノテーションのセットをいくつかのBeanクラスに適用する必要があります。ステレオタイプを定義すると、アノテーションのセットの定義を一度行うのみで済みます。その後、そのステレオタイプを使用して、同じアノテーションのセットを、それらのアノテーションを必要とするすべてのBeanクラスに適用できるようになります。詳細は、Java EE 6チュートリアルのステレオタイプの使用方法に関する項を参照してください。
ステレオタイプの定義と適用には、次の項で説明するタスクが含まれます。
ステレオタイプは、アプリケーション定義のアノテーション・タイプであり、他のアノテーション・タイプが組み込まれています。
ステレオタイプを定義する手順は、次のとおりです。
javax.enterprise.inject.Stereotype
ステレオタイプには次のアノテーション・タイプを指定できます。
@Alternative
(「Beanタイプの代替の実装の提供」を参照) @Named
(「CDI BeanクラスへのEL名の割当て」を参照) このためには、java.lang.annotation.Retention(RUNTIME)
メタアノテーションを使用します。
TYPE
に適用できることを指定します。 このためには、java.lang.annotation.Target(TYPE)
メタアノテーションを使用します。
次の例では、ステレオタイプの定義を示します。
例9-21 ステレオタイプの定義
この例では、ステレオタイプ@Action
を定義します。これは、ステレオタイプが注釈付けする各Beanに対して次のことを指定します。
@Named
アノテーションでオーバーライドされていないかぎり、デフォルトEL名がBeanに割り当てられます。 @Secure
および@Transactional
がBeanに適用されます。これらのインターセプタ・バインディングの定義は、この例の範囲外です。 Beanにステレオタイプを適用するには、適用する各ステレオタイプで、そのBeanのクラス宣言に注釈付けします。Beanには任意の数のステレオタイプを適用できます。Beanに適用するステレオタイプは、「ステレオタイプの定義」の説明に従って定義する必要があります。
例9-22は、Beanにステレオタイプを適用する方法を示します。
例9-22 Beanへのステレオタイプの適用
この例では、ステレオタイプ@Action
および@Mock
をBeanクラスMockLoginAction
に適用します。@Action
ステレオタイプの定義を、例9-21に示します。@Mock
ステレオタイプの定義は、この例の範囲外です。
実行時に、アプリケーションで、情報を生成する処理が実行されたり、状態の変更が発生し、Bean間の通信が必要となる場合があります。たとえば、アプリケーションで、アプリケーションのアーキテクチャの1つの層のステートフルBeanがそれらの内部状態を、別の層で発生する状態の変更と同期することが必要な場合があります。
イベントを使用すると、Beanはコンパイル時の依存関係なしにこの情報を通信できます。1つのBeanでイベントを定義し、別のBeanでイベントを送信し、さらに別のBeanでそのイベントを処理できます。これらのBeanは、それぞれ別のパッケージに含めることができ、アプリケーションの別の層に含めることもできます。詳細は、Java EE 6チュートリアルのイベントの使用方法に関する項を参照してください。
Bean間の通信のためのイベントの使用には、次の項で説明するタスクが含まれます。
イベント・タイプは、Bean間で通信する情報を表すJavaクラスです。たとえば、イベント・タイプは、ステートフルBeanがアプリケーションの別の層における状態の変更と同期する必要がある状態情報を表す場合があります。
Bean間で通信する変更のセットごとにイベントのタイプを定義します。
イベント・タイプを定義する手順は、次のとおりです。
そのクラスが、次の要件を満たすようにします。
イベントのイベント・タイプには、イベント・オブジェクトのランタイム・クラスのすべてのスーパークラスとインタフェースが含まれます。イベント・タイプには、タイプ変数を含めないでください。どのJavaタイプも監視対象のイベント・タイプにできます。
イベント・ペイロードとは、そのイベントに含める情報です。getterおよびsetterメソッドとともにJavaBeansプロパティを使用して、イベント・ペイロード内の情報のアイテムを表すことができます。
処理に応じて発生した変更を通信するには、アプリケーションが、処理を実行するときに正しいタイプのイベントを送信する必要があります。CDIは、実行時にアプリケーション・コードがイベントを送信し、関連付けられた修飾子を選択できるようにする事前定義済イベント・ディスパッチャ・オブジェクトを提供しています。
イベントを送信する手順は、次のとおりです。
javax.enterprise.event.Event
インタフェースのインスタンスを注入します。 修飾イベントを送信する場合、イベント修飾子で注入ポイントに注釈付けします。
Event
インスタンスのfire
メソッドをコールします。 fire
メソッドへのコールで、送信するイベント・インスタンスをパラメータとして渡します。
例9-23は、イベントを送信する方法を示します。
例9-23 イベントの送信
この例では、修飾子@LoggedIn
で、タイプUser
のイベントのインスタンスを注入します。fire
メソッドは、@LoggedIn
修飾子が適用されるUser
イベントのみを送信します。
どのCDIマネージドBeanクラスもイベントを処理できます。
イベントを処理する手順は、次のとおりです。
注意: 修飾子をイベント・タイプに適用する場合、修飾されるタイプごとに1つのメソッドを定義します。 |
パラメータのタイプは、必ずイベントのJavaタイプと同一になるようにします。
javax.enterprise.event.Observes
アノテーションで、メソッド・シグネチャのパラメータに注釈付けします。 必要であれば、メソッドが条件付であるかトランザクションであるかを指定する@Observes
アノテーションの要素を設定します。詳細は、Java EE 6チュートリアルのオブザーバ・メソッドを使用したイベントの処理に関する項を参照してください。
例9-24は、特定のタイプの修飾されたイベントを受信するためのオブザーバ・メソッドを宣言する方法を示します。例9-25は、特定のタイプのすべてのイベントを受信するためのオブザーバ・メソッドを宣言する方法を示します。
CDIは、次のインタフェースを実装する事前定義済Beanを提供しています。
javax.transaction.UserTransaction
Java Transaction API (JTA)ユーザー・トランザクション。
java.security.Principal
個人、企業、ログインIDなどのエンティティを表すプリンシパルの抽象的な観念。
プリンシパルは、現在のコール元のIDを表します。注入されたプリンシパルにアクセスする場合はいつでも、それは常に現在のコール元のIDを表します。
たとえば、プリンシパルは、初期化の際にフィールドに注入されます。後で、プリンシパルが注入されたオブジェクトに対して、注入されたプリンシパルを使用するメソッドがコールされます。この状況では、注入されたプリンシパルは、メソッドが実行されるときの現在のコール元のIDを表します。
javax.validation.Validator
Beanインスタンスのバリデータ。
このインタフェースを実装するBeanによって、デフォルトのBean検証ValidatorFactory
オブジェクトのValidator
オブジェクトを注入できます。
javax.validation.ValidatorFactory
初期化されたValidator
インスタンスを返すファクトリ・クラス。
このインタフェースを実装するBeanによって、デフォルトのBean検証ValidatorFactory
オブジェクトを注入できます。
事前定義済Beanを注入するには、javax.annotation.Resource
アノテーションを使用して、Beanのインスタンスを取得することで、注入ポイントを作成します。Beanタイプについては、Beanによって実装されるインタフェースのクラス名を指定します。
事前定義済Beanは、Dependentスコープおよび事前定義済のデフォルト修飾子@Default
が指定されて注入されます。
リソースの注入の詳細は、Java EE 6チュートリアルのリソースの注入に関する項を参照してください。
例9-26は、@Resource
アノテーションを使用して事前定義済Beanを注入する方法を示します。
例9-26 事前定義済Beanの注入
この例では、サーブレット・クラスTransactionServlet
にユーザー・トランザクションを注入します。ユーザー・トランザクションは、javax.transaction.UserTransaction
インタフェースを実装する事前定義済Beanのインスタンスです。
Java EE 5のリソース注入は、構成の文字列に依存しています。通常、これらの文字列は、オブジェクトが作成されるときに解決されるJNDI名です。CDIでは、注入ポイントで指定されているJavaタイプに基づいてBeanクラスを選択することで、Beanの型保証注入が保証されます。
CDI Beanクラスでも、データ・ソース、Java Message Service (JMS)リソース、Webサービス参照など実際のリソースにアクセスするには、Java EE 5のリソース注入が必要です。CDI Beanクラスは、Java EE 5のリソース注入を使用できるため、プロデューサ・フィールドを使用して、Java EE 5のリソース注入への依存を最小限にできます。このようにすることで、CDIでは、適切なリソースにアクセスするために必要な構成をカプセル化する方法が簡素化されます。
Java EE 5のリソース注入への依存を最小限にする手順は、次のとおりです。
このCDI Beanは、他のCDI Beanと同様にアプリケーションに注入できます。
プロデューサ・フィールドの詳細は、「プロデューサ・フィールドの定義」を参照してください。
例9-27は、Java EE 5アノテーションを使用してリソースを注入する方法を示します。例9-28は、CDIプロデューサ・フィールドとJava EE 5のリソース注入を結合することで、同じリソースのセットを注入する方法を示します。
例9-27 リソースを注入するためのJava EE 5アノテーションの使用方法
例9-28 プロデューサ・フィールドとJava EE 5のリソース注入の結合
SomeClass
クラスの宣言は、このBeanのスコープをApplicationに設定する@ApplicationScoped
で注釈付けされています。@Dependent
スコープは、プロデューサ・フィールドに暗黙的に適用されます。
CDIでは、CDIとの一貫性を保つようにCDIアプリケーションでJava EEリソースを使用できます。このようにJava EEリソースを使用するには、そのリソースをCDI Beanとして他のBeanに注入します。
例9-29は、Java EEリソースをCDI Beanとして別のBeanに注入する方法を示します。
例9-29 別のBeanへのJava EEリソースのCDI Beanとしての注入
この例では、永続性ユニット・リソースをRequestスコープを持つBeanに注入します。
別のクラス、たとえばYetAnotherClass
は、タイプSomeOtherClass
のフィールドを注入できます。SomeOtherClass
のインスタンスが、現在のリクエスト・コンテキストに存在していない場合は、CDIによって次の一連の処理が実行されます。
SomeOtherClass
のインスタンスの作成 SomeOtherClass
の新しいインスタンスの保存 どの場合も、CDIによって、SomeOtherClass
のこのインスタンスへの参照が、YetAnotherClass
のフィールドに注入されます。リクエスト・コンテキストが破棄されるときに、SomeOtherClass
のインスタンスおよびエンティティ・マネージャ・ファクトリへのその参照が破棄されます。
WebLogic Serverでは、埋込みリソース・アダプタおよびグローバル・リソース・アダプタでのCDIがサポートされています。CDIに対してリソース・アダプタを有効化するには、リソース・アダプタのパッケージ化されたアーカイブのMETA-INF
ディレクトリにbeans.xml
ファイルを配置します。beans.xml
ファイルの詳細は、「CDIアプリケーションの構成」を参照してください。
リソース・アダプタのすべてのクラスを、注入に使用できます。次のクラスを除いて、リソース・アダプタのすべてのクラスをCDIマネージドBeanにできます。
javax.resource.spi.Connector
アノテーションで注釈付けされているか、リソース・アダプタ・デプロイメント記述子ra.xml
で対応する要素として宣言されているクラスです。 javax.resource.spi.ConnectionDefinition
アノテーションまたはjavax.resource.spi.ConnectionDefinitions
アノテーションで注釈付けされているか、ra.xml
で対応する要素として宣言されているクラスです。 javax.resource.spi.Activation
アノテーションで注釈付けされているか、ra.xml
で対応する要素として宣言されてるクラスです。 javax.resource.spi.AdministeredObject
アノテーションで注釈付けされているか、ra.xml
で対応する要素として宣言されているクラスです。 CDIアプリケーションを構成すると、そのアプリケーションに対してCDIサービスが有効化されます。CDIアプリケーションは、そのアプリケーションがCDIアプリケーションとして識別されるように構成する必要があります。CDIマネージドBeanを定義するために、アノテーションなどの特別な宣言は必要ありません。CDIアプリケーションのパッケージ化のために特に定義されているモジュール・タイプはありません。
CDIアプリケーションを構成するには、beans.xml
という名前のファイルを、アプリケーションのパッケージ化されたアーカイブに含めます。beans.xml
ファイルは、eXtensible Markup Language (XML)スキーマbeans_1_0.xsd
のインスタンスである必要があります。
アプリケーションで代替、インターセプタ、デコレータのいずれも使用しない場合は、beans.xml
ファイルを空にできます。ただし、beans.xml
ファイルは空であっても提供する必要があります。
CDIアプリケーションで代替、インターセプタまたはデコレータを使用する場合は、それらのアイテムをbeans.xml
ファイルで宣言することでそれらを有効化する必要があります。詳細は、次を参照してください:
beans.xml
ファイルの必須の場所は、アプリケーションのタイプに応じて異なります。
beans.xml
ファイルは、WEB-INF
ディレクトリ内に配置してください。 beans.xml
ファイルはMETA-INF
ディレクトリ内に配置してください。 CDI Beanアーカイブは、EJBモジュールのlib
ディレクトリに含めることができます。EJBモジュールのlib
ディレクトリの各CDI BeanアーカイブのMETA-INF
ディレクトリにbeans.xml
ファイルを含める必要があります。
例9-30は、CDIアプリケーションを構成するためのbeans.xml
ファイルを示します。
例9-30 CDIアプリケーションを構成するためのbeans.xmlファイル
この例では、次のクラスを有効化することで、CDIアプリケーションを構成します。
com.example.orderprocessor.MockOrderImpl
com.example.billpayment.interceptor.TransactionInterceptor
com.example.billpayment.decorator.DataAccessAuthDecorator
CDIは、フレームワーク、拡張、および他のテクノロジとの統合の基盤となることを目的としています。したがって、CDIは、次のようなCDIへのポータブルな拡張の開発を可能にするSPIを公開しています。
CDIへのポータブルな拡張の開発を可能にするSPIは、javax.enterprise.inject.spi
パッケージで提供されています。
CDIの拡張のコードは、CDIフレームワークによって送信されるイベントを処理できます。
詳細は、『JSR 299: Contexts and Dependency Injection for the Java EE platform』の「Portable extensions」を参照してください。
この章では、JavaクラスローダーおよびWebLogic Server Java EEアプリケーションのクラスローディングについて説明します。
この章の内容は以下のとおりです。
/lib
ディレクトリへのJARの追加 クラスローダーは、Java言語の基本的モジュールです。クラスローダーは、Java仮想マシン(JVM)の構成要素で、クラスをメモリーにロードし、実行時にクラス・ファイルを検索してロードする役割があります。Javaプログラミングを適切に行うためには、クラスローダーとその機能をよく理解する必要があります。この項では、Javaクラスローダーの概要を説明します。
クラスローダーには、親クラスローダーおよび子クラスローダーからなる階層が含まれます。親クラスローダーと子クラスローダーの関係は、オブジェクトのスーパークラスとサブクラスの関係に似ています。ブート・ストラップ・クラスローダーはJavaクラスローダー階層のルートです。Java仮想マシン(JVM)では、ブート・ストラップ・クラスローダーを作成し、このクラスローダーによって、Java開発キット(JDK)の内部クラスおよびJVMに組み込まれているjava.*
パッケージがロードされます。(java.lang.String
などがロードされます。)
拡張クラスローダーは、ブート・ストラップ・クラスローダーの子です。拡張クラスローダーは、JDKの拡張ディレクトリにあるすべてのJARファイルをロードします。この機能は、クラスパスにエントリを追加することなくJDKを拡張できるので便利です。ただし、拡張ディレクトリ内にあるものは、すべて完全に独立している必要があり、拡張ディレクトリに含まれているクラスまたはJDKクラスしか参照できません。
システム・クラスパス・クラスローダーは、JDK拡張クラスローダーを拡張します。システム・クラスパス・クラスローダーは、JVMのクラスパスからクラスをロードします。アプリケーション固有のクラスローダー(WebLogic Serverのクラスローダーなど)は、システム・クラスパス・クラスローダーの子です。
注意: Oracleで「システム・クラスパス・クラスローダー」と呼んでいるクラスローダーは、多くの場合、WebLogic Server以外の文脈上では、「アプリケーション・クラスローダー」と呼ばれています。WebLogic Serverにおけるクラスローダーについて説明する際には、Java EEアプリケーションまたはライブラリ関連のクラスローダー(「アプリケーション・クラスローダー」と呼ぶ)と区別するために「システム」という用語を使用します。 |
クラスローダーでは、クラスのロード時に委任モデルを使用します。クラスローダーの実装では、まずキャッシュをチェックして、リクエストされたクラスがすでにロードされていないか確認します。クラスを確認することで、ディスクからクラスを繰返しロードする代わりに、キャッシュ・メモリーのコピーが使用されるのでパフォーマンスが向上します。キャッシュにクラスがなければ、現在のクラスローダーが親にクラスを要求します。親クラスローダーがクラスをロードできない場合のみクラスローダーはクラスのロードを試行します。親と子両方のクラスローダーにクラスがあると、親のクラスがロードされます。この委任モデルに従うのは、複数の同じ形式のコピーがロードされることを防ぐためです。同じクラスのコピーが複数あると、ClassCastException
が発生する可能性があります。
クラスローダーは、親クラスローダーにクラスのロードを要求してから、クラスを実際にロードします。Webアプリケーションと関連するWebLogic Serverのクラスローダーは、クラスを親に要求する前にまずローカルをチェックするように構成できます。これにより、Webアプリケーションは独自のサード・パーティ・クラスを使用できるようになります。このサード・パーティ・クラスは、WebLogic Server製品の一部として使用することも可能な場合があります。「prefer-web-inf-classes要素」節では、これについてより詳細に説明しています。
weblogic.xml
Webアプリケーションのデプロイメント記述子には、<prefer-web-inf-classes
要素(<container-descriptor
要素のサブ要素)が含まれています。デフォルトでは、この要素はFalse
に設定されています。この要素をTrue
に設定すると、クラスローダーの委任モデルが無効になり、Webアプリケーションからのクラス定義のほうが、より高度なクラスローダーのクラス定義よりも優先的にロードされるようになります。このため、Webアプリケーションは独自バージョンのサード・パーティ・クラスを使用できるようになります。このクラスは、WebLogic Serverの一部としても使用できる場合があります。「weblogic.xmlデプロイメント記述子の要素」を参照してください。
この機能を使用する場合は、Webアプリケーションのクラス定義から作成されたインスタンスと、サーバーの定義から作成されたインスタンスを混在させないように注意してください。これらのインスタンスが混在していると、ClassCastException
が発生します。
例10-1はprefer-web-inf-classes
要素とその定義およびデフォルト値を示します。
WebLogic Serverでは、サーバーが稼働中にEJBなどのアプリケーション・モジュールの新しいバージョンをデプロイできます。このプロセスは、ホット・デプロイ、またはホット再デプロイと呼ばれ、クラスのロードと密接な関係があります。
Javaクラスローダーには、クラスをアンデプロイしたり、アンロードしたりする標準メカニズムはありません。また、新しいバージョンのクラスをロードすることもできません。実行中の仮想マシンでクラスを更新するには、変更されるクラスをロードしたクラスローダーを、新しいクラスローダーに置き換える必要があります。クラスローダーが置き換えられると、そのクラスローダー(または、そのクラスローダーの子に当たるクラスローダー)からロードされたすべてのクラスを、再ロードする必要があります。また、これらのクラスのインスタンスはすべて、再インスタンス化する必要があります。
WebLogic Serverでは、各アプリケーションに、システム・クラスローダーの子に当たるクラスローダーからなる階層があります。これらの階層により、アプリケーションまたはアプリケーションの一部が、システムの他の部分に影響を与えることなく個別に再ロード可能です。「WebLogic Serverアプリケーションのクラスローディング」で、このトピックについて説明しています。
WebLogic Serverは、起動を高速化するためにクラス・キャッシュを有効にできます。キャッシュを有効にすると、サーバーは特定の基準に達するまでロードされるすべてのクラスを記録し、クラス定義を非表示のファイルに保持します。サーバーを再起動すると、キャッシュの有効性が既存のコード・ソースによりチェックされます。そして、サーバーは実行回数に記録されたクラスと同じ一連のクラスをバルク・ロードするためキャッシュ・ファイルを使用します。システム・クラスパスまたはその内容を変更すると、キャッシュは無効になり、サーバー再起動時に再作成されます。
クラス・キャッシュを使用する利点は次のとおりです。
キャッシュは、最適化方法を使用して初期キャッシュ記録時間を最小化します。特定のクラスが記録されるまでキャッシュの記録は続行されます。
注意:
|
startWebLogic
スクリプトで環境変数(UNIXの場合CLASS_CACHE=true
、Windowsの場合set CLASS_CACHE=true
)を設定します。 JAVA_OPTIONS
で次のシステム・プロパティを配置することによりロギングを作動します。 -Dclass.load.log.level=finest -Dclass.load.log.file=/tmp/class-load-log.txt
ロギングには、詳細、より詳細、最も詳細の3つのレベルがあります。通常のキャッシュ操作中にロギングを有効にしないでください。ロギングするとサーバーの起動が遅くなります。デバッグするときのみロギングを使用します。
-Dlaunch.complete=<fully qualified class name> たとえば、com.oracle.component.Foo
このプロパティで使用するクラスは、WebLogic Serverのクラスパスにある必要があります。
例10-2は、クラス・キャッシュが有効でロギングが選択された状態で修正したUNIXおよびWindowsのstartWebLogic
スクリプトを示します。
例10-2 startWebLogicスクリプト
次の項では、WebLogic Serverアプリケーション・クラスローダーの概要を説明します。
WebLogic Serverのクラスローディングは、アプリケーションの概念に基づいています。アプリケーションは、通常、アプリケーション・クラスを含むエンタープライズ・アーカイブ(EAR)ファイルにパッケージ化されています。EARファイル内にあるものは、すべて同じアプリケーションの一部と見なされます。次のファイルは、EARの一部になることもでき、またスタンドアロンのアプリケーションとしてロードすることも可能です。
注意: 詳細については、次の各項を参照してください。
|
EJBとWebアプリケーションを別々にデプロイすると、これらは2つのアプリケーションと見なされます。2つのファイルをまとめてEARファイル内にデプロイすれば、1つのアプリケーションとなります。したがって、複数のモジュールが同一アプリケーションの一部と見なされるためには、複数のモジュールをまとめてEARファイルにデプロイします。
すべてのアプリケーションは、独自のクラスローダー階層を受け取ります。この階層の親はシステム・クラスパス・クラスローダーです。したがって、アプリケーションどうしが分離されているため、アプリケーションAからアプリケーションBのクラスローダーおよびクラスを見ることはできません。階層クラスローダーには、兄弟概念またはフレンド概念はありません。アプリケーション・コードは、アプリケーション(またはモジュール)と関連するクラスローダーでロードされたクラス、およびアプリケーション(またはモジュール)クラスローダーの祖先に当たるクラスローダーでロードされたクラスからしか見えません。したがって、WebLogic Serverは同一のJVM内の複数の分離したアプリケーションのホストになります。
WebLogic Serverでは、アプリケーションのデプロイ時にクラスローダーの階層が自動的に作成されます。この階層のルート・クラスローダーは、アプリケーション内のすべてのEJB JARファイルをロードします。また、WebアプリケーションWARファイルごとに子クラスローダーが作成されます。
WebアプリケーションによるEJBの呼出しがよくあるため、WebLogic Serverアプリケーション・クラスローダー・アーキテクチャではJavaServer Page (JSP)ファイルおよびサーブレットからその親クラスローダー内のEJBインタフェースを見ることができるようになっています。また、このアーキテクチャではEJB層を再デプロイすることなくWebアプリケーションを再デプロイできます。実際には、EJB層ではなくJSPファイルおよびサーブレットを変更するほうが一般的です。
次の図は、WebLogic Serverアプリケーションのクラスローディング概念を示しています。
図10-1 WebLogic Serverのクラスローディング
アプリケーションにEJBを使用するサーブレットとJSPが含まれる場合:
WARファイルとJARファイルは別々にデプロイできますが、まとめて1つのEARファイルにしてデプロイすることにより、サーブレットとJSPからEJBクラスを検索できるようにクラスローダーが配置されます。WARファイルとJARファイルを別々にデプロイすると、WebLogic Serverではそれらのファイルごとに兄弟クラスローダーを作成します。したがって、そのWARファイルにはEJBホームおよびリモート・インタフェースを含める必要があり、WebLogic Serverでは、EJBクライアントと実装クラスが異なるJVMにある場合と同様に、EJB呼出しにRMIのスタブ・クラスとスケルトン・クラスを使用する必要があります。この概念については、次の「アプリケーション・クラスローディングと、値渡しまたは参照渡し」の項で詳しく説明しています。
注意: Webアプリケーション・クラスローダーには、JSPクラスを除く、Webアプリケーションのすべてのクラスが含まれます。JSPクラスは、独自のクラスローダーを取得します。これは、Webアプリケーション・クラスローダーの子に当たります。これにより、JSPを個別に再ロードできます。 |
アプリケーション用のカスタム・クラスローダーの階層を作成して、クラスの可視性や再ロードを制御しやすくすることができます。この機能を実現するには、weblogic-application.xml
デプロイメント記述子ファイルでclassloader-structure
要素を定義します。
次の図は、WebLogicアプリケーションにおいてクラスローダーがデフォルトではどのように構成されているかを示します。アプリケーション・レベルのクラスローダーは、すべてのEJBクラスがロードされている場所にあります。各Webモジュールについて、そのモジュールのクラス用の子クラスローダーが個別に存在します。
簡素化のため、次の図ではJSPクラスローダーを示していません。
図10-2 標準的なクラスローダーの階層
この階層は、EJB呼出し時にcall-by-referenceセマンティクスを使用できるようになるため、大半のアプリケーションにとって最適です。また、これにより他のモジュールに影響を与えることなくWebモジュールを個別に再ロードできるようになります。さらに、Webモジュールの1つで実行されているコードが、任意のEJBモジュールからのクラスをロードできるようになります。これは、使用しているEJBのインタフェースがWebモジュールに含まれることを防げるため便利です。これらの利点のいくつかは、厳密にはJava EEに準拠していないことに注意してください。
カスタム・モジュール・クラスローダーを作成できると、以下のことが可能になる代替的なクラスローダー構成を宣言するメカニズムが得られます。
Weblogic固有のアプリケーション・デプロイメント記述子weblogic-application.xml
内でクラスローダーの階層を宣言できます。
この宣言のDTDは次のとおりです。
例10-3 クラスローダーの階層の宣言
weblogic-application.xml
の最上位要素には、オプションclassloader-structure
要素が含まれます。この要素を指定しない場合は、標準のクラスローダーが使用されます。また、定義の中に特定のモジュールを含めなかった場合、標準的な階層と同様にクラスローダーが割り当てられます。つまり、EJBモジュールはアプリケーションのルート・クラスローダーと関連付けられ、Webアプリケーション・モジュールは独自のクラスローダーを持ちます。
classloader-structure
要素により、classloader-structure
スタンザのネスティングが可能になって、クラスローダーの任意階層を記述できるようになります。現在は、3レベルに制限されています。最も外側のエントリは、アプリケーション・クラスローダーを示します。リストされていないモジュールについては、標準的な階層であると仮定されます。
注意: JSPクラスローダーは、この定義スキームには含まれません。JSPは常に、所属するWebモジュールと関連のクラスローダーの子クラスローダーにロードされます。 |
DTD要素の詳細は、付録A「エンタープライズ・アプリケーションのデプロイメント記述子の要素」を参照してください。
以下は、クラスローダーの宣言例です(weblogic-application.xml
のclassloader-structure
要素で定義)。
例10-4 クラスローダーの宣言例
ネスティングの構成は、クラスローダーの階層を示します。上記のスタンザにより、次の図に示す階層がもたらされます。
図10-3 クラスローダーの階層の例
ユーザー定義のクラスローダーの制約により、再ロードできるものが制御しやすくなり、モジュール間でのクラスの可視性が提供されます。この特徴は主に開発者のためのものです。繰返し開発が行われる場合には有用ですが、本番環境で使用する目的の場合には再ロード機能の使用はお薦めしません。更新時に無効な要素が含まれると、実行中のアプリケーションが破損するおそれがあるためです。ネームスペースの分離とクラス可視性のためのカスタム・クラスローダーの配置は、本番環境で使用する場合においても容認できるものです。ただし、Java EE仕様にはアプリケーションがいかなるクラスローダー構成にも依存してはならないと書いてあることに、プログラマは注意する必要があります。
一部のクラスローダー階層は、アプリケーション内のモジュールが2つの別個のアプリケーションのモジュールのように動作する原因となる可能性があります。たとえば、EJBを独自のクラスローダーに配置して個別に再ロードできるようにすると、Oracleが標準的なクラスローダー階層に提供しているcall-by-referenceによる最適化ではなく、call-by-valueセマンティクスを受け取ります。また、カスタム階層を使用すると、参照が古いものになる可能性があります。したがって、EJBモジュールを再ロードする場合は、呼出し側モジュールも再ロードしてください。
ユーザー定義によるモジュール・クラスローダー階層の作成には、いくつかの制約があります。これらについてはこれ次の項で説明します。
標準のWebLogic Serverクラスローダー階層により、EJBインタフェースがアプリケーション内のすべてのモジュールで利用可能になります。したがって、それ自体のモジュールにインタフェースが含まれていなくても、他のモジュールがEJBを呼び出せます。これが可能なのは、EJBは常にルート・クラスローダーにロードされ、その他のモジュールはすべてそのクラスローダーを共有するか、そのクラスローダーの子に相当するクラスローダーを持つことになるためです。
カスタム・クラスローダー機能があれば、呼び出される側のクラスが呼出し側から見えないようにクラスローダー階層を構成することが可能です。この場合、呼出し側モジュールにインタフェース・クラスを含める必要があります。これは、別個のアプリケーションのモジュールに対して呼出しを行っている場合の要件と同じです。
WebLogic Serverに設けられた標準クラスローダー階層により、アプリケーション内のモジュール間での呼出しでcall-by-referenceセマンティクスを使用することが可能となります。これは、呼出し側が常に同じクラスローダーまたは呼び出される側の子クラスローダーを使用しているためです。この機能により、2つのモジュールがクラスローダー・ツリーにおける別々のブランチに存在するように、クラスローダー階層を構成することが可能になります。この場合、call-by-valueセマンティクスが使用されます。
WebLogic Serverを使うと、他のモジュールを同時に再ロードして、EJBモジュール全体を再デプロイする必要なしに、個々のEJBモジュールを再ロードできます。この機能は、現在JSPがWebLogic Serverサーブレットのコンテナに再ロードされている方法に類似しています。
EJBクラスはインタフェースを通じて呼び出されるため、個々のEJB実装クラスをそれ自身のクラスローダーにロードすることが可能です。このようにして、これらのクラスはEJBモジュール全体を再デプロイすることなく個別に再ロードできます。次の図は、単一のEJBモジュールのクラスローダー階層の一例です。2つのEJB (Foo
およびBar
)が含まれています。これは、前の項で説明した一般的なアプリケーション階層におけるサブツリーと考えられます。
図10-4 単一のEJBモジュールのクラスローダー階層の例
展開されたアプリケーションのルートを基準とした相対的な場所にあるファイルの部分的な更新を実行するには、次のコマンド・ラインを使用します。
例10-5 部分的ファイル更新の実行
-redeploy
コマンドの後で、更新したい展開アプリケーションのルートを基準として相対的にファイルのリストを指定します。これは、(上記のような)特定の要素へのパスであっても、モジュール(または任意の要素およびモジュールのセット)へのパスであってもかまいません。例:
例10-6 更新のための相対ファイル・リストの指定
更新するファイル群を指定されると、システムは再デプロイの最小要件を計算しようとします。EJB impl
クラスのみを再デプロイすると、そのクラスのみが再デプロイされることになります。EJB全体(上の例ではanotherejb
)を指定するか、またはEJBホーム・インタフェースを変更して更新する場合、EJBモジュール全体の再デプロイが必要です。
クラスローダーの階層によっては、この再デプロイメントで他のモジュールが再デプロイされることになる可能性があります。具体的には、他のモジュールがEJBクラスローダーを共有する場合や、(WebLogic Serverの標準クラスローダー・モジュールのように) EJBクラスローダーの子クラスローダーにロードされる場合は、これらのモジュールも再ロードされます。
最近のプログラミング言語では、パラメータを渡すときのモデルとして、値渡しと参照渡しがよく使用されます。値渡しの場合、パラメータおよび戻り値はメソッドの呼出しごとにコピーされます。参照渡しの場合は、実際のオブジェクトを示すポインタ(または参照)がメソッドに渡されます。参照渡しでは、オブジェクトをコピーしなくてもよく、渡されたパラメータの状態を変更するメソッドも使用できるため、パフォーマンスが向上します。
WebLogic Serverでは、サーバー内のリモート・メソッド・インタフェース(RMI)呼出しのパフォーマンス向上のための最適化機能もあります。値渡しおよびRMIサブシステムのマーシャリングやアンマーシャリング機能を使用するのではなく、参照渡しを使用することによって、サーバーがダイレクトJavaメソッド呼出しを行います。この方式により、パフォーマンスが大幅に改善され、EJB 2.0ローカル・インタフェースにもこの方式が採用されています。
RMI呼出しの最適化および参照呼出しが使用されるのは、呼出し側と呼び出された側が共に同じアプリケーションにある場合に限られます。通常、クラスローダーが関係します。アプリケーションにはそれぞれ独自のクラスローダー階層があるため、どのアプリケーション・クラスも両方のクラスローダーに定義があり、複数のアプリケーション間で割当てを行おうとするとClassCastExceptionエラーを受け取ります。この問題を回避するため、WebLogic Serverでは複数のアプリケーション間での呼出しには、同じJVM内であっても値呼出しを使用しています。
注意: 複数アプリケーション間の呼出しは、同一アプリケーション内の呼出しに比べて遅くなります。したがって、モジュールは1つのEARファイルにまとめてデプロイし、高速のRMI呼出しおよびEJB 2.0ローカル・インタフェースを使用できるようにしてください。 |
WebLogic Serverでは、システム・クラスパスにあるJARファイルはWebLogic Serverのシステム・クラスローダーによってロードされます。サーバー・インスタンスの内部で実行されるすべてのアプリケーションは、システム・クラスローダーの子であるアプリケーション・クラスローダー内にロードされます。このシステム・クラスローダーの実装では、アプリケーションは、システム・クラスローダー内にすでに存在する異なるバージョンのサードパーティ製JARを使用できません。すべての子クラスローダーは親(システム・クラスローダー)に対して特定のクラスを要求します。親から見えるクラスをロードすることはできません。
たとえば、com.foo.Baz
というクラスが$CLASSPATH
とアプリケーションEARの両方に存在する場合は、$CLASSPATH
にあるクラスがロードされて、EARのクラスはロードされません。weblogic.jar
は$CLASSPATH
にあるため、アプリケーションはWebLogic Serverクラスをオーバーライドすることはできません。
次の項では、フィルタリング・クラスローダーの定義と使用方法について説明します。
FilteringClassLoader
は、デプロイメント記述子を構成することで、特定のパッケージがシステム・クラスローダーによってロードされるのではなく、常にアプリケーションからロードされるように明示的に指定するメカニズムです。これによって、XercesやAntなどの代替バージョンのアプリケーションを使用できるようになります。FilteringClassLoader
を使用することにより、サード・パーティJARをバンドルしてアプリケーションに使用できますが、javax
パッケージまたはweblogic
パッケージ内のクラスのようなAPIクラスに対してフィルタ処理を行うことはお薦めしません。
FilteringClassLoader
はアプリケーション・クラスローダーとシステム・クラスローダーの間に位置します。システム・クラスローダーの子であり、アプリケーション・クラスローダーの親となります。FilteringClassLoader
はloadClass(String
className
)
メソッドをインターセプトして、weblogic-application.xml
ファイルに指定されているパッケージのリストとclassName
を比較します。パッケージとclassName
が一致する場合、FilteringClassLoader
はClassNotFoundException
をスローします。この例外は、このクラスをアプリケーションからロードするようにアプリケーション・クラスローダーに通知します。
FilteringClassLoader
を構成して、特定のパッケージがアプリケーションからロードされることを指定するには、アプリケーションからロードされるパッケージのリストを記述しているweblogic-application.xml
に、prefer-application-packages
記述子要素を追加します。次の例は、org.apache.log4j.*
パッケージとantlr.*
パッケージがシステム・クラスローダーではなくアプリケーションからロードされることを示します。
prefer-application-packages
記述子要素は、weblogic.xml
でも定義できます。詳細は、「prefer-application-packages
」を参照してください。
フィルタリング・クラスローダーの構成のヘルプは、 「クラスローダー分析ツール(CAT)の使用」に関する項を参照してください。
リソースのロード順序は、java.lang.ClassLoader
のgetResource()
およびgetResources()
メソッドがリソースを戻す順序です。フィルタが有効になっている場合、この順序はフィルタ処理が無効な場合とは若干異なります。フィルタが有効になっているということは、FilteringClassLoader
に1つまたは複数のパッケージ・パターンがあることを意味しています。フィルタがない場合(デフォルト)、リソースはクラスローダー・ツリーの上から下へという順序で収集されます。たとえば、Web (1)がリソースをリクエストすると、リソースはシステム(3)、アプリケーション(2)、Web(1)の順序でグループ化されます。例10-7を参照してください。
図10-7 システム・クラスローダーの使用
具体的にいうと、すべてのクラスローダーに存在するリソース/META-INF/foo.xml
の場合は、以下のURLのリストが返されます。
フィルタリングが有効になっている場合は、システム・クラスローダーのリソースよりも前に、FilteringClassLoader
の子(アプリケーション・クラスローダー)から呼出し側のクラスローダーまでのリソースが戻されます。図10-8では、(D)、(B)、および(A)のすべてのクラスローダーに同じリソースが存在する場合、Webクラスローダーがリソースを要求すると、リソースは次のような順序で取得されます。
注意:
|
図10-8フィルタリング・クラスローダー実装の使用
アプリケーション・クラスローダーが同じリソースをリクエストした場合は、次のような順序になります。
getResource()
の場合は、最初の記述子のみが返されて、getResourceAsStream()
は最初のリソースのinputStream
を返します。
アプリケーションでは、エンタープライズBean、サーブレットとJavaServer Pages、ユーティリティ・クラス、およびサード・パーティ製パッケージなど、様々なJavaクラスを使用します。WebLogic Serverでは、個別のクラスローダーにアプリケーションをデプロイして、独立を維持し、動的な再デプロイメントとアンデプロイメントを容易にします。このため、各モジュールが各クラスに個別にアクセスできるようにアプリケーションのクラスをパッケージ化する必要があります。場合によっては、一連のクラスを複数のアプリケーションまたはモジュールに格納する必要があります。この項では、アプリケーションを正常にステージングするために、WebLogic Serverで複数のクラスローダーを使用する方法について説明します。
クラスローディング問題の分析および解決の詳細は、「クラスローダー分析ツール(CAT)の使用」に関する項を参照してください。
各リソース・アダプタは、固有のクラスローダーを使用してクラスをロードするようになりました(Webアプリケーションの場合に類似)。その結果、アプリケーション・アーカイブ(EARファイル)でリソース・アダプタと一緒にパッケージ化されているWebアプリケーションやEJBなどのモジュールは、リソース・アダプタのクラスへの可視性を持ちません。そのような可視性が必要な場合は、リソース・アダプタのクラスをAPP-INF/classesに置く必要があります。また、これらのクラスを(JARユーティリティを使用して)アーカイブし、それらをアプリケーション・アーカイブのAPP-INF/libに置くこともできます。
リソース・アダプタ固有のクラスがWebLogic Serverのシステム・クラスパスにないことを確認してください。リソース・アダプタ固有のクラスをWebモジュール(EJB、Webアプリケーションなど)と共に使用する必要がある場合、それらのクラスを該当するモジュールのアーカイブ・ファイル(EJBに使用するJARファイルまたはWebアプリケーションに使用するWARファイルなど)にまとめます。
WebLogic Serverは、EARファイル内で共有ユーティリティ・クラスを格納できる場所を提供します。ユーティリティJARファイルはAPP-INF/lib
ディレクトリに、個々のクラスはAPP-INF/classes
ディレクトリに置きます。(Jarファイルを/classes
ディレクトリに置いたり、クラスを/lib
ディレクトリに置いたりしないでください)。これらのクラスは、アプリケーションのルート・クラスローダーにロードされます。
この機能により、(どちらに置くかは標準のWebLogic Serverクラスローダーの階層によって変わりますが)システム・クラスパス内にユーティリティ・クラスを置く必要や、EJB JARファイル内にクラスを置く必要はなくなります。この機能を使用する場合は、次の節で説明するマニフェストClass-Path
を使う場合とは少し異なることに注意してください。この機能を使うと、クラス定義はアプリケーション全体で共有されます。マニフェストClass-Path
では、参照しているモジュールのクラスパスが単純に拡張されます。つまり、クラスのコピーが別々に各モジュールについて存在するということです。
Java EE仕様では、クラスの補助的なJARファイルを必要とすることをモジュールで指定する手段としてマニフェストClass-Path
エントリが用意されています。このマニフェストClass-Path
エントリを使用するのは、EJB JARファイルまたはWARファイルの一部として追加の補助的なJARファイルがある場合に限られます。その場合、JARファイルまたはWARファイルの作成時に、必要なJARファイルを参照するClass-Path
要素と共にマニフェスト・ファイルを含める必要があります。
utility.jar
ファイルを参照する簡単なマニフェスト・ファイルを以下に示します。
このマニフェスト・ファイルの先頭行には、常にManifest-Version
属性を指定する必要があり、次に改行(CR | LF |CRLF)、そしてClass-Path
属性が続きます。マニフェスト・フォーマットの詳細は、http://java.sun.com/j2se/1.4/docs/guide/jar/jar.html#JAR
を参照してください。
マニフェストClass-Path
エントリは、エントリが定義されている現在のアーカイブを基準として他のアーカイブを参照します。この構造により、複数のWARファイルおよびEJB JARファイルで、共通のライブラリJARを共有できます。たとえば、WARファイルにy.jar
というマニフェスト・エントリが含まれる場合、このエントリは、以下のように、(WARファイル内ではなく)WARファイルの次に指定する必要があります。
マニフェスト・ファイル自体は、META-INF/MANIFEST.MF
のアーカイブに配置します。
詳細は、http://docs.oracle.com/javase/tutorial/deployment/jar/manifestindex.html
を参照してください。
CATとはWebベースのクラス分析ツールで、クラスローダー構成のフィルタリングを簡素化し、競合状態の検出、アプリケーションのクラスパスやクラス競合のデバッグといったクラスローディング問題の分析をサポートし、問題解決に役立つソリューションを提案します。
CATはスタンドアロンWebアプリケーションです。wls-cat.war
という1つのWARファイルとして配布され、その機能はWebベース・フロントエンドを使用して公開されます。CATは、開発モードでのみ内部オンデマンド・アプリケーションとしてデプロイされます。デプロイメントは初回のアクセス時に実行されます。サーバーが本番モードで稼働中の場合、自動的にデプロイされません。本番モードでデプロイする際には、その使用に制限はありませんが、他のWebアプリケーションと同様に手動でデプロイする必要があります。CAT Webアプリケーションは、WL_HOME
/server/lib/wls-cat.war
に格納されます。WebLogic Serverバージョン10.3.x以降を対象にデプロイできます。
CATの使用を開始するには:
http://wls-host:port/wls-cat/
へ移動し、コンソールのログイン資格証明情報を入力します。 CATには、現在実行中のアプリケーションとモジュールをすべて表示する単一のWeb GUIが実装されています。左側のナビゲーション・ペインでは、分析するアプリケーションやモジュールを選択できます。右側のペインには選択したアイテムの簡単な説明が表示されます。右側のペインを使用して、選択したアプリケーションやモジュールに関するアクションと分析を実行できます。CATを使用すると次を実行できます。
CATは、システム・クラスパス・クラスローダーやWebLogic Serverのメイン・アプリケーションのクラスローダーによってロードされ、フィルタリング、アプリケーション、およびモジュールのクラスローダーとして定義されたクラスを分析します。クラス、パッケージ、またはJARのレベルで分析を実行できます。選択する各アクションの結果は、基本ビューまたは詳細ビューで表示されます。
CATを使用して実行できるタスクの例を紹介します。
Java EEライブラリ機能により、複数のエンタープライズ・アプリケーション間で、種類が異なる1つまたは複数のJava EEモジュールを簡単に共有できます。Java EEライブラリは、デプロイメントに際してJava EEアプリケーション・コンテナに登録される1つまたは複数のモジュールです。詳細は、第11章「共有Java EEライブラリおよびオプション・パッケージの作成」を参照してください。
/lib
ディレクトリへのJARの追加WebLogic Serverでは、ドメイン・ディレクトリ内にlib
サブディレクトリがあります。ドメイン内のWebLogic Serverインスタンスで実行しているすべてのJava EEアプリケーションで(別のシステム・レベル・クラスローダー内)JARファイル・クラスが使用可能になるように、このサブディレクトリを使用して1つまたは複数のJARファイルを追加できます。ドメイン/lib
ディレクトリ内のJARは、システム・クラスパスに追加されません。作成されるクラスローダーは、システム・クラスローダーの子です。ドメイン/lib
ディレクトリのJAR内のすべてのクラスがEARファイルなどのJava EEアプリケーションからのみ参照可能です。システム・クラスパスのクラスはドメイン/lib
ディレクトリ内のクラスにアクセスできません。
lib
サブディレクトリは、サーバーにデプロイされているすべてまたは大部分のアプリケーションで必要とされ、ほとんど変更されないJARファイルを格納するためのディレクトリです。たとえば、lib
ディレクトリを使用して、ドメイン内のすべてのJava EEデプロイメントで必要とされるサード・パーティ・ユーティリティ・クラスを格納できます。ドメイン/lib
クラスローダーはすべてのJava EEアプリケーションの親であるため、サード・パーティ・ユーティリティ・クラスが使用可能になります。
lib
ディレクトリは、ドメインにデプロイされている1つまたは2つのアプリケーションでJARを共有したり、定期的に更新する必要があるJARを共有したりする際の一般的な方法としては推奨できません。lib
ディレクトリ内のJARを更新する場合は、アプリケーションが変更を認識できるように、ドメイン内の全サーバーを再起動する必要があります。複数のアプリケーション間でJARファイルまたはJava EEモジュールを共有する必要がある場合は、第11章「共有Java EEライブラリおよびオプション・パッケージの作成」で説明されているJava EEライブラリ機能を使用します。
lib
ディレクトリでJARを共有するには:
lib
サブディレクトリにコピーします。例: 注意: WebLogic Serverは、起動時に 管理サーバーは、 |
この章では、WebLogic Serverでサポートされている共有Java EEライブラリとオプション・パッケージを使用してアプリケーション間でコンポーネントとクラスを共有する方法について説明します。
この章の内容は以下のとおりです。
WebLogic Serverの共有Java EEライブラリ機能では、複数のエンタープライズ・アプリケーション間で、1つまたは複数の種類のJava EEモジュールを簡単に共有できます。共有Java EEライブラリは、デプロイメントに際してJava EEアプリケーション・コンテナに登録される1つまたは複数のモジュールです。共有Java EEライブラリは次のいずれかです。
共有Java EEライブラリを適切なアーカイブ・ファイル(EAR、JAR、またはWAR)にパッケージ化することをお薦めします。ただし、開発目的の場合、展開されたアーカイブ・ディレクトリとして共有Java EEライブラリをデプロイすれば、更新と再デプロイメントの繰返しを簡単にすることができます。
共有Java EEライブラリを登録後、そのライブラリを参照するエンタープライズ・アプリケーションをデプロイできます。参照側の各アプリケーションは、デプロイメントの際に必要なライブラリへの参照を受け取り、参照側アプリケーション自体の一部としてパッケージ化されているかのように、ライブラリを構成するモジュールを使用できます。参照側アプリケーションのクラスパスにライブラリ・クラスが追加され、参照側アプリケーションのデプロイメント記述子は、共有Java EEライブラリを構成するモジュールのデプロイメント記述子と(メモリー内で)結合されます。
このトピックでは、大部分において、エンタープライズ・アプリケーションでのみ参照可能な共有Java EEライブラリについて説明しています。ただし、別のWebアプリケーションでのみ参照可能なライブラリを作成することもできます。このライブラリの機能はアプリケーション・ライブラリと非常に似ていますが、参照方法が多少異なります。詳細は、「Webアプリケーション共有Java EEライブラリの情報」を参照してください。
注意: WebLogic Serverでは、ドメイン・ディレクトリの |
WebLogic Serverは、http://download.oracle.com/javase/6/docs/technotes/guides/extensions/extensions.html
に記載(バージョニングについては、オプション・パッケージのバージョニング(http://docs.oracle.com/javase/6/docs/technotes/guides/extensions/versioning.html
を参照)で説明しています)のとおり、オプション・パッケージをサポートしています。オプション・パッケージは、Java EEライブラリと似た機能を提供しており、これを使用すると複数のアプリケーション間で単一のJARファイルを簡単に共有できます。Java EEライブラリの場合、最初に、関連するJARファイルをオプション・パッケージとしてデプロイし、WebLogic Serverにオプション・パッケージを登録する必要があります。パッケージを登録したら、そのマニフェスト・ファイルでパッケージを参照するJava EEモジュールをデプロイできます。
オプション・パッケージは、weblogic.BuildXMLGen
でJava EE共有ライブラリとしてもサポートされます。そのため、オプション・パッケージ参照の検索では、アプリケーションおよびそのモジュールのすべてのマニフェストがスキャンされます。オプション・パッケージ参照が見つかると、生成されたbuild.xml
ファイル内のwlcompile
およびappc
タスクに追加されます。
オプション・パッケージは、すべてのJava EEモジュール(EAR、JAR、WARまたはRARアーカイブ)または展開されたアーカイブ・ディレクトリから参照できる点がJava EEライブラリとは異なります。Java EEライブラリは、有効なエンタープライズ・アプリケーションからのみ参照できます。
たとえば、複数のWebアプリケーションで必要とされるサード・パーティのWebアプリケーション・フレームワーク・クラスを、単一のJARファイル内にパッケージ化およびデプロイし、ドメイン内の複数のWebアプリケーション・モジュールから参照することが可能です。この場合、個々のWebアプリケーション・モジュールは共有JARファイルを参照する必要があるため、Java EEライブラリではなくオプション・パッケージを使用します(Java EEライブラリの場合、完全なエンタープライズ・アプリケーションのみがライブラリを参照できます)。
注意: OracleのドキュメントとWebLogic Serverユーティリティでは、ライブラリという語をJava EEライブラリとオプション・パッケージの両方の意味で使用します。必要な場合にのみオプション・パッケージと呼びます。 |
Java EEプラットフォームには、アプリケーションでオプション・パッケージや共有ライブラリを使用するためのいくつかのメカニズムが用意されています。ライブラリはアプリケーションにバンドルすることもできますし、アプリケーションで使用するために個別にインストールすることもできます。EARファイルには、JARファイルにパッケージ化されたライブラリを格納するディレクトリを含めることができます。このディレクトリの名前は、EARファイルのデプロイメント記述子のlibrary-directory
要素内に指定されます。library-directory
要素が指定されていない場合、またはEARファイルにデプロイメント記述子が含まれていない場合は、lib
というディレクトリが使用されます。ライブラリ・ディレクトリが存在しないことを指定するには、空のlibrary-directory
要素を使用します。このディレクトリ(サブディレクトリは除く)内にある、拡張子.jar
が付いたファイルはすべて、アプリケーション・クライアントを含むEARファイル内にパッケージ化されているすべてのコンポーネントで利用可能とする必要があります。これらのライブラリは、アプリケーションにバンドルされている他のライブラリ、または別個にインストールされている他のライブラリを参照できます。
この機能は、WebLogic ServerでサポートされているAPP-INF/lib
機能に似ています。APP-INF/lib
とlibrary-directory
が両方とも存在する場合は、library-directory
内のjarが優先されます。つまり、これらのファイルが、クラスパス内のAPP-INF/lib
jarファイルよりも前に置かれます。APP-INF/lib
の詳細は、「モジュールおよびアプリケーション間のクラス参照の解決」および「分割開発ディレクトリでの共有クラスの配置」を参照してください。
WebLogic Serverでは、共有Java EEライブラリのバージョニングによって、参照側のアプリケーションは、使用するライブラリの最低限のバージョンを指定したり、必要なバージョンを完全一致の形で指定したりできます。WebLogic Serverでは、共有Java EEライブラリのバージョニングを、http://java.sun.com/j2se/1.4.2/docs/guide/extensions/versioning.htmlのOptional Package Versioningで説明されている2種類のレベルでサポートしています。
ベスト・プラクティスとして、共有Java EEライブラリを作成する際には、バージョン情報(仕様バージョンまたは実装バージョンと仕様バージョンの両方)を必ず含めることをお薦めします。共有コンポーネントの開発時にバージョン情報を作成および更新すると、テスト目的でコンポーネントの複数のバージョンを同時にデプロイできます。バージョン情報を指定しない場合、またはバージョン文字列のインクリメントに失敗した場合は、新しいライブラリをデプロイする前に既存のライブラリをアンデプロイする必要があります。「共有Java EEライブラリおよびそれに依存するアプリケーションのデプロイ」を参照してください。
参照側アプリケーションのバージョニング情報によって、そのアプリケーションで必要なライブラリとパッケージのバージョンが決まります。各アプリケーションに応じて、必要となるライブラリまたはパッケージのバージョンが異なる場合があります。たとえば、本番アプリケーションがある特定のバージョンのライブラリを要求することがあります。これはそのライブラリのみが本番用に完全に適しているためです。同じライブラリの最低限のバージョンを常に使用するように内部アプリケーションを構成できます。特定のバージョンを必要としないアプリケーションで、最新バージョンのライブラリを使用するように構成することもできます。「エンタープライズ・アプリケーションでの共有Java EEライブラリの参照」を参照してください。
オプション・パッケージと共有Java EEライブラリでは、以下の機能が共通しています。
オプション・パッケージは、共有Java EEライブラリと以下の点が異なっています。
META-INF/MANIFEST.MF
を使用)のに対し、共有Java EEライブラリを参照できるのはエンタープライズ・アプリケーションとWebアプリケーションのみです(weblogic-application.xmlまたは
weblogic.xml
を使用)。 通常、1つまたは複数のEJB、Webアプリケーションまたはエンタープライズ・アプリケーション・モジュールを複数の異なるエンタープライズ・アプリケーション間で共有する場合は、共有Java EEライブラリを使用します。1つまたは複数の(JARファイルにパッケージ化された)クラスを複数のJava EEモジュール間で共有する場合は、オプション・パッケージを使用します。
プレーンJARファイルは、ライブラリとしてもオプション・パッケージとしても共有できます。次を行う場合は、オプション・パッケージを使用します。
1つまたは複数のエンタープライズ・アプリケーションからJARファイルを参照するだけで、Java EE仕様に厳密に準拠する必要がない場合は、共有Java EEライブラリを使用してプレーンJARファイルを共有します。
注意: OracleのドキュメントとWebLogic Serverユーティリティでは、共有Java EEライブラリという語をライブラリとオプション・パッケージの両方の意味で使用します。必要な場合にのみオプション・パッケージと呼びます。 |
複数のアプリケーションで共有可能な新しい共有Java EEライブラリを作成するには:
「共有Java EEライブラリ・ファイルの作成」を参照してください。
「オプション・パッケージ・クラス・ファイルの作成」を参照してください。
MANIFEST.MF
ファイルを作成および編集して、名前およびバージョン文字列情報を指定します。 「共有Java EEライブラリのマニフェスト属性の編集」を参照してください。
「配布およびデプロイメント用共有Java EEライブラリのパッケージ化」を参照してください。
以下の種類のJava EEモジュールを共有Java EEライブラリとしてデプロイできます。
共有Java EEライブラリには以下の制限があります。
共有Java EEライブラリを、スタンドアロンJava EEモジュールではなく、エンタープライズ・アプリケーションとしてパッケージ化することをお薦めします。これは、スタンドアロン・モジュールのURIはデプロイメント名から派生しており、モジュールがどのようにデプロイされたかによって変わる可能性があるためです。デフォルトでは、WebLogic Serverはデプロイメント・アーカイブ・ファイル名または展開されたアーカイブ・ディレクトリ名をデプロイメント名として使用します。別のファイルまたは場所からスタンドアロン共有Java EEライブラリを再デプロイする場合、デプロイメント名とURIが変わり、誤ったURIを使用している参照側アプリケーションは、デプロイされたライブラリにアクセスできません。
スタンドアロンJava EEモジュールとして共有Java EEライブラリをデプロイする場合は、デプロイメント時に既知のデプロイメント名を必ず指定し、参照側アプリケーションでその名前をURIとして使用します。
任意のクラスのセットをオプション・パッケージ・ファイルにまとめることができます。共有クラスのコレクションは、最終的に標準JARアーカイブにパッケージ化されます。ただし、JARのマニフェスト・ファイルを編集する必要があるので、最初にすべてのクラス・ファイルを作業ディレクトリに作成します。
共有Java EEライブラリの名前とバージョン情報は、META-INF/MANIFEST.MF
ファイルで指定します。表11-1で、有効な共有Java EEライブラリ・マニフェストの属性を示します。
表11-1 Java EEライブラリのマニフェスト属性
属性 | 説明 |
---|---|
Extension-Name | 共有Java EEライブラリの名前を識別する文字列値(オプション)。参照するアプリケーションでは、ライブラリを使用するには、完全に一致する ベスト・プラクティスとしては、ライブラリごとに |
Specification-Version | 共有Java EEライブラリの仕様バージョンを定義する文字列値(オプション)。参照するアプリケーションでは、ライブラリで要求されている
バージョン番号および改訂番号をピリオドで区切ったメジャー/マイナー・バージョン・フォーマット(「9.0.1.1」など) 特定の共有Java EEライブラリを完全一致の形で示すバージョン、最低限のバージョン、使用可能な最新バージョンのいずれかを要求するようにアプリケーションの参照を構成できます。 共有Java EEライブラリの仕様バージョンは、一部制約があるものの、ライブラリのデプロイ時にコマンド・ラインでも設定できます。「共有Java EEライブラリおよびそれに依存するアプリケーションのデプロイ」を参照してください。 |
Implementation-Version | 共有Java EEライブラリのコード実装バージョンを定義する文字列値(オプション)。
メジャー/マイナー・バージョン・フォーマットを使用する場合、特定の共有Java EEライブラリを完全一致の形で示すバージョン、最低限のバージョン、使用可能な最新バージョンのいずれかを要求するようにアプリケーションの参照を構成できます。テキスト・フォーマットを使用する場合、アプリケーションの参照では、ライブラリのバージョンを完全一致の形で指定する必要があります。 共有Java EEライブラリの実装バージョンは、一部制約があるものの、ライブラリのデプロイ時にコマンド・ラインでも設定できます。「共有Java EEライブラリおよびそれに依存するアプリケーションのデプロイ」を参照してください。 |
マニフェスト・ファイルの属性を指定するには:
次に、オプション・パッケージのサンプルの場合、次を使用します。
ライブラリを参照するアプリケーションは、Extension-Name
値に完全一致した共有ファイルを指定する必要があります。
バージョン識別子に対してメジャー/マイナー・フォーマットを使用すると、別のアプリケーションからライブラリを参照する際に最も柔軟な指定が可能です(表11-2を参照)
注意: デプロイメント時に必要に応じてコマンド・ラインでSpecification-VersionおよびImplementation-Versionを指定できますが、これらの文字列を |
管理者によるデプロイメント用に共有Java EEライブラリまたはオプション・パッケージを配布する場合、デプロイメント・ファイルをアーカイブ・ファイル(共有Java EEライブラリの場合は.EAR
ファイルまたはスタンドアロン・モジュール・アーカイブ・ファイル、オプション・パッケージの場合は単純な.JAR
ファイル)にパッケージ化して配布します。「wldeployを使用したアプリケーションのデプロイメント」を参照してください。
共有Java EEライブラリは標準Java EEアプリケーションまたはスタンドアロン・モジュールとしてパッケージ化されるため、『Oracle WebLogic Serverへのアプリケーションのデプロイ』で説明されているように、ライブラリのデプロイメント構成をデプロイメント・プランにエクスポートすることもできます。オプション・パッケージ.JAR
ファイルにはデプロイメント記述子が含まれていないため、エクスポートすることはできません。
開発目的で、展開されたアーカイブ・ディレクトリとしてライブラリをデプロイすると、更新と再デプロイメントの繰返しが簡単になります。
Java EEアプリケーションは、アプリケーションのweblogic-application.xml
デプロイメント記述子のエントリを基に、登録された共有Java EEライブラリを参照できます。表11-2では、ライブラリ参照を定義するXML要素を示します。
表11-2 weblogic-application.xmlの共有Java EEライブラリ参照用の要素
要素 | 説明 |
---|---|
library-ref |
|
library-name | 使用する共有Java EEライブラリの名前を指定する文字列値(必須)。 |
specification-version | 共有Java EEライブラリの必要な仕様バージョンを定義する文字列値(オプション)。この要素を設定しなかった場合、アプリケーションは最新の仕様バージョンに一致するライブラリを使用します。メジャー/マイナー・バージョン・フォーマットで文字列値を指定した場合、アプリケーションは、構成した値を下回らない最新の仕様バージョンに一致するライブラリを使用します。使用可能なすべてのライブラリが、構成された メジャー/マイナー・バージョニング規約に従っていない文字列値(9.2BETAなど)を指定した場合、アプリケーションでは、ライブラリのマニフェスト・ファイルの |
implementation-version | 共有Java EEライブラリの必要な実装バージョンを指定する文字列値(オプション)。この要素を設定しなかった場合、アプリケーションは最新の実装バージョンに一致するライブラリを使用します。メジャー/マイナー・バージョン・フォーマットで文字列値を指定した場合、アプリケーションは、構成した値を下回らない最新の実装バージョンに一致するライブラリを使用します。使用可能なすべてのライブラリが、構成された メジャー/マイナー・バージョニング規約に従っていない文字列値(9.2BETAなど)を指定した場合、アプリケーションでは、ライブラリのマニフェスト・ファイルの |
exact-match | 構成された値よりも新しい仕様または実装バージョンを持つ共有Java EEライブラリがある場合、それをアプリケーションで使用するかどうかを指定するブール値(オプション)。デフォルトでは、この要素はfalseです - つまり、WebLogic Serverは、最新バージョンのライブラリがある場合は、それを使用します。この要素をtrueに設定すると、 |
context-root | Webアプリケーション共有Java EEライブラリで使用する代替コンテキスト・ルートを指定する文字列値(オプション)。この要素は、ライブラリのコンテキスト・ルートが、参照側Java EEアプリケーションのWebアプリケーションのコンテキスト・ルートと競合する場合に指定します。 Webアプリケーション共有Java EEライブラリは特殊なライブラリの呼称であり、別のWebアプリケーションによって参照されるWebアプリケーションです。「Webアプリケーション共有Java EEライブラリの情報」を参照してください。 |
たとえば、次のweblogic-application.xml
記述子の単純なエントリでは、共有Java EEライブラリmyLibrary
を参照します。
上記の例では、WebLogic Serverは、依存関係にあるアプリケーションをデプロイする際にmyLibrary
というライブラリを探します。myLibrary
のコピーが複数登録されている場合、WebLogic Serverは、最新の仕様バージョンのライブラリを選択します。選択した仕様バージョンを複数のライブラリのコピーが使用している場合、WebLogic Serverは、最新の実装バージョンのコピーを選択します。
この例では、仕様バージョンの要件を指定して共有Java EEライブラリを参照します。
上記の例では、WebLogic Serverは、仕様バージョン2.0以降のライブラリを探します。バージョン2.0以降のライブラリが複数ある場合、WebLogic Serverは、実装バージョンにFloat値を使用しているライブラリを調べ、最新バージョンを選び出します。WebLogic Serverは、実装バージョンにFloat以外の値を使用している選択ライブラリを無視します。
この例では、仕様バージョンと非Float値の実装バージョンの両方を指定して共有Java EEライブラリを参照します。
上記の例では、WebLogic Serverは、仕様バージョンが2.0以降で、実装バージョンが81Beta
に完全一致するライブラリを探します。
次の例では、仕様バージョンと実装バージョンの両方が完全一致しなければならないケースを示します。
次の例は、ライブラリ参照を使用してcontext-root
を指定します。WARライブラリ参照がweblogic-application.xml
から作成された場合、context-root
は次の参照を使用して指定できます。
Java EEアプリケーションは、weblogic-application.xml
デプロイメント記述子内のエントリを使用して、参照されたEARライブラリ内のcontext-root
をオーバーライドできます。表11-3では、ライブラリ参照においてcontext-root
をオーバーライドするXML要素について説明します。
表11-3 weblogic-application.xmlの共有Java EEライブラリ・オーバーライド用の要素
要素 | 説明 |
---|---|
context-root | ライブラリで宣言されている 参照元アプリケーション(たとえば、ユーザー・アプリケーション)のみが、ライブラリで宣言されている |
override-value | ライブラリで宣言されているcontext-root要素をオーバーライドする際の |
次の例では、context-root-override
を指定しています。これがライブラリの1つで指定された古いcontext-root
と、代わりに使用する(オーバーライド)新しいcontext-root
を参照します。
上記の例では、現行のアプリケーションがmyLibrary
を参照します。これには、webapp
のcontext-root
が格納されています。この参照をオーバーライドする唯一の方法は、webapp
をmywebapp
にマップするlibrary-context-root-override
を宣言することです。
スタンドアロン・モジュール(EJBまたはWebアプリケーション)としてデプロイされた共有Java EEライブラリのURIを参照する場合、モジュールURIは、共有Java EEライブラリのデプロイメント名に対応している必要があります。これは、デプロイメント時に手動で割り当てた名前でも、デプロイされたアーカイブ・ファイルの名前でも、デプロイされた展開アーカイブ・ディレクトリの名前でもよいです。同じモジュールを異なるファイル名で、または別の場所から再デプロイする場合、デフォルト・デプロイメント名も変わるため、適切なURIを使用するように参照側アプリケーションを更新する必要があります。
この問題を避けるには、すべての共有Java EEライブラリを、スタンドアロン・モジュールではなく、エンタープライズ・アプリケーションとしてデプロイします。スタンドアロンJava EEモジュールとしてライブラリをデプロイする場合は、既知のデプロイメント名を必ず指定し、参照側アプリケーションでその名前をURIとして使用します。
Java EEアーカイブ(JAR、WAR、RAR、EAR)は、アーカイブのマニフェスト・ファイルの属性を使用して1つまたは複数の登録済みオプション・パッケージを参照できます。
表11-4 オプション・パッケージ参照用のマニフェスト属性
属性 | 説明 |
---|---|
Extension-List | オプション・パッケージの依存関係の論理名を定義する文字列値(必須)。 Extension-List: dependency1 dependency2 |
[ logical_name-]Extension-Name | オプション・パッケージの依存関係の名前を識別する文字列値(必須)。この値は、オプション・パッケージのマニフェスト・ファイルで定義された 1つのアーカイブから複数のオプション・パッケージを参照する場合は、
|
[ logical_name-]Specification-Version | オプション・パッケージの必要な仕様バージョンを定義する文字列値(オプション)。この要素を設定しなかった場合、アーカイブは最新の仕様バージョンに一致するパッケージを使用します。メジャー/マイナー・バージョン・フォーマットで メジャー/マイナー・バージョニング規約に従っていない文字列値(9.2BETAなど)を指定した場合、アーカイブでは、パッケージのマニフェスト・ファイルの 1つのアーカイブから複数のオプション・パッケージを参照する場合は、 |
[ logical_name-]Implementation-Version | オプション・パッケージの必要な実装バージョンを指定する文字列値(オプション)。この要素を設定しなかった場合、アーカイブは最新の実装バージョンに一致するパッケージを使用します。メジャー/マイナー・バージョン・フォーマットで文字列値を指定した場合、アーカイブは設定した値を下回らない最新の実装バージョンに一致するパッケージを使用します。使用可能なすべてのライブラリが、構成された メジャー/マイナー・バージョニング規約に従っていない文字列値(9.2BETAなど)を指定した場合、アーカイブでは、パッケージのマニフェスト・ファイルの 1つのアーカイブから複数のオプション・パッケージを参照する場合は、 |
たとえば、依存関係のあるアーカイブの場合、マニフェスト・ファイルの以下の単純なエントリでは、myAppPkg
およびmy3rdPartyPkg
という2つのオプション・パッケージを参照します。
この例では、仕様バージョン2.0以降のmyAppPkg
が必要になります。
この例では、仕様バージョン2.0以降のmyAppPkg
、実装バージョンが完全一致するmy3rdPartyPkg
が必要になります。
デフォルトでは、WebLogic Serverは、アプリケーションまたはモジュールをデプロイする際にマニフェスト・ファイルのオプション・パッケージに対する参照を解決できない場合、警告を出力しますが、デプロイメントは続行します。この動作を変更するには、WebLogic Serverの起動時に、コマンド・ラインまたはサーバーの起動を制御するコマンド・スクリプト・ファイルで、システム・プロパティweblogic.application.RequireOptionalPackages
をtrue
に設定します。このシステム・プロパティをtrue
に設定すると、WebLogic Serverは、マニフェスト・ファイルのオプション・パッケージの参照を解決できない場合、アプリケーションまたはモジュールのデプロイを試行しません。
weblogic.appmerge
はライブラリを1つのアプリケーションに結合するために使用するツールです(コンテンツと記述子がそれぞれ結合されます)。結合されたアプリケーションをディスクに書き込む機能もあります。その後でweblogic.appmerge
を使用し、ディスクに書き込んだ結合されたアプリケーションを調べることで、ライブラリの結合を理解することもできます。
次の構文を使用してweblogic.appmerge
を呼び出します。
有効なオプションを表11-5に示します。
表11-5 weblogic.appmergeのオプション
オプション | 説明 |
---|---|
-help | 標準の使用方法メッセージを出力します。 |
-version | バージョン情報を出力します。 |
-output <file> | 代替的な出力アーカイブまたはディレクトリを指定します。これが設定されていないと、出力はソース・アーカイブまたはディレクトリに置かれます。 |
-plan <file> | デプロイメント・プラン(オプション)を指定します。 |
-verbose | より冗長な出力を提供します。 |
-library <file> | ライブラリのカンマ区切りのリスト。各ライブラリは、マニフェストで設定されていない場合、その名前とバージョンを次の構文で設定できます。 <file> [@name=<string>@libspecver=<version> @libimplver=<version|string>]. |
-librarydir <dir> | 指定したディレクトリ内のすべてのファイルをライブラリとして登録します。 |
-writeInferredDescriptors | アプリケーションまたはモジュールに、デプロイメント記述子がアノテーション情報と共に格納されることを指定します。 |
例:
Antタスクではコマンド・ライン・ユーティリティと同様の機能を提供しています。source
、output
、librarydir
、plan
、およびverbose
の各属性と、複数の<library>
下位要素がサポートされています。次に例を示します。
BuildXMLGen
には、1つまたは複数の共有Java EEライブラリ・ディレクトリを含むビルド・ターゲットを生成するための-librarydir
オプションがあります。「weblogic.BuildXMLGenを使用した基本的なbuild.xmlファイルの生成」を参照してください。
wlcompile
およびwlappc
Antタスクには、アプリケーション・ビルドのクラスパスに含める1つまたは複数の共有Java EEライブラリを指定するためのlibrarydir
属性とlibrary
要素があります。「分割開発ディレクトリでのアプリケーションのビルド」を参照してください。
共有Java EEライブラリを1つまたは複数のWebLogic Serverインスタンスに登録するには、ターゲット・サーバーにライブラリをデプロイし、デプロイメントが共有されるように指定します。共有Java EEライブラリは、ライブラリを参照するアプリケーションのデプロイ先と同じWebLogic Serverインスタンスに登録する必要があります。必要なライブラリを登録していないサーバー・インスタンスに参照側アプリケーションをデプロイする場合、参照側アプリケーションのデプロイメントは失敗します。詳細は、『Oracle WebLogic Serverへのアプリケーションのデプロイ』のWebLogic Serverでのライブラリの登録に関する項を参照してください。
管理コンソールを使用して共有Java EEライブラリをインストール(デプロイ)する場合の詳細な手順については、「Java EEライブラリのインストール」を参照してください。管理コンソールを使用して、ライブラリを参照するアプリケーションのデプロイ先となるサーバーまたはクラスタにライブラリをデプロイする場合の手順については、「Java EEライブラリのサーバーまたはクラスタへの割当て」を参照してください。
繰返しの開発プロセスの一部としてwldeploy
Antタスクを使用する場合は、library
、libImplVer
、およびlibSpecVer
属性を使用して共有Java EEライブラリをデプロイします。詳細およびその他のサンプルについては、付録B「wldeploy Antタスクのリファレンス」を参照してください。
共有Java EEライブラリを登録後、そのライブラリと依存関係にあるアプリケーションおよびアーカイブをデプロイできます。依存関係にあるアプリケーションは、ターゲット・サーバーが必要なすべてのライブラリを登録していて、登録されたデプロイメントがアプリケーションまたはアーカイブのバージョン要件に従っている場合にのみデプロイできます。詳細は、『Oracle WebLogic Serverへのアプリケーションのデプロイ』のライブラリを参照するアプリケーションのデプロイに関する項を参照してください。
このトピックでは、大部分において、エンタープライズ・アプリケーションでのみ参照可能な共有Java EEライブラリについて説明しています。ただし、別のWebアプリケーションでのみ参照可能なライブラリを作成することもできます。このライブラリの機能はアプリケーション・ライブラリと非常に似ていますが、参照方法が多少異なります。
注意: わかりやすくするため、この項では、別のWebアプリケーションのみによって参照される共有Java EEライブラリの呼称として、Webアプリケーション・ライブラリという用語を使います。 |
具体的には:
weblogic-application.xml
ファイルではなくweblogic.xml
デプロイメント記述子ファイルを更新します。要素は、「エンタープライズ・アプリケーションでの共有Java EEライブラリの参照」で説明されているものとほぼ同じです。唯一の違いは、<library-ref>
の<context-root>
子要素がここでは無視されることです。 weblogic.xml
デプロイメント記述子ファイルから、別のタイプの共有Java EEライブラリ(EJB、エンタープライズ・アプリケーション、プレーンJARファイル)を参照することはできません。 こうした参照方法の違いを除けば、Webアプリケーション・ライブラリを作成、パッケージ化、デプロイする方法は、通常の共有Java EEライブラリの場合と同じです。
標準の共有Java EEアプリケーションをアプリケーション・ライブラリとしてWebLogic Serverにデプロイできるのと同様に、標準のWebアプリケーションをWebアプリケーション・ライブラリとしてWebLogic Serverにデプロイし、他のWebアプリケーションがこれらのライブラリを参照できるようにすることが可能です。
Webアプリケーション・ライブラリを使用するとコードとリソースの再利用が容易になります。また、Webアプリケーションが使用する可能性のあるサード・パーティのWebアプリケーションまたはフレームワークを分離するのにも役立ちます。さらに、共通のリソースをライブラリとして個別にパッケージ化し、様々なWebアプリケーションで参照されるようにすることもできます。こうすると、そのリソースを各Webアプリケーションにバンドルする必要がなくなります。WebアプリケーションにWebアプリケーション・ライブラリを含める場合、コンテナはデプロイメント時に、すべての静的リソース、クラス、およびJAR
ファイルをWebアプリケーションに結合します。
Webアプリケーション・ライブラリを使用する最初の手順は、Webアプリケーションをwebapp-library
として登録することです。それには、管理コンソールまたはweblogic.Deployer
ツールを使用してWebアプリケーションをライブラリとしてデプロイします。他のWebアプリケーションにこのライブラリを参照させるには、次のように、各アプリケーションのweblogic.xml
ファイルで、Webアプリケーション・ライブラリを指すlibrary-ref
要素を指定する必要があります。
複数のライブラリがある場合、CLASSPATH/resource
パスの優先順位は、weblogic.xml
ファイルでlibrary-ref
要素が出現する順序に従います。
デプロイされた各共有Java EEライブラリは、LibraryRuntimeMBean
で表されます。このMBeanを使用すると、名前やバージョンなど、ライブラリ自体の情報を取得できます。また、デプロイされたアプリケーションに関連付けられたApplicationRuntimeMBean
を取得することもできます。ApplicationRuntimeMBean
では、アプリケーションが使用するライブラリにアクセスする際に、次の2種類の方法を用いることができます。
getLibraryRuntimes()
は、weblogic-application.xml
ファイルで参照される共有Java EEライブラリを返します。 getOptionalPackageRuntimes()
は、マニフェスト・ファイルで参照されるオプション・パッケージを返します。 詳細は、Oracle WebLogic Server APIリファレンスを参照してください。
エンタープライズ・アプリケーションが1つまたは複数の共有Java EEライブラリを参照し、アプリケーションがWebLogic Serverにデプロイされている場合、サーバーは内部で参照側のエンタープライズ・アプリケーションのweblogic-application.xml
ファイルの情報を参照されるライブラリのデプロイメント記述子の情報に結合します。これは、次の順序で行われます。
weblogic-application.xml
デプロイメント記述子を読み込みます。 weblogic-application.xml
、weblogic.xml
、weblogic-ejb-jar.xml
などになります。 weblogic-application.xml
ファイルを結合します。 記述子ファイルの結合方法の結果、weblogic-application.xml
ファイルで最初に参照される共有Java EEライブラリの記述子の要素が、最後にあるものよりも優先されます。エンタープライズ・アプリケーションの記述子自体の要素は、ライブラリの記述子のすべての要素よりも優先されます。
たとえば、myApp
というエンタープライズ・アプリケーションが、それぞれエンタープライズ・アプリケーションとしてパッケージ化されている2つの共有Java EEライブラリmyLibA
とmyLibB
をその順序で参照するとします。myApp
アプリケーションとmyLibA
アプリケーションには、myEJB
というEJBモジュール、myLibA
アプリケーションとmyLibB
アプリケーションには、myOtherEJB
というEJBモジュールがあります。
さらに、myApp
アプリケーションがデプロイされると、クライアントがmyApp
アプリケーションを介してmyEJB
モジュールを呼び出すとします。この場合、参照する側のアプリケーションのモジュールは参照対象のアプリケーションのモジュールよりも優先されるので、WebLogic Serverは、実際にはmyLibA
のEJBではなくmyApp
アプリケーションのEJBを呼び出します。クライアントがmyOtherEJB
のEJBを呼び出すと、WebLogic ServerはmyLibA
のEJBを呼び出します。これは、myApp
のweblogic-application.xml
ファイルで最初にライブラリが参照され、同じ名前を持つmyLibB
アプリケーションのEJBよりも優先されるためです。
共有Java EEライブラリおよびオプション・パッケージを開発する際には、以下のベスト・プラクティスに留意してください。
/lib
サブディレクトリを使用します。/lib
サブディレクトリ内のクラスは、ドメイン内のWebLogic Serverインスタンスで実行しているすべてのJava EEアプリケーションで(別のシステム・レベル・クラスローダー内で)使用できるようになります。 Extension-Name
値を必ず指定します。拡張名を指定しない場合は、ライブラリのデプロイメント名から派生した名前を使用します。デフォルトのデプロイメント名は、アーカイブ・デプロイメントと展開されたアーカイブ・デプロイメントでは異なります。デプロイメント・コマンドで任意の値に設定できます。 weblogic-application.xml
デプロイメント記述子のcontext-root
要素を使用して、ライブラリのコンテキスト・ルートをオーバーライドします。 この章では、WebLogic Serverのアプリケーション・ライフ・サイクル・イベントに応答するアプリケーションの作成方法について説明します。
この章の内容は以下のとおりです。
注意: アプリケーション・スコープの起動クラスと停止クラスは、WebLogic Serverのリリース9.0以降では非推奨になりました。起動クラスと停止クラスに関するこの章の情報は、下位互換性のためにのみ提供されています。このクラスの代わりに、ライフサイクル・リスナー・イベントをアプリケーションで使用してください。 |
アプリケーション・ライフサイクル・リスナー・イベントは、デプロイメント、アンデプロイメント、および再デプロイメント時の動作を開発者が制御できるハンドルを提供します。この項では、アプリケーション・ライフサイクル・リスナー・イベントの使用方法について説明します。
WebLogic Serverには、リスナー・クラス、停止クラス、および起動クラスを拡張するときに使用できる4つのアプリケーション・ライフサイクル・イベントがあります。以下のものが含まれます。
public void preStart(ApplicationLifecycleEvent evt) {}
preStartイベントは、準備フェーズを開始、またはアプリケーションのデプロイメント・プロセスを開始します。
public void postStart(ApplicationLifecycleEvent evt) {}
postStartイベントは、アクティブ化フェーズを終了、またはアプリケーションのデプロイメント・プロセスを終了します。アプリケーションがデプロイされます。
public void preStop(ApplicationLifecycleEvent evt) {}
preStopイベントは、非アクティブ化フェーズを開始、またはアプリケーションの削除またはアンデプロイメントのプロセスを開始します。
public void postStop(ApplicationLifecycleEvent evt) {}
postStopイベントは、削除フェーズを終了、またはアプリケーションの削除またはアンデプロイメントのプロセスを終了します。
注意: アプリケーション・スコープの停止クラスは、WebLogic Serverのリリース9.0以降では非推奨になりました。代わりに、ライフサイクル・リスナーを使用してください。 |
注意: アプリケーション・スコープの停止クラスは、WebLogic Serverのリリース9.0以降では非推奨になりました。代わりに、ライフサイクル・リスナーを使用してください。 起動クラスおよび停止クラスでは、
|
これらのイベントを使用するには、weblogic-application.xml
デプロイメント記述子に登録する必要があります。付録A「エンタープライズ・アプリケーションのデプロイメント記述子の要素」を参照してください。以下の要素を定義します。
listener
- ユーザー定義のアプリケーション・ライフサイクル・リスナーを登録するときに使用します。これらは、抽象ベース・クラスweblogic.application.ApplicationLifecycleListener
を拡張するクラスです。 shutdown
- ユーザー定義の停止クラスを登録するときに使用します。 startup
- ユーザー定義の起動クラスを登録するときに使用します。 抽象クラス(WebLogic Server付属のクラス) weblogic.application.ApplicationLifecycleListener
を拡張することにより、リスナーを作成します。作成したリスナーは、コンテナの検索対象になります。
WebLogic ServerのApplicationLifecycleListener
抽象クラスに提供されている次のメソッドをオーバーライドし、必要な機能を追加してアプリケーションを拡張します。
例12-1は、ApplicationLifecycleListenerをオーバーライドする方法を示します。この例では、パブリック・クラスMyListenerがApplicationLifecycleListenerを拡張しています。
例12-1 MyListener
例12-2に、停止クラスを実装する方法を示します。停止クラスは、preStopイベントおよびpostStopイベントにアタッチできます。この例では、パブリック・クラスMyShutdown
はApplicationLifecycleListener
を拡張しません。これは、weblogic-application.xml
デプロイメント記述子で宣言された停止クラスはWebLogic Server固有のインタフェースに依存しないためです。
例12-2 MyShutdown
例12-3に、起動クラスを実装する方法を示します。起動クラスは、preStartイベントおよびpostStartイベントにアタッチできます。この例では、パブリック・クラスMyStartup
はApplicationLifecycleListener
を拡張しません。これは、weblogic-application.xml
デプロイメント記述子で宣言された起動クラスはWebLogic Server固有のインタフェースに依存しないためです。
例12-3 MyStartup
run-as-principal-name
要素を使用して起動イベントや停止イベントに対してユーザーIDを指定できる、ロールベース機能を備えたアプリケーション・ライフサイクル・イベントを構成できます。ただし、アプリケーション・ライフサイクル・リスナー用に定義されたrun-as-principal-name
IDが管理者である場合、アプリケーション・デプロイヤには管理者権限が必要です。管理者権限がない場合、デプロイメントは失敗します。
listener
要素内に、run-as-principal-name
要素を追加して、イベントの起動や停止を行う権限のあるユーザーを指定します。例: ここに指定するIDはシステムの有効なユーザー名である必要があります。run-as-principal-name
を指定しない場合、アプリケーション・ライフサイクル・リスナーの実行のためのrun-as
IDとしては、デプロイメント開始者のユーザーIDが使用されます。
次の例に、weblogic-application.xml
デプロイメント記述子ファイルでアプリケーション・ライフサイクル・イベントを構成する方法を示します。URIパラメータは必須ではありません。アプリケーションの$CLASSPATH
内であれば任意の位置にクラスを配置できます。ただし、$CLASSPATH
にクラスの位置を定義する必要があります。EARにAPP-INF/classes
ディレクトリまたはAPP-INF/lib
ディレクトリが存在する場合は、これらのディレクトリにリスナーを配置できます。この場合、リスナーは自動的に$CLASSPATH
に含まれます。
次の例に、URIパラメータを使用してアプリケーション・ライフサイクル・イベントを構成する方法を示します。この例では、アーカイブfoo.jar
はクラスを含み、EARファイルの最上位に存在します。(例: myEar/foo.jar
)
例12-4 URIパラメータを使用したアプリケーション・ライフ・サイクル・イベントの構成
次の例に、URIパラメータを使用せずにアプリケーション・ライフサイクル・イベントを構成する方法を示します。
例12-5 URIパラメータを使用しないアプリケーション・ライフ・サイクル・イベントの構成
アプリケーションの完全な再デプロイメントが発生する場合にのみ、アプリケーション・ライフサイクル・イベントが開始されます。アプリケーションの完全な再デプロイメント時に、アプリケーション・ライフサイクル・イベントが登録済みであれば、アプリケーション・ライフサイクルはまず停止シーケンスを開始し、次にクラスを再初期化し、その後開始シーケンスを実行します。
たとえば、完全なアプリケーション・ライフサイクル・イベント・セット(preStart、postStart、preStop、postStop)に対してリスナーが登録されている場合、完全な再デプロイメント時に次のイベント・シーケンスが表示されます。
preStop{}
postStop{}
preStart{}
postStart{}
次の項では、WebLogic Serverのアプリケーション・バージョン・ライフサイクル・イベントに応答するアプリケーションの作成方法について説明します。
WebLogic Serverはアプリケーション・バージョン・ライフサイクル・イベントの通知を提供しており、ApplicationVersionLifecycleListener
クラスを拡張してweblogic-application.xml
でライフサイクル・リスナーを指定できます。付録A「エンタープライズ・アプリケーションのデプロイメント記述子の要素」」と「URIパラメータを指定した場合と指定しない場合のライフサイクル・イベントの構成例」を参照してください。
アプリケーション・バージョン・ライフサイクル・イベントは次のように呼び出されます。
ApplicationVersionLifecycleEvent.isOwnVersion
メソッドを使用します。バージョン・ライフサイクル・イベントの種類の詳細は、ApplicationVersionLifecycleEvent
クラスを参照してください。 WebLogic Serverには4つのアプリケーション・バージョン・ライフサイクル・イベントがあります。
public void
preDeploy(ApplicationVersionLifecycleEvent evt)
preDeloy
イベントは、アプリケーション・バージョンのデプロイまたは再デプロイ操作が開始されたときに呼び出されます。 public void
postDeploy(ApplicationVersionLifecycleEvent evt)
postDeloy
イベントは、アプリケーション・バージョンが正常にデプロイまたは再デプロイされたときに呼び出されます。 public void
preUndeploy(ApplicationVersionLifecycleEvent evt)
preUndeloy
イベントは、アプリケーション・バージョンのアンデプロイ操作が開始されたときに呼び出されます。 public void
postDelete(ApplicationVersionLifecycleEvent evt)
postDelete
イベントは、アプリケーション・バージョンが削除されたときに呼び出されます。 注意:
|
以下の表では、デプロイメント(V1)、本番再デプロイメント(V2)、およびアンデプロイ(V2)の例を示します。
表12-1 デプロイメント・アクションとアプリケーション・バージョン・ライフ・サイクル・イベントのシーケンス
デプロイメント・アクション | 時間 | バージョンV1 | バージョンV2 |
---|---|---|---|
バージョンV1のデプロイメント | T0 |
| |
T1 | デプロイメントが開始されます。 | ||
T2 | V1のアプリケーション・ライフサイクル・リスナーが登録されます。 | ||
T3 | V1がアクティブなバージョンとなり、デプロイメントが完了します。 | ||
T4 |
| ||
T5 | アプリケーション・リスナーが | ||
バージョンV2の本番再デプロイメント | T6 |
| |
T7 | アプリケーション・バージョン・リスナーが | ||
T8 | デプロイメントが開始されます。 | ||
T9 | V2のアプリケーション・ライフサイクル・リスナーが登録されます。 | ||
T10 | デプロイ(V2)が成功すると、V1はアクティブなバージョンでなくなります。 | デプロイ(V2)が成功すると、V2はV1に代わってアクティブなバージョンとなります。 デプロイメントが完了します。 | |
T11 |
注意:このイベントはデプロイメントが失敗した場合でも発生します。 | ||
T12 | アプリケーション・バージョン・リスナーが | ||
T13 | アプリケーション・リスナーが | ||
T14 | デプロイ(V2)が成功すると、V1はリタイアを開始します。 | ||
T15 | V1のアプリケーション・リスナーが登録解除されます。 | ||
T16 | V1がリタイアされます。 | ||
V2のアンデプロイメント | T17 |
| |
T18 | アプリケーション・リスナーは呼び出された | ||
T19 | アンデプロイメントが開始されます。 | ||
T20 | V2がアクティブなバージョンでなくなります。 | ||
T21 | V2のアプリケーション・バージョン・リスナーが登録解除されます。 | ||
T22 | アンデプロイメントが完了します。 | ||
T23 | アプリケーション全体がアンデプロイされると、 注意:このイベントはアンデプロイメントが失敗した場合でも発生します。 |
この章では、アプリケーションでコンテキスト伝播APIを使用する方法を説明します。
この章の内容は以下のとおりです。
コンテキストの伝播により、プログラマは情報をアプリケーションと関連付けできます。さらに、下流のコンポーネントは、この情報を送り元に戻せるように、情報に対し追加または修正を行えます。コンテキストの伝播は、作業領域、作業コンテキスト、またはアプリケーション・トランザクションとしても知られています。
通常、コンテキストの伝播を使用するのは、アプリケーションの不可欠な一部である情報ではなく、アプリケーションの外部に情報を運ぶ必要があるアプリケーションです。たとえば、診断モニター、アプリケーション・トランザクション、アプリケーションのロード・バランシングなどがそれに当たります。アプリケーションの外部にこの種類の情報を保持すると、無関係なAPIを使用しないでアプリケーション自体をクリーンにしておくことができます。また、サード・パーティ・コンポーネントなどの読取り専用コンポーネントに情報を追加することもできます。
コンテキスト伝播のプログラミングでは、最初にWorkContextMap
とWorkContext
を作成するクライアント・アプリケーションのコードを記述し、次にこのデータを取得および必要に応じて使用する呼出し対象のアプリケーション自体のコードを記述します。呼出し対象のアプリケーションは、EJB、Webサービス、サーブレット、JMSトピックまたはキューなど、どのような種類のものでも構いません。詳細は、「コンテキスト伝播のプログラミング: 主な手順」を参照してください。
WebLogicコンテキスト伝播APIはweblogic.workarea
パッケージにあります。次の表に、主なインタフェースとクラスを示します。
表13-1 WebLogicコンテキスト伝播APIのインタフェースとクラス
インタフェースまたはクラス | 説明 |
---|---|
| アプリケーションにデータを付け、アプリケーション・リクエストを介してその情報を伝播するコンテキスト伝播のメイン・インタフェース。 |
| アプリケーションとともに渡されるユーザー・データのマーシャリングおよびアンマーシャリングに使用するインタフェース。このインタフェースには、単純な8ビットASCIIコンテキスト(
|
|
|
|
|
| プリミティブ・データのみを格納する |
コンテキスト伝播の完全なAPIドキュメントについては、「weblogic.workareaのJavadoc」
を参照してください。
以下は、アプリケーション内でコンテキスト伝播を使用する高度な手順です。この手順では、反復的な開発環境を設定済みで、weblogic.workarea
APIを使用してコンテキスト伝播を使用するよう更新する既存のクライアントおよびアプリケーションがあることを前提にしています。
WorkContextMap
オブジェクトとWorkContext
オブジェクトを作成し、ユーザー・データをコンテキストに追加します。 「クライアントのコンテキスト伝播のプログラミング」を参照してください。
『Oracle WebLogic Serverスタンドアロン・クライアントのプログラミング』を参照してください。
WorkContextMap
を作成し、追加するコンテキストとユーザー・データをクライアント・アプリケーションから取得します。 「アプリケーションのコンテキスト伝播のプログラミング」を参照してください。
次のサンプルJavaコードでは、Webサービスを呼び出すスタンドアロンJavaクライアントを示します。また、この例では、weblogic.workarea.*
コンテキスト伝播APIを使用してユーザー情報を呼出しに関連付ける方法も示します。コンテキスト伝播に該当するコードを太字で示し、サンプルの後で説明を加えます。
コンテキスト伝播の完全なAPIドキュメントについては、「weblogic.workareaのJavadoc」
を参照してください。
注意: WebサービスおよびWebサービスを呼び出すクライアント・アプリケーション作成の詳細は、『Oracle WebLogic Server JAX-WS Webサービス・スタート・ガイド』を参照してください。 |
import weblogic.workarea.WorkContextMap;
import weblogic.workarea.WorkContext;
import weblogic.workarea.PrimitiveContextFactory;
import weblogic.workarea.PropagationMode;
import weblogic.workarea.PropertyReadOnlyException;
WorkContextMap map = (WorkContextMap)new InitialContext().lookup("java:comp/WorkContextMap");
WorkContext stringContext = PrimitiveContextFactory.create("A String Context");
// Put a string context
map.put(SESSION_ID, stringContext, PropagationMode.SOAP);
上記の例では:
weblogic.workarea.*
クラス、インタフェース、および例外をインポートする方法を示しています。 import weblogic.workarea.WorkContextMap;
import weblogic.workarea.WorkContext;
import weblogic.workarea.PrimitiveContextFactory;
import weblogic.workarea.PropagationMode;
import weblogic.workarea.PropertyReadOnlyException;
java:comp/WorkContextMap
のJNDIルックアップを実行することでWorkContextMap
を作成する方法を示しています。 WorkContextMap map = (WorkContextMap)
PrimitiveContextFactory
を使用してWorkContext
を作成する方法を示しています。この例では、WorkContext
は、単純な文字列値A String Context
で構成されています。文字列値は、呼び出されるWebサービスに渡されるユーザー・データです。 SESSION_ID
とともにコンテキスト・データをWorkContextMap
に追加し、それを現在のスレッドに関連付ける方法を示しています。PropagationMode.SOAP
定数は、伝播がSOAPメッセージを介して発生するように指定します。これは、クライアントがWebサービスを呼び出しているためです。 次のサンプルJavaコードでは、Webサービスを実装するシンプルなJava Webサービス(Java Web Service: JWS)ファイルを示します。JWSファイルには、Webサービスの呼出しに関連付けられるユーザー・データを取得するためのコンテキスト伝播コードも含まれます。コンテキスト伝播に該当するコードを太字で示し、サンプルの後で説明を加えます。
コンテキスト伝播の完全なAPIドキュメントについては、「weblogic.workareaのJavadoc」
を参照してください。
注意: WebサービスおよびWebサービスを呼び出すクライアント・アプリケーション作成の詳細は、『Oracle WebLogic Server JAX-WS Webサービス・スタート・ガイド』を参照してください。 |
import weblogic.workarea.WorkContextMap;
import weblogic.workarea.WorkContext;
WorkContextMap map = (WorkContextMap) new InitialContext().lookup("java:comp/WorkContextMap");
WorkContext localwc = map.get(SESSION_ID);
上記の例では:
java:comp/WorkContextMap
のJNDIルックアップを実行することでWorkContextMap
を作成する方法を示しています。 WorkContextMap
からコンテキストのユーザー・データを取得する方法を示しています。ここでは、キーは、Webサービスを呼び出したときにクライアント・アプリケーションが設定したものと同じSESSION_ID
です。 この章では、WebLogic ServerでJavaMailをプログラミングしてWebLogic Serverアプリケーションに電子メール機能を追加する方法を説明します。
この章の内容は以下のとおりです。
WebLogic ServerにはJavaMail APIバージョン1.4参照実装が含まれています。JavaMail APIを使用すると、WebLogic Serverアプリケーションに電子メール機能を追加できます。JavaMailを使用すると、自社ネットワークまたはインターネット上のIMAP (Internet Message Access Protocol)対応およびSMTP (Simple Mail Transfer Protocol)対応のメール・サーバーにJavaアプリケーションからアクセスできます。JavaMailはメール・サーバー機能を持っていないので、JavaMailを使用するにはメール・サーバーが必要です。
JavaMail APIの使用方法に関する詳細なドキュメントは、http://www.oracle.com/technetwork/java/javamail-138606.html
で参照できます。この項では、WebLogic Server環境でJavaMailを使用する方法について説明しています。
weblogic.jar
ファイルには、次のJavaMail APIパッケージが含まれています。
javax.mail
javax.mail.event
javax.mail.internet
javax.mail.search
weblogic.jar
ファイルには、JavaMailで必要なJAF (Java Activation Framework)パッケージも含まれています。
javax.mail
パッケージには、Internet Message Access Protocol (IMAP)およびSimple Mail Transfer Protocol (SMTP)メール・サーバーのプロバイダが含まれています。JavaMail用に独自のPOP3プロバイダがあります。これは、weblogic.jar
には含まれていません。POP3プロバイダは、使用する場合、http://java.sun.com/products/javamail/pop3.html
からダウンロードし、それをWebLogic Serverクラスパスに追加できます。
JavaMailは、システムのメール・トランスポート機能を定義する構成ファイルに依存します。weblogic.jar
ファイルには、標準構成ファイルが入っています。このファイルにより、IMAPおよびSMTPメール・サーバーがJavaMail向けに使用可能になり、JavaMailが処理できるデフォルトのメッセージ・タイプが定義されます。
JavaMailを拡張してサポートされるトランスポート、プロトコル、およびメッセージのタイプを追加する場合を除いて、JavaMail構成ファイルを変更する必要はありません。JavaMailを拡張する場合は、http://java.sun.com/products/javamail/Third_Party.html
を参照してください。次に、拡張したJavaMailパッケージをweblogic.jar
の前のWebLogic Serverクラスパスに追加します。
WebLogic Serverで使用するためにJavaMailを構成するには、WebLogic Server管理コンソールでメール・セッションを作成します。これにより、あらかじめ構成しておくセッション・プロパティを使用して、サーバー側モジュールとアプリケーションでJNDIを用いてJavaMailサービスにアクセスできるようになります。たとえば、メール・セッションを作成すると、メール・ホスト、トランスポートおよび格納プロトコル、デフォルトのメール・ユーザーを管理コンソールで指定できるため、JavaMailを使用するモジュールでこれらのプロパティを設定する必要はありません。メール・セッションは単一のjavax.mail.Session
オブジェクトを作成し、JNDIを通じてそのオブジェクトを必要とするすべてのモジュールで利用できるようにするため、多数の電子メール・ユーザーを持つアプリケーションではメリットが得られます。
管理コンソールによるメール・セッションの使用の詳細は、Oracle WebLogic Server管理コンソール・オンライン・ヘルプのJavaMailへのアクセスの構成に関する項を参照してください。
メール・セッションで設定したプロパティ・セットは、オーバーライドするプロパティを含むjava.util.Properties
オブジェクトを作成すると、コード内でオーバーライドできます。「JavaMailを使用したメッセージの送信」を参照してください。メール・セッション・オブジェクトをJNDIでルックアップした後、Properties
オブジェクトを使用してSession.getInstance()
メソッドを呼び出し、カスタマイズしたセッションを取得します。
WebLogic Serverモジュール内からJavaMailを使用してメッセージを送信する手順は次のとおりです。
java.util.Properties:
もインポートします。 java.util.Properties
オブジェクトを作成してオーバーライドするプロパティを追加します。getInstance()
を呼び出して、新しいプロパティの新しいセッション・オブジェクトを取得します。 MimeMessage
を作成します。次の例で、to、subject、およびmessageTxtは文字列の変数で、ユーザーが入力した内容が入ります。 JNDIルックアップでは、障害が発生するとNamingException
例外がスローされます。JavaMailでは、トランスポート・クラスの特定またはメール・ホストとの通信に失敗した場合にMessagingException
がスローされます。コードをtryブロックの中に配置し、これらの例外を捕捉するようにしておきます。
JavaMail APIを使用すると、メッセージ・ストアに接続できます。メッセージ・ストアはIMAPサーバーまたはPOP3サーバーとなります。メッセージはフォルダに保存されます。IMAPの場合、メッセージ・フォルダはメール・サーバー上に格納されます。メッセージ・フォルダには、受信したメッセージが入るフォルダとアーカイブされたメッセージが入るフォルダがあります。POP3の場合は、メッセージの到着時にメッセージを保存するフォルダをサーバーが提供します。クライアントは、POP3サーバーに接続するときに、メッセージを取得してクライアントのメッセージ・ストアに転送します。
フォルダは、ディスクのディレクトリと同じような階層構造になっています。フォルダにはメッセージまたは他のフォルダを格納できます。デフォルトのフォルダは構造の最上位にあります。特別なフォルダ名であるINBOXは、ユーザーのプライマリ・フォルダのことを指し、デフォルト・フォルダの内部にあります。受信したメールを読み込むには、ストアからデフォルト・フォルダを取得して、次にデフォルト・フォルダからINBOXフォルダを取得します。
APIでは、指定した数または範囲のメッセージを読み取る、またはメッセージの特定の部分をあらかじめ取り出してフォルダのキャッシュに入れるなど、メッセージの読込みについて複数のオプションを提供しています。詳細は、JavaMail APIを参照してください。
WebLogic Serverモジュール内からPOP3サーバーで受信したメッセージを読み込む手順は次のとおりです。
java.util.Properties:
もインポートします。 Properties
オブジェクトを作成してオーバーライドするプロパティを追加します。getInstance()
を呼び出して、新しいプロパティの新しいセッション・オブジェクトを取得します。 Store
オブジェクトを取得し、connect()
メソッドを呼び出してメール・サーバーに接続します。接続の認証を行うには、接続メソッドでメール・ホスト、ユーザー名、およびパスワードを提供する必要があります。 IMAPサーバーからのメッセージの読込みは、POP3サーバーからのメッセージの読込みと同様です。ただしIMAPの場合は、フォルダを作成および操作し、フォルダ間でメッセージを転送するメソッドがJavaMail APIで提供されています。IMAPサーバーを使用すると、POP3サーバーを使用する場合よりも少ないコードで、多機能なWebベースのメール・クライアントを実装できます。POP3では、おそらくデータベースまたはフォルダを表すためのファイル・システムを使用して、WebLogic Serverからメッセージ・ストアを管理するコードを記述する必要があります。
この章では、WebLogic Serverでのスレッドの使用方法と、WebLogic Serverクラスタで使用するアプリケーションのプログラミング方法について説明します。
この章の内容は以下のとおりです。
WebLogic Serverは高度なマルチスレッド・アプリケーション・サーバーであり、ホストしているモジュールのリソースの割り当て、同時実行性、およびスレッドの同期化を慎重に管理します。WebLogic Serverのアーキテクチャを最大限に活用するには、標準Java EE APIを使用して作成したアプリケーション・モジュールを構築する必要があります。
通常、サーバー側モジュールで新たなスレッドの作成が必要にならないアプリケーション設計をします。
これらの警告にもかかわらず、スレッドの作成が適切な状況もあります。たとえば、複数のリポジトリを検索して、結合された結果セットを返すアプリケーションの場合、メイン・クライアント・スレッドを同期的に使用する代わりに、各リポジトリの新しいスレッドを非同期的に使用して検索を実行すると、より速く結果が返されることがあります。
アプリケーション・コードでのスレッドの使用を決定したら、アプリケーションが作成するスレッドの数を制限できるようにスレッド・プールを作成します。JDBC接続プールのように、指定した数のスレッドをプールに割り当て、実行可能なクラスのプールから利用できるスレッドを取得します。プール内のすべてのスレッドが使用中の場合は、スレッドが戻されるまで待機します。スレッド・プールを使用すると、パフォーマンスの問題を回避し、WebLogic Serverの実行スレッドとアプリケーションの間のスレッドの割当ても最適化できます。
スレッドでデッドロックが発生しそうな場所を把握しておき、デッドロックが発生したら確実に処理します。設計を慎重に見直して、スレッドがセキュリティ・システムを危険にさらすことのないようにしておきます。
WebLogic Serverスレッドとの望ましくない対話を避けるには、WebLogic Serverモジュールの中でスレッドの呼出しを使用しないようにします。たとえば、作成するスレッドからは、エンタープライズBeanやサーブレットを使用しないでください。アプリケーション・スレッドは、TCP/IP接続による外部サービス、またはファイルの適切なロックや読み書きを行う外部サービスとの対話のような、独立していて分離されたタスクに使用するのが最適です。存続期間が短く、1つの目的を実行して終了する(スレッドをプールに戻します)スレッドの方が、他のスレッドと競合しません。
WebLogic Server上にデプロイされているアプリケーションにパッケージ化されるモジュール内に、デーモン・スレッドを作成しないようにしてください。サーブレットなどのアプリケーション・モジュール内にデーモン・スレッドを作成すると、元のデプロイメント内に作成されたデーモンが実行中のままになるので、アプリケーションを再デプロイできなくなります。
障害のポイントにクライアントを追加して、負荷が次第に大きくなるような状況でマルチスレッドのコードをテストします。アプリケーションのパフォーマンスとWebLogic Serverの動作を監視し、本番環境で障害が発生しないことを確認しておきます。
ワーク・マネージャは、作業項目を同時に実行するための簡単なAPIを提供します。これにより、Java EEベースのアプリケーション(サーブレットやEJBを含む)において作業項目の同時実行をスケジューリングでき、スループットとレスポンス時間を向上させることができます。アプリケーションでは、同時実行する作業項目をワーク・マネージャに送信し、後でその結果を収集できます。ワーク・マネージャが提供する一般的な「結合」演算によって、いずれかの作業項目が完了するのを待機したり、すべての作業項目が完了するのを待機したりできます。アプリケーション・サーバー仕様のワーク・マネージャでは、アプリケーション・サーバーでサポートされる低レベル・スレッド化APIを使用することもできますが、ほとんどのアプリケーションでは使用が難しく、サーブレットやEJBのような管理対象の環境での使用は適切ではありません。
詳細は、「ワーク・マネージャを使用したスケジューリング済み作業の最適化」を参照してください。
WebLogic ServerのクラスタにデプロイされるJSPおよびサーブレットは、セッション・データを保持するために特定の要件に従う必要があります。詳細は、『Oracle WebLogic Serverクラスタの使用』のHTTPセッション状態のレプリケーションに関する条件に関する項を参照してください。
WebLogic ServerクラスタでデプロイされるEJBには、EJBのタイプによって制約があります。クラスタ内の複数のEJBの種類の機能については、『Oracle WebLogic Server Enterprise JavaBeansバージョン2.1のプログラミング』のWebLogic Enterprise JavaBeansに関する項を参照してください。EJBは、EJBデプロイメント記述子でプロパティを設定することでクラスタにデプロイできます。
クラスタ内でデプロイメント用にEJBまたはカスタムRMIオブジェクトを開発する場合は、『Oracle WebLogic Server JNDIのプログラミング』のクラスタ環境でのWebLogic JNDIの使い方に関する項を参照して、クラスタリングされたオブジェクトをJNDIツリーにバインドする影響について理解してください。
次の項では、エンタープライズ・アプリケーション・デプロイメント記述子application.xml
(Java EE標準デプロイメント記述子)およびweblogic-application.xml
(WebLogic固有のアプリケーション・デプロイメント記述子)について説明します。
Java EEアノテーションの使用により、標準のapplication.xml
デプロイメント記述子は省略可能になりました。アノテーションを使用すると、コンテナ内でのアプリケーション・コンポーネントの動作、依存関係インジェクションのリクエスト方法などをJavaクラス自体の中で指定でき、アプリケーションの開発プロセスを簡略化できます。アノテーションは、エンタープライズ・アプリケーションの以前のバージョン(Java EE 1.4以前)で必要とされたデプロイメント記述子にかわるものです。第8章「Java EEアノテーションと依存関係インジェクションの使用」を参照してください。
weblogic-application.xml
ファイルも、WebLogic Serverの拡張機能を使用していない場合は省略可能です。
次の項では、「weblogic-application.xmlスキーマ」で定義されている様々な要素について説明します。weblogic-application.xml
ファイルは、application.xml
Java EEデプロイメント記述子を拡張したWebLogic Server固有のデプロイメント記述子です。ここでは、アプリケーションで参照される共有Java EEライブラリやEJBキャッシングなどの機能を構成します。
ファイルは、アプリケーション・アーカイブのMETA-INF
サブディレクトリにあります。次の項では、ファイル内に表示される要素について説明します。
weblogic-application
要素は、アプリケーションのデプロイメント記述子のルート要素です。
次の表では、weblogic-application
要素内で定義できる要素について説明します。
表A-1 weblogic-application要素
要素 | 必須? | ファイル内での最大数 | 説明 |
---|---|---|---|
<ejb> | オプション | 1 | WebLogicアプリケーションの構成要素となるEJBモジュールに固有の情報が含まれます。現在、
|
<xml> | オプション | 1 | 対象アプリケーションに固有なXML処理のパーサーおよびエンティティ・マッピングに関する情報を指定します。
|
<jdbc-connection-pool> | オプション | 制限なし | ゼロまたはそれ以上。アプリケーション・スコープのJDBC接続プールを指定します。
|
<security> | オプション | 1 | アプリケーションのセキュリティ情報を指定します。
|
<application-param> | オプション | 制限なし | ゼロまたはそれ以上。アプリケーションに関連のあるコンテナ・インスタンスの動作に影響を与える、入力されないパラメータの指定に使用します。ここに示すパラメータが、現在サポートされています。また、
次のパラメータを使用すると、このアプリケーションに含まれるWebアプリケーションの動作に影響を与えます。
例: <application-param> <param-name>webapp.encoding.default </param-name> <param-value>UTF8</param-value> </application-param>
|
<classloader-structure> | オプション | 制限なし | classloader-structure要素を使うと、このアプリケーションのクラスローダーの構成を定義できます。宣言は、クラスローダーの階層を表し、特定のモジュールを特定のノードに関連付ける、ツリー構造で表現されます。モジュールのクラスは、この要素と関連付けられたクラスローダーによってロードされます。 例: <classloader-structure> <module-ref> <module-uri>ejb1.jar</module-uri> </module-ref> </classloader-structure> <classloader-structure> <module-ref> <module-uri>ejb2.jar</module-uri> </module-ref> </classloader-structure>
|
<listener> | オプション | 制限なし | ゼロまたはそれ以上。ユーザー定義のアプリケーション・ライフサイクル・リスナーの登録に使用します。これらは、抽象ベース・クラス
|
<singleton-service> | オプション | 制限なし | ゼロまたはそれ以上。ユーザー定義のsingleton servicesの登録に使用します。これらは、インタフェース
|
<startup> | オプション | 制限なし | ゼロまたはそれ以上。ユーザー定義の起動クラスの登録に使用します。
注意:アプリケーション・スコープの起動クラスと停止クラスは、WebLogic Serverのリリース9.0以降では非推奨になりました。このクラスの代わりに、ライフサイクル・リスナー・イベントをアプリケーションで使用する必要があります。詳細は、第12章「アプリケーション・ライフ・サイクル・イベントのプログラミング」を参照してください。 |
<shutdown> | オプション | 制限なし | ゼロまたはそれ以上。ユーザー定義の停止クラスの登録に使用します。
注意:アプリケーション・スコープの起動クラスと停止クラスは、WebLogic Serverのリリース9.0以降では非推奨になりました。このクラスの代わりに、ライフサイクル・リスナー・イベントをアプリケーションで使用する必要があります。詳細は、第12章「アプリケーション・ライフ・サイクル・イベントのプログラミング」を参照してください。 |
<module> | オプション | 制限なし | JMSまたはJDBCモジュールなど、単独のWebLogicアプリケーション・モジュールを表します。 この要素には次の子要素があります。
次の例では、XMLファイル <module> <name>Workflows</name> <type>JMS</type> <path>jms/Workflows-jms.xml</path> </module> |
<library-ref> | オプション | 制限なし | 共有Java EEライブラリへの参照してください。
|
<fair-share-request> | オプション | 制限なし | ワーク・マネージャ・リクエスト・クラスの一種であるフェア・シェア・リクエスト・クラスを指定します。フェア・シェア・リクエスト・クラスは、リクエストの処理に必要なスレッド使用時間の平均比率を指定します。
「ワーク・マネージャを使用したスケジューリング済み作業の最適化」を参照してください。 |
<response-time-request> | オプション | 制限なし | ワーク・マネージャ・クラスの一種であるレスポンス時間リクエスト・クラスを指定します。具体的には、レスポンス時間リクエスト・クラスは、レスポンス時間の目標値(ミリ秒)を指定します。
「ワーク・マネージャを使用したスケジューリング済み作業の最適化」を参照してください。 |
<context-request> | オプション | 制限なし | ワーク・マネージャ・クラスの一種であるコンテキスト・リクエスト・クラスを指定します。コンテキスト・リクエスト・クラスは、現在のユーザーまたは現在のユーザーのグループなどのコンテキスト情報を基に、リクエスト・クラスをリクエストに割り当てます。
「ワーク・マネージャを使用したスケジューリング済み作業の最適化」を参照してください。 |
<max-threads-constraint> | オプション | 制限なし | ワーク・マネージャ制約 max-threads-constraintは、制約対象の作業セットからのリクエストを実行する同時スレッドの数を制限します。
「ワーク・マネージャを使用したスケジューリング済み作業の最適化」を参照してください。 |
<min-threads-constraint> | オプション | 制限なし | ワーク・マネージャ制約 min-threads-constraintは、デッドロックを回避するために、制約対象のリクエストに割り当てられるスレッドの数を保証します。
「ワーク・マネージャを使用したスケジューリング済み作業の最適化」を参照してください。 |
<capacity> | オプション | 制限なし | ワーク・マネージャ制約 capacity制約を指定すると、サーバーの容量制限に達した場合にのみリクエストが拒否されるようになります。
「ワーク・マネージャを使用したスケジューリング済み作業の最適化」を参照してください。 |
<work-manager> | オプション | 制限なし | アプリケーションに関連付けられたワーク・マネージャを指定します。
ワーク・マネージャの詳細は、「ワーク・マネージャを使用したスケジューリング済み作業の最適化」を参照してください。 |
<application-admin-mode-trigger> | オプション | 制限なし | アプリケーションを管理モードにするために必要なスタック・スレッドの数を指定します。 次の子要素を指定できます。
|
<session-descriptor> | オプション | 制限なし | サーブレット・セッションの構成パラメータのリストを指定します。
|
<library-context-root-override> | オプション | 制限なし | ゼロまたはそれ以上。アプリケーションで参照されるライブラリのデプロイメント記述子に指定されているWebモジュールのコンテキスト・ルートのオーバーライドに使用されます。
|
<component-factory-class-name> | オプション | 1 | この要素を |
<prefer-application-packages> | オプション | 1 | ClassLoader構成をフィルタするために使用されます。アプリケーションからロードするクラスのパッケージ・リストを指定します。 |
<prefer-application-resources> | オプション | 1 | ClassLoader構成をフィルタするために使用されます。リソースがシステム・クラスローダーにある場合でも、いつもアプリケーションからロードする必要があるリソースのリストを指定します。 リソース・ローディング動作は、 この場合、アプリケーション・リソースがシステム・リソースより優先されます。この要素に記録されたリソースはシステム・クラスローダーでルックアップされることはありません。 |
<fast-swap> | オプション | 1 | Fastswapデプロイメントを使用するかどうかを指定します - 使用すると、ClassLoaderを再ロードせずにインプレースでJavaクラスが再定義されるため、再デプロイメントを最小限に抑えることができます。 詳細は、『WebLogic Serverへのアプリケーションのデプロイ』のFastSwapデプロイメントによる再デプロイメントの最小化に関する項を参照してください。
|
次の表では、ejb
要素内で定義できる要素について説明します。
表A-2 ejb要素
要素 | 必須? | ファイル内での最大数 | 説明 |
---|---|---|---|
<entity-cache> | オプション | 制限なし | ゼロまたはそれ以上。 アプリケーション・レベル・キャッシュを使用するには、 例: <entity-cache> <entity-cache-name>ExclusiveCache</entity-cache-name> <max-cache-size> <megabytes>50</megabytes> </max-cache-size> </entity-cache>
|
<start-mbds-with- application | オプション | 1 | アプリケーションを使用してメッセージドリブンBeanS (MDBS)を起動できるようにEJBコンテナを構成できます。trueに設定されると、コンテナはアプリケーションの一部としてMDBSを起動します。falseに設定されると、コンテナはMDBSをキューに保持し、ポートでのリスニングが開始されたときにサーバーによってMDBSが起動されます。 |
次の表では、entity-cache
要素内で定義できる要素について説明します。
表A-3 entity-cache要素
要素 | 必須? | ファイル内での最大数 | 説明 |
---|---|---|---|
<entity-cache-name> | 必須 | 1 | エンティティBeanキャッシュに一意の名前を指定します。この名前は、earファイル内で一意であることが必要で、空の文字列は使用できません。 例: <entity-cache-name>ExclusiveCache</entity-cache-name> |
<max-beans-in-cache> | オプション この要素を指定した場合、 | 1 | キャッシュ内で許容されるエンティティBeanの最大数を指定します。限度に達すると、Beanに対してパッシブ化が行われる場合があります。このメカニズムでは、個々のエンティティBeanが必要とする実際のメモリー・サイズは考慮されません。この要素は、1以上の値に設定できます。 デフォルト値: |
<max-cache-size> | オプション この要素を指定した場合、 | 1 | エンティティ・キャッシュのメモリー・サイズの限度をバイト単位またはMB単位で指定するときに使用されます。
|
<max-queries-in-cache> | オプション | 1 | 指定した時点にエンティティ・キャッシュに表示可能なSQL問合せの最大数を指定します。 |
<caching-strategy> | オプション | 1 | EJBコンテナが特定のアプリケーション・レベル・キャッシュでエンティティBeanインスタンスを管理するときに使用する一般的な方式を指定します。キャッシュによって、メモリー内のエンティティBeanインスタンスがバッファに移され、対応する主キー値に関連付けられます。
デフォルト値: 例: <caching-strategy>Exclusive</caching-strategy> |
次の表では、max-cache-size
要素内で定義できる要素について説明します。
表A-4 max-cache-size要素
要素 | 必須? | ファイル内での最大数 | 説明 |
---|---|---|---|
<bytes> |
| 1 | バイト単位で示されるエンティティ・キャッシュのメモリー・サイズ。 |
<megabytes> |
| 1 | MB単位で示されるエンティティ・キャッシュのメモリー・サイズ。 |
次の表では、xml
要素内で定義できる要素について説明します。
表A-5 xml要素
要素 | 必須? | ファイル内での最大数 | 説明 |
---|---|---|---|
<parser-factory> | オプション | 1 | エンタープライズ・アプリケーション用の特定のXMLパーサーまたはトランスフォーマの指定に使用される親要素。
|
<entity-mapping> | オプション | 制限なし | ゼロまたはそれ以上。エンティティ・マッピングを指定します。マッピングにより、特定のパブリックIDまたはシステムIDの代替エンティティURIが指定されます。このエンティティURIを検索するデフォルトの場所は、
|
次の表では、parser-factory
要素内で定義できる要素について説明します。
表A-6 parser-factory要素
要素 | 必須? | ファイル内での最大数 | 説明 |
---|---|---|---|
<saxparser-factory> | オプション | 1 | 対象アプリケーションのみで必要とされるXML解析用のSAXParserファクトリを設定できます。この要素によって、SAXスタイル解析に使用されるファクトリが指定されます。 デフォルト値:サーバーXMLレジストリの設定 |
<document-builder-factory> | オプション | 1 | 対象アプリケーションのみで必要とされるXML解析用のドキュメント・ビルダー・ファクトリを設定できます。この要素によって、DOMスタイル解析に使用されるファクトリが決定されます。 デフォルト値:サーバーXMLレジストリの設定 |
<transformer-factory> | オプション | 1 | 対象アプリケーションのみで必要とされるスタイル・シート処理用のトランスフォーマ・エンジンを設定できます。この要素の値を指定しないと、サーバーXMLレジストリで構成された値が使用されます。 デフォルト値:サーバーXMLレジストリの設定 |
次の表では、entity-mapping
要素内で定義できる要素について説明します。
表A-7 entity-mapping要素
要素 | 必須? | ファイル内での最大数 | 説明 |
---|---|---|---|
<entity-mapping-name> | 必須 | 1 | このエンティティ・マッピングの名前を指定します。 |
<public-id> | オプション | 1 | マップされたエンティティのパブリックIDを指定します。 |
<system-id> | オプション | 1 | マップされたエンティティのシステムIDを指定します。 |
<entity-uri> | オプション | 1 | マップされたエンティティのエンティティURIを指定します。 |
<when-to-cache> | オプション | 1 | 有効値は、次のとおりです。
デフォルト値は |
<cache-timeout-interval> | オプション | 1 | 秒単位で整数値を指定します。 |
注意:
|
次の表では、jdbc-connection-pool
要素内で定義できる要素について説明します。
表A - 8 jdbc-connection-pool要素
要素 | 必須? | ファイル内での最大数 | 説明 |
---|---|---|---|
<data-source-jndi-name> | 必須 | 1 | アプリケーション固有のJNDIツリーにおけるJNDI名を指定します。 |
<connection-factory> | 必須 | 1 | デフォルトの接続ファクトリ設定のオーバーライドを定義する接続パラメータを指定します。
|
<pool-params> | オプション | 1 | プールの動作に影響を与えるパラメータを定義します。
|
<driver-params> | オプション | 1 | WebLogic Serverドライバの動作を設定します。
|
<acl-name> | オプション | 1 | 非推奨。 |
次の表では、connection-factory
要素内で定義できる要素について説明します。
表A - 9 connection-factory要素
要素 | 必須? | ファイル内での最大数 | 説明 |
---|---|---|---|
<factory-name> | オプション | 1 |
|
<connection-properties> | オプション | 1 | 接続ファクトリの接続プロパティを指定します。
<connection-params> <parameter> <description>Desc of param </description> <param-name>foo</param-name> <param-value>xyz</param-value> </parameter> </connection-params> |
次の表では、pool-params
要素内で定義できる要素について説明します。
表A - 10 pool-params要素
要素 | 必須? | ファイル内での最大数 | 説明 |
---|---|---|---|
<size-params> | オプション | 1 | プール内の接続数に影響を与えるパラメータを定義します。
|
<xa-params> | オプション | 1 | XA DataSourceのパラメータを定義します。
|
<xa-params> Continued... | オプション | 1 |
注意:
|
<xa-params> Continued... | オプション | 1 |
|
<login-delay-seconds> | オプション | 1 | 各物理データベース接続を作成するまでにかかる遅延時間(秒数)を設定します。データベース・サーバーによっては、複数の接続リクエストが短い間隔で繰り返されると処理できないことがあります。このプロパティを使用すると、データベース・サーバーが追いつけるように、少し遅れて作成することができます。この遅延は、データベースの物理的な接続が確立すると、プールの初期作成時とプールの存続期間中の両方で必ず行われます。 |
<leak-profiling-enabled> | オプション | 1 | JDBC接続リーク・プロファイリングを有効化します。接続リークは、プールからの接続が この要素はリソースを余計に使用し、接続プール処理を遅くする可能性があるので、本番での使用はお薦めしません。 |
<connection-check-params> | オプション | 1 |
|
<connection-check-params> Continued... | オプション | 1 |
|
<jdbcxa-debug-level> | オプション | 1 | これは内部設定です。 |
<remove-infected-connections-enabled> | オプション | 1 | アプリケーションが基底のベンダー接続オブジェクトを要求した場合に、接続がプールから削除されるかどうかを制御します。この属性を有効化すると、(接続がプールから削除され、新しい接続に置き換わるために)基本的に接続のプールを無効化することになるので、パフォーマンスに影響を与えます。 |
次の表では、driver-params
要素内で定義できる要素について説明します。
表A - 11 driver-params要素
要素 | 必須? | ファイル内での最大数 | 説明 |
---|---|---|---|
<statement> | オプション | 1 |
例:
|
<prepared-statement | オプション | 1 | JDBCのプリペアド文キャッシュ・プロファイリングの実行を有効化します。有効化されると、プリペアド文キャッシュ・プロファイルが後で分析できるように外部ストレージに格納されます。この機能はリソースを消費するので、本番サーバーでは無効にすることをお薦めします。デフォルト値はfalseです。
|
<row-prefetch-enabled> | オプション | 1 | 各ResultSetについて、クライアントとWebLogic Serverの間での行のプリフェッチを有効にするかどうかを指定します。 外部クライアントがJDBCを使用してWebLogic Server経由でデータベースにアクセスするとき、行のプリフェッチを行うと1回のサーバー・アクセスでサーバーからクライアントに複数の行を取り出すことになるので、パフォーマンスが向上します。クライアントとWebLogic Serverが同一のJVM内にある場合は、この設定が無視され、行のプリフェッチは使用されません。 |
<row-prefetch-size> | オプション | 1 | クライアント用にプリフェッチする結果セットの行数を指定します。 最適値は問合せの詳細によって異なります。一般的に、この数を増やすと特定の値に達するまでパフォーマンスが向上します。その値に達すると、それ以上数を増やしてもパフォーマンスはそれほど向上しません。 注意: 通常、100行に達した後では、パフォーマンスの向上が見られなくなります。ほとんどの状況では、デフォルト値で問題ありません。 この要素の有効な値は2から65536までです。デフォルト値は48です。 |
<stream-chunk-size> | オプション | 1 | 必要に応じてWebLogic Serverからクライアントに取得されるストリーム・データ型のデータ・チャンク・サイズを指定します。 |
次の表では、security
要素内で定義できる要素について説明します。
表A - 12 security要素
要素 | 必須? | ファイル内での最大数 | 説明 |
---|---|---|---|
<realm-name> | オプション | 1 | アプリケーションが使用するセキュリティ・レルムの名前を指定します。指定されていなければ、システムのデフォルト・レルムが使用されます。 |
<security-role-assignment> | オプション | 制限なし | アプリケーション・ワイドなセキュリティ・ロールと、1つまたは複数のWebLogic Serverプリンシパルとのマッピングを宣言します。 例: <security-role-assignment> <role-name> PayrollAdmin </role-name> <principal-name> Tanya </principal-name> <principal-name> Fred </principal-name> <principal-name> system </principal-name> </security-role-assignment> |
次の表では、application-param
要素内で定義できる要素について説明します。
表A - 13 application-param要素
要素 | 必須? | ファイル内での最大数 | 説明 |
---|---|---|---|
<description> | オプション | 1 | アプリケーション・パラメータを説明します。 |
<param-name> | 必須 | 1 | アプリケーション・パラメータの名前を定義します。 |
<param-value> | 必須 | 1 | アプリケーション・パラメータの値を定義します。 |
次の表では、classloader-structure
要素内で定義できる要素について説明します。
表A - 14 classloader-structure要素
要素 | 必須? | ファイル内での最大数 | 説明 |
---|---|---|---|
<module-ref> | オプション | 制限なし |
|
<classloader-structure> | オプション | 制限なし | アプリケーションのクラスローダー構造の任意のネスティングを有効にします。ただし、このバージョンのWebLogic Serverでは、指定可能な階層は3レベルまでです。 |
次の表では、listener
要素内で定義できる要素について説明します。
表A-15 listener要素
要素 | 必須? | ファイル内での最大数 | 説明 |
---|---|---|---|
<listener-class> | 必須 | 1 |
|
<listener-uri> | オプション | 1 | 実装が格納されているEAR内のJARファイル。 |
<run-as-principal-name> | オプション | 1 | アプリケーション・ライフサイクル・イベントを起動および停止するユーザーIDを指定します。ここに指定するIDはシステムの有効なユーザー名である必要があります。 注意: アプリケーション・ライフサイクル・リスナー用に定義された |
次の表では、singleton-service
要素内で定義できる要素について説明します。
表A - 16 singleton-service要素
要素 | 必須? | ファイル内での最大数 | 説明 |
---|---|---|---|
<class-name> | 必須 | 1 | アプリケーションのデプロイ中に実行するクラスの名前を定義します。 |
<singleton-uri> | オプション | 1 |
|
次の表では、startup
要素内で定義できる要素について説明します。
注意:: アプリケーション・スコープの起動クラスと停止クラスは、WebLogic Serverのリリース9.0以降では非推奨になりました。このクラスの代わりに、ライフサイクル・リスナー・イベントをアプリケーションで使用する必要があります。詳細は、第12章「アプリケーション・ライフ・サイクル・イベントのプログラミング」を参照してください。 |
表A - 17 startup要素
要素 | 必須? | ファイル内での最大数 | 説明 |
---|---|---|---|
<startup-class> | 必須 | 1 | アプリケーションのデプロイ中に実行するクラスの名前を定義します。 |
<startup-uri> | オプション | 1 |
|
次の表では、shutdown
要素内で定義できる要素について説明します。
注意: アプリケーション・スコープの起動クラスと停止クラスは、WebLogic Serverのリリース9.0以降では非推奨になりました。このクラスの代わりに、ライフサイクル・リスナー・イベントをアプリケーションで使用する必要があります。詳細は、第12章「アプリケーション・ライフ・サイクル・イベントのプログラミング」を参照してください。 |
表A - 18 shutdown要素
要素 | 必須/省略可能 | ファイル内での最大数 | 説明 |
---|---|---|---|
| 必須 | 1 | アプリケーションのアンデプロイ時に実行するクラスの名前を定義します。 |
| オプション | 1 |
|
次の表では、work-manager要素内で定義できる要素について説明します。
ワーク・マネージャの例および情報については、「ワーク・マネージャを使用したスケジューリング済み作業の最適化」を参照してください。
表A - 19 work-manager要素
要素 | 必須? | ファイル内での最大数 | 説明 |
---|---|---|---|
<name> | 必須 | 1 | ワーク・マネージャの名前。 |
<response-time-request-class> | オプション | 1 |
この要素を指定した場合、 |
<fair-share-request-class> | オプション | 1 |
この要素を指定した場合、 |
<context-request-class> | オプション | 1 |
この要素を指定した場合、 |
<request-class-name> | オプション | 1 | リクエスト・クラスの名前。 この要素を指定した場合、 |
<min-threads-constraint> | オプション | 1 |
この要素を指定した場合、 |
<min-threads-constraint-name> | オプション | 1 | min-thread-constraint制約の名前。 この要素を指定した場合、 |
<max-threads-constraint> | オプション | 1 |
この要素を指定した場合、 |
<max-threads-constraint-name> | オプション | 1 | max-thread-constraint制約の名前。 この要素を指定した場合、 |
<capacity> | オプション | 1 |
この要素を指定した場合、 |
<capacity-name> | オプション | 1 | スレッドの容量制約の名前。 この要素を指定した場合、 |
<work-manager-shutdown-trigger> | オプション | 1 | スタック・スレッドに応答してワーク・マネージャを停止できるスタック・スレッド・ワーク・マネージャ・コンポーネントの指定に使用します。 次の子要素を指定できます。
この要素を指定した場合、 |
<ignore-stuck-threads> | オプション | 1 | スレッドがスタックした場合でも、ワーク・マネージャがスタック・スレッドを無視して停止を回避するかどうかを指定します。 この要素を指定した場合は、 |
次の表では、session-descriptor要素内で定義できる要素について説明します。
表A - 20 session-descriptor要素
要素 | 必須? | ファイル内での最大数 | 説明 |
---|---|---|---|
<timeout-secs> | オプション | 1 | セッションがタイムアウトするまでの秒数を指定します。 デフォルト値は3600秒です。 |
<invalidation-interval-secs> | オプション | 1 | セッション無効化トリガーの間隔を秒数で指定します。 デフォルト値は60秒です。 |
<debug-enabled> | オプション | 1 | HTTPセッションのデバッグを有効にするかどうかを指定します。 デフォルト値は |
<id-length> | オプション | 1 | セッションIDの長さを指定します。 デフォルト値は52です。 |
<tracking-enabled> | オプション | 1 | HTTPリクエスト間のセッション・トラッキングを有効にするかどうかを指定します。 デフォルト値は |
<cache-size> | オプション | 1 | JDBCとファイル永続化セッションのキャッシュ・サイズを指定します。 デフォルト値は1028です。 |
<max-in-memory-sessions> | オプション | 1 | メモリー/レプリケートされたセッションの最大セッション数を指定します。 デフォルト値は -1(制限なし)です。 |
<cookies-enabled> | オプション | 1 | Webアプリケーション・コンテナがレスポンスにCookieを設定するかどうかを指定します。 デフォルト値は |
<cookie-name> | オプション | 1 | セッション・トラッキングを実行するCookieの名前を指定します。 デフォルト名は |
<cookie-path> | オプション | 1 | セッション・トラッキングCookieのパスを指定します。 デフォルト値は |
<cookie-domain> | オプション | 1 | セッション・トラッキングCookieのドメインを指定します。 デフォルト値は |
<cookie-comment> | オプション | 1 | セッション・トラッキングCookieのコメントを指定します。 デフォルト値は |
<cookie-secure> | オプション | 1 | セッション・トラッキングCookieが安全であることを示すかどうかを指定します。 デフォルト値は |
<cookie-max-age-secs> | オプション | 1 | セッション・トラッキングCookieの最大存続期間を指定します。 デフォルト値は |
<persistent-store-type> | オプション | 1 | セッション永続性の格納の種類を指定します。 以下の値を指定できます。
|
<persistent-store-cookie-name> | オプション | 1 |
デフォルト値は |
<persistent-store-dir> | オプション | 1 |
デフォルト値は |
<persistent-store-pool> | オプション | 1 |
|
<persistent-store-table> | オプション | 1 |
デフォルト値は |
<jdbc-column-name-max-inactive-interval> | オプション | 1 |
|
<jdbc-connection-timeout-secs> | オプション | 1 | 非推奨 |
<url-rewriting-enabled> | オプション | 1 | URLの書換えが有効化されているかどうかを指定します。 デフォルト値は |
<http-proxy-caching-of-cookies> | オプション | 1 | WebLogic Serverが次のHTTPヘッダーをレスポンスに追加するかどうかを指定します。
このヘッダーにより、プロキシ・キャッシュがCookieをキャッシュしてはならないことが指定されます。 デフォルト値は |
<encode-session-id-in-query-params> | オプション | 1 | WebLogic Serverがパス・パラメータのセッションIDをエンコードするかどうかを指定します。 デフォルト値は |
<monitoring-attribute-name> | オプション | 1 | 複数のセッションの実行時情報をタグ付けする場合に使用します。たとえば、一意であることが保証される |
<sharing-enabled> | オプション | 1 | 複数のWebアプリケーション間でHTTPセッションを共有するかどうかを指定します。 デフォルト値は |
次の表では、library-ref
要素内で定義できる要素について説明します。
詳細情報および例については、第11章「共有Java EEライブラリおよびオプション・パッケージの作成」を参照してください。
表A-21 library要素
要素 | 必須? | ファイル内での最大数 | 説明 |
---|---|---|---|
<library-name> | 必須 | 1 | 参照される共有Java EEライブラリの名前を指定します。 |
<specification-version> | オプション | 1 | 最低限の仕様バージョン要件を指定します。 |
<implementation-version> | オプション | 1 | 最低限の実装バージョン要件を指定します。 |
<exact-match> | オプション | 1 | 指定した仕様バージョンおよび実装バージョンと参照したライブラリの仕様バージョンおよび実装バージョンが完全一致する必要があるどうかを指定します。 デフォルト値は |
<context-root> | オプション | 1 | 参照されるWebアプリケーションの共有Java EEライブラリのコンテキスト・ルートを指定します。 |
次の表では、参照されるEARライブラリ内のcontext-root
要素をオーバーライドするためにlibrary-context-root-override
要素内で定義できる要素について説明します。「library-ref」を参照してください。
詳細情報および例については、第11章「共有Java EEライブラリおよびオプション・パッケージの作成」を参照してください。
表A-22 library-context-root-override要素
要素 | 必須? | ファイル内での最大数 | 説明 |
---|---|---|---|
<context-root> | オプション | 1 | ライブラリ内で宣言されている 参照元アプリケーション(たとえば、ユーザー・アプリケーション)のみが、ライブラリで宣言されている |
<override-value> | オプション | 1 | ライブラリで宣言されている |
次の表では、fast-swap
要素内で定義できる要素について説明します。
FastSwapデプロイメントの詳細は、『WebLogic Serverへのアプリケーションのデプロイ』のFastSwapデプロイメントによる再デプロイメントの最小化に関する項を参照してください。
表A-23 fast-swap要素
要素 | 必須? | ファイル内での最大数 | 説明 |
---|---|---|---|
<enabled> | オプション | 1 | アプリケーションにFastSwapデプロイメントを有効にするには |
<refresh-interval> | オプション | 1 | 受信HTTPリクエストを受信する場合、FastSwapはアプリケーション・クラスの変更をチェックします。 |
<redefinition-task-limit> | オプション | 1 | 再定義タスクによってFastSwapクラスの再定義が非同期的に実行されます。JMXインタフェースを使ってこれを制御および検査することができます。 FastSwapシステムによって保存される再定義タスクの数を指定します。タスクの数がこの制限を超える場合は、古いタスクが自動的に削除されます。 |
weblogic-application.xml
デプロイメント記述子ファイルのXMLスキーマについては、http://xmlns.oracle.com/weblogic/weblogic-application/1.4/weblogic-application.xsd
を参照してください。
application.xml
デプロイメント記述子の要素の詳細は、http://java.sun.com/xml/ns/javaee/application_6.xsd
のJava EE 6スキーマを参照してください。
次の項では、アプリケーションおよびスタンドアロン・モジュールをWebLogic Serverにデプロイするツールについて説明します。
wldeploy
Antタスクでは、Ant XMLファイルに指定する属性を使用してweblogic.Deployer
の機能を実行できます。wldeploy
を他のWebLogic Server Antタスクとともに使用して、以下を実行する単一のAntビルド・スクリプトを作成できます。
wlcompile
、appc
、およびWebサービスAntタスクを使用してソースからアプリケーションをビルドします。 wlserver
およびwlconfig
Antタスクを使用して、新しいWebLogic Serverドメインを作成、起動、および構成します。 wldeploy
Antタスクを使用して、新しく作成したドメインに、コンパイル済みアプリケーションをデプロイします。 wlserver
およびwlconfig
の詳細は、第2章「Antタスクを使用したWebLogic Serverドメインの構成と使用」を参照してください。wlcompile
の詳細は、第5章「分割開発ディレクトリでのアプリケーションのビルド」を参照してください。
wldeploy
Antタスクを使用するには:
Windows NTでは、WL_HOME
\server\bin
ディレクトリにあるsetWLSEnv.cmd
コマンドを実行します。WL_HOME
は、インストールされているWebLogic Serverの最上位ディレクトリです。
UNIXでは、WL_HOME
/server/bin
ディレクトリにあるsetWLSEnv.sh
コマンドを実行します。WL_HOME
は、インストールされているWebLogic Serverの最上位ディレクトリです。
build.xml
)を作成します。WebLogic Serverと一緒にインストールされたものとは異なるAntを使用する場合は、wldeploy
Antタスクを定義することから始めます。 wlserver
およびwlconfig
タスクの呼出しをビルド・スクリプトに追加します。wlserver
およびwlconfig
の詳細は、第2章「Antタスクを使用したWebLogic Serverドメインの構成と使用」を参照してください。 wldeploy
の呼出しを追加して、アプリケーションを1つまたは複数のWebLogic Serverインスタンスまたはクラスタにデプロイします。「wldeploy用build.xmlファイルのサンプル」および「wldeploy Antタスクの属性のリファレンス」を参照してください。 ant
と入力し、必要であればこのコマンドにターゲットの引数を渡して、build.xml
ファイルで指定されたAntタスク(1つまたは複数)を実行します。 次の例では、アプリケーションを単一のWebLogic Serverインスタンスにデプロイするwldeploy
のデプロイ先を示しています。
次の例では、アプリケーションをアンデプロイする場合に対応するタスクを示します。この例では、アプリケーションをアンデプロイまたは再デプロイする際に、ソース・アーカイブ・ファイルまたは展開ディレクトリではなく、そのデプロイされた名前のみを指定します。
次の例では、アプリケーションの部分的な再デプロイを実行する方法を示します。この例では、アプリケーション内の単一のWARファイルのみが再デプロイされます。
次の例では、wldeploy
のネストされた<files>
子要素を使用して、アプリケーション内でアンデプロイする特定のファイルを指定します。
次の例では、ソース・ファイルがoutput/myLibrary
ディレクトリにあるmyLibrary
というJava EEライブラリをデプロイする方法を示します。
次の項では、wldeploy
Antタスクの属性および子要素<files>
について説明します。
次の表では、wldeploy
Antタスクの主な属性について説明します。
これらの属性は、weblogic.Deployer
コマンドの引数の一部に対応します。Oracleは、反復的な開発プロセスの一部としてアプリケーションを簡単にデプロイおよびテストできるように、weblogic.Deployer
コマンドのAntタスク・バージョンを提供しています。ただし、通常、本番環境でアプリケーションをデプロイする場合、wldeploy
Antタスクではなくweblogic.Deployer
コマンドを使用します。したがって、wldeploy
Antタスクの属性の完全な定義については、『Oracle WebLogic Serverへのアプリケーションのデプロイ』のweblogic.Deployerコマンドライン・リファレンスに関する項を参照してください。次の表に簡単な概要を示します。
表B-1 wldeploy Antタスクの属性
属性 | 説明 | データ型 |
---|---|---|
action | 実行するデプロイメント・アクション。 有効な値は、 | 文字列 |
adminmode | デプロイメント・アクションによってアプリケーションが管理モードになるように指定します。 管理モードでは、アプリケーションへのアクセスは構成済の管理チャネルに制限されます。 この属性の有効な値は、 | ブール |
adminurl | 管理サーバーのURL。 この属性の値の形式は、 注意: HTTPプロトコルを使用するには、管理コンソールでhttpトンネリングのオプションを有効にする必要があります。 | 文字列 |
allversions | アプリケーションのすべてのバージョンに適用するアクション(再デプロイ、停止など)を指定します。 この属性の有効な値は、 | ブール |
altappdd | デプロイメントに使用する代替Java EEデプロイメント記述子( この属性を指定せず、エンタープライズ・アプリケーションをデプロイする場合、デフォルトのデプロイメント記述子は | 文字列 |
altwlsappdd | デプロイメントに使用する代替WebLogic Serverデプロイメント記述子( この属性を指定せず、エンタープライズ・アプリケーションをデプロイする場合、デフォルトのデプロイメント記述子は | 文字列 |
appversion | デプロイされるアプリケーションのバージョン識別子。 | 文字列 |
debug |
| ブール |
deleteFiles | サーバーのステージング・ディレクトリから静的ファイルを削除するかどうかを指定します。 この属性は、展開されたデプロイメント、および
この属性は、
この属性の有効な値は、trueおよびfalseです。デフォルト値はfalseです。 | ブール |
deltaFiles | 再デプロイするアプリケーションのルート・ディレクトリを基準にして、ファイルのカンマ区切りまたはスペース区切りのリストを指定します。 この属性は、アプリケーションの部分再デプロイを実行する際、必ず | 文字列 |
enableSecurityValidation | セキュリティ・データの検証を有効にするかどうかを指定します。 この属性の有効な値は、trueおよびfalseです。デフォルト値はfalseです。 | ブール |
externalStage | デプロイメントで このモードでは、Antタスクはデプロイメント・ファイルをターゲット・サーバーにコピーしません。かわりに、デプロイメント・ファイルがターゲット・サーバーのステージング・ディレクトリの正しいサブディレクトリにコピーされたことを確認する必要があります。
「ステージング・モードによるデプロイメント・ファイルのコピーの制御」を参照してください。 | ブール |
failonerror | WebLogic Server Antタスクで使用されるグローバル属性。ビルド中にエラーが発生した場合、タスクを失敗させるかどうかを指定します。 この属性の有効な値は、trueおよびfalseです。デフォルト値はtrueです。 | ブール |
graceful | 既存のHTTPクライアントが作業を完了した後でアプリケーションを停止します。 この属性は、アプリケーションを停止またはアンデプロイする場合にのみ使用できます。つまり、 この属性の有効な値は、 | ブール |
id | デプロイメントのステータスの取得やデプロイメントの取消しに使用されるID。 デプロイ時に一意のIDをアプリケーションに割り当て、以降の再デプロイ、アンデプロイ、停止などではそのIDを使用します。 この属性を指定しない場合、Antタスクがアプリケーションに一意のIDを割り当てます。 | 文字列 |
ignoresessions | このオプションでは、現在のHTTPセッションが完了するのを待機せずに、アプリケーションを直ちに管理モードにします。 この属性は、アプリケーションを停止またはアンデプロイする場合にのみ使用できます。つまり、 この属性の有効な値は、 | ブール |
libImplVer | Java EEライブラリまたはオプション・パッケージの実装のバージョンを指定します。 この属性は、ライブラリまたはパッケージのマニフェスト・ファイルに実装のバージョンが含まれていない場合にのみ使用できます。この属性は、 第11章「共有Java EEライブラリおよびオプション・パッケージの作成」を参照してください。 | 文字列 |
library | デプロイメントを共有Java EEライブラリまたはオプション・パッケージとして指定します。Java EEライブラリまたはオプション・パッケージをデプロイまたは分散する場合は この属性の有効な値は、 第11章「共有Java EEライブラリおよびオプション・パッケージの作成」を参照してください。 | ブール |
libSpecVer | Java EEライブラリまたはオプション・パッケージの仕様のバージョンを指定します。 この属性は、ライブラリまたはパッケージのマニフェスト・ファイルに仕様バージョンが含まれていない場合にのみ使用できます。この属性は、 第11章「共有Java EEライブラリおよびオプション・パッケージの作成」を参照してください。 | 文字列 |
name | デプロイ済みのアプリケーションのデプロイメント名。 この属性を指定しない場合、WebLogic Serverは、アーカイブ・ファイルまたは展開ディレクトリに基づくデプロイメント名をアプリケーションに割り当てます。 | 文字列 |
nostage | デプロイメントでnostageデプロイメント・モードを使用するかどうかを指定します。 このモードでは、Antタスクはデプロイメント・ファイルをターゲット・サーバーにコピーせず、
「ステージング・モードによるデプロイメント・ファイルのコピーの制御」を参照してください。 | ブール |
noversion |
このオプションを使用する場合、バージョン指定されたアプリケーションは使用できません。 この属性の有効な値は、trueおよびfalseです。デフォルト値はfalseです。 | ブール |
nowait |
| ブール |
password | 管理パスワード。 ビルド・ファイルまたは デフォルト以外の構成ファイルとキー・ファイルからユーザー名およびパスワードを取得する場合は、 パスワードの格納と暗号化の詳細は、WebLogic Scripting Toolコマンド・リファレンスの | 文字列 |
plan | アプリケーションまたはモジュールをデプロイするときに使用するデプロイメント・プランを指定します。 デフォルトでは、プランが格納されているアプリケーションのルート・ディレクトリからデプロイする場合でも、 | 文字列 |
planversion | デプロイメント・プランのバージョン識別子。 | 文字列 |
remote | サーバーが別のマシンに配置されているかどうかを指定します。これはファイル名の転送方法に影響します。 この属性の有効な値は、 | ブール |
retiretimeout | WebLogic Serverがこのアプリケーションまたはモジュールの現在実行中のバージョンをアンデプロイし、クライアントが新しいバージョンで開始できるようになるまでの秒数を指定します。 この属性を指定した場合、ユーザーは、すでに実行中のアプリケーションの新しいバージョンを開始、デプロイ、再デプロイすると見なされます。 「本番環境でのアプリケーションの更新」を参照してください。 | int |
securityModel | このデプロイメントで使用するセキュリティ・モデルを指定します。指定可能なセキュリティ・モデルは次のとおりです。
この属性で有効な実際の値は これらのセキュリティ・モデルの詳細は、「WebアプリケーションおよびEJBリソースの保護のオプション」を参照してください。 | 文字列 |
source | デプロイするアーカイブ・ファイルまたは展開ディレクトリ。 | ファイル |
stage | デプロイメントでstageデプロイメント・モードを使用するかどうかを指定します。 このモードでは、Antタスクは、ターゲット・サーバーのステージング・ディレクトリにデプロイメント・ファイルをコピーします。
「ステージング・モードによるデプロイメント・ファイルのコピーの制御」を参照してください。 | ブール |
submoduletargets | JMSアプリケーション・モジュール内で定義されているリソースのJMSサーバー・ターゲットを指定します。 この属性の値は、JMSサーバー名のカンマ区切りのリストです。 「JMSアプリケーション・モジュールにおけるサブモジュールのターゲット指定の使用」を参照してください。 | 文字列 |
targets | アプリケーションがデプロイされるターゲット・サーバーのリスト。 この属性の値は、ターゲット・サーバー、クラスタまたは仮想ホストのカンマ区切りのリストです。 アプリケーションのデプロイ時にターゲット・リストを指定しない場合、ターゲットのデフォルトは管理サーバー・インスタンスになります。 | 文字列 |
timeout | デプロイメントが正常に終了するのを待機する最大秒数。 | int |
upload | デプロイメントの前にソース・ファイルが管理サーバーのアップロード・ディレクトリにコピーされるかどうかを指定します。 この属性は、リモート・マシンで作業していて、デプロイメント・ファイルを管理サーバーに他の手段でコピーできない場合に使用します。 この属性の有効な値は、 | ブール |
usenonexclusivelock | デプロイメント・アクション(デプロイ、再デプロイ、停止など)が、そのアクションを実行している同じユーザーによってすでに取得されている、ドメインの既存のロックを使用するように指定します。 この属性は、ユーザーが複数のデプロイメント・ツール(Antタスク、コマンド・ライン、管理コンソールなど)を同時に使用しており、いずれかのツールでドメインのロックをすでに取得している場合に有用です。 この属性の有効な値は、 | ブール |
user | 管理ユーザー名。 | 文字列 |
userconfigfile | 管理ユーザー名および管理パスワードを取得するために使用するユーザー構成ファイルの場所を指定します。このオプションは、プレーン・テキストのパスワードをインラインまたは
| 文字列 |
userkeyfile | ユーザー構成ファイル(
| 文字列 |
verbose |
| ブール |
wldeploy
Antタスクには、デプロイメント・アクションの実行対象となるファイルのリスト(アンデプロイするJSPのリストなど)を指定するためにネストできる<files>
子要素もあります。
注意: WebLogic Serverリリース9.0以降では、 |
<files>
要素は、実際のタスク名の違いを除いて、標準的な<fileset>
Antタスクと同じ処理を行います。したがって、<files>
要素で指定可能な属性のリファレンス情報については、Apache Ant Webサイト(http://ant.apache.org/manual/Types/fileset.html
)を参照してください。
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